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京都東ロータリークラブ



再版にあたり

京都東ロータリ ークラブ

会長 小池 薫

京都東ロータリ ーク ラプが誕生して60年の歳月が流れました。迎暦と いえば、

自分た ちの米し方行く未を考える前j目の年です。我がク ラブの将来を考える時、

私達はその原点を知る必要があります。クラプの先散から は、 「ロータリーで

わからないことがあったり 、行き詰まっ た時には、虎の巻として平澤興先生の

辿稿集をひもとき 、先生のご活躍中のお言葉を読めばよ い」と指埒を受けてい

ます。 しかし、今では平澤先生の舒咳に接した会員は27名となり 、半澤先生の

辿稿集を手に取ったことのない会具も増えました。

平澤興先生は、京都東ロータリ ークラブ誕生の翌年に入会し、京都大学医学

部長、総長を務められました。大学の皿職を退かれた後、クラプ会長、地区ガ

バナーを歴任、我がク ラプを こよ なく愛し、同時代の会只から敬愛されながら 、

平成元年に89歳で斃去されました。平澤先生がロ ータ リーのために書き下ろし

た王稿の犯大成が迫稿集です。私は昨年初めて拝読させていただきましたが、

ロータ リーを学問のように追求する平澤先生の迫力に、只々圧倒されました。

辿稿集をひもとくと、例会については、「互いに年齢や職業や地位など、すべて

を忘れて、裸にな り、あるがままに自由に語り 、互いに意：見を交換しながら成長す

るのである。スピーチなどで、毎週何かを学び、限りない人生の深さと味を知り 、

改めて、我と我が身を顧み、いよいよ仲びる意欲を燃やす場である」とありますc

これら珠宝の言葉は、私達が初心に遠り 、友情と奉仕を見つめ直す際の道標に

なると確信いたします。京都東ロータリ ーク ラプの皆様、平澤興先生の辿稿梨を

通して、より充実 したクラブ生活を楽 しみ、より 良き未来を築いていきましょう 。

蔽後にな りましたが、本誌の再版のためにご尽力いただきました、60周年記

念事業実行委員会記念誌部会の皆様に、心よ り感謝と御礼を申し上げます。

平成27年12月





昭和天皇皇后両陛下

京都大学理学部附腐瀬戸臨海

実験所に行幸啓される

昭和37年(1962)5月23日

（サンケイ新聞社提供）



触ー等喘宝穿拝受 昭和45年(1970)11月3日
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昭和63年(1988) 秋
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父君平太郎母君チノ 平澤少年（中学時代）

第四高等学校（金沢）時代 松枝夫人と昭和30年代
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京都帝国大学医学部時代

スイス・ドイツ留学時代
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新潟医科大学教授時代
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京都大学医学部教授時代 山下沼君と

日本学士院賀受貸 昭和26年(1951)5月
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クリスマス家族会 昭和39年(1964)12月25日 ゴルフ同好会にて 昭和40年(1965)5月

G.S.E.と共に昭和43年(1968)3月19日
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昭和63年(1988) 秋
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25 years or如 rv1vvu----

たえよ年輪

京都東ロータリークラプ創立25周年記念式典 昭和56年(1981)5月22日
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スピーチ 生`いたちについて' 昭和62年(1987)
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京都洛東 R.C．認証状伝達式に出席 昭和63年(1988)6月6日

ファ イアー・ サイド ・ミーティング 昭和63年(1988)11月11日

クラブ 年`忘れ家族会、 昭和63年(1988)12月23日
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昭和63年(1988) 秋
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亡く なられる前且平成元年(1989)6月16日

歴`代会長と次年度会長との懇談会、（於都ホ

テル佳水固） での写真。数ある先生の写真の中

で、 これが最終のものとな った

（水渡英二会員提供）



L • ' ` 疇置・島 、`、
詩人佐藤春夫氏と 昭和39年(1964)4月

棟方志功画伯夫妻と 昭和45年(1970)11月

松下幸之助氏と 昭和55年(1980)
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刊行のことば

京都東ロータリ ー クラブ会長

日比野 丈夫

平澤興先生が逝去されてから、早くも一年が回ってこようとしている。

昨年六月十六日のことであった。先生はわたくしたちの朝食会に元気なお

顔を見せられ、引続きわが京都東クラプの例会に出席して、機嫌よく談笑

の一時を過ごされた。いつもと変らぬそのお姿を拝見したとき、翌朝、突

然の悲報に接しようとは、誰が想像し得たであろうか。

先生はこよな〈ロータリーを愛され、その精神に徹し、みずからこれを

実践してこられたのである。先生はロータ リーの発展とともに、終始わが

京都東クラブの充実と 円満な運営を心にかけていて下さった。先生を頂点

として団結し活動してきたわがクラブは、大切な象徴をなくして、一時は

茫然自失したといってもよい状態であった。思う に、先生は実に信念の人

である。教育とは人の長所を見付けて賞めることだといわれ、誰に対して

も常に温顔と真情とをもって、強い励ましを与えられたことは忘れられな

い。先生は明治、大正、昭和、平成の四代にわた り、満八十八歳の天寿を

全うせられた。その間、医学界の巨星として、教育界、文化界にも指導的

な地位を占めてこられたのであって、先生を失ったことはただロータリー

のみではなく 、わが国の大きな損失である。

いま先生の一周忌を迎えるに当り、先生の長年のロータ リーに関する遣

文を集録し、記念写真と併せて先生を偲ぶよすがとすることとなった。こ

うして先生の遣訓を永久に残し、日常の指針とすることにより、先生はい

つまでもわたくしたちの心の中に、生き続けて行かれることと信ずる。

終りに、この記念誌の編集、 出版に奉仕 して下さ った委員諸氏に対して、

深甚な敬意と感謝とを表するものである。

平成二年五月
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乎澤興先生の

ガバナーズレター

ガバナ一月信より



ROTARY INTERNATIONAL 

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 

゜
OFFICE OF GOVERNOR OF DISTRICT NO. 365 

KO HIRASAWA 

o/o MIY AKO HOTEL 

AWATAGUCHI HIGASHIYAMAKU 

KYOTO」APAN ゜
No. 1 July 1. 1967 ガバナー月信 第 1信 （昭和42年7月 1日）

第 365区ロ ータ リークラプ

会 長 並びに幹事殿
国際ロータリ ー第365区ガパナー

平 澤 興

ガバナー月侶は、本来力ぢナーが毎月地区内 R.C．の会長及び幹事へ送るおたよりです。

しかし、同時に会員諸君にも、よくその趣旨が徹底するようにと、従来慨習的に直接会且

諸君にも、その「写」が送られてお ります。どうか会長幹事はよきリーダーとして、会員

諸君はそのよき秘極的協力者と して、ますますロークリーのク ラプ活動が向上するよう、

あくまでも自主的な姿をおとり下さい。 ロー クリ ークラプは、そういう栢極性と自主性と

を基盤として、奉仕の理想に向って限りなく前進と実行とを続ける組撤なのです。受け身

ではだめ、飽くまでも租極的に明る＜ 、楽し く！

A Message 

from The President of Rotary International 

1967-68 

Make you1-

Rotary membership 

effective 

• Get personally involved in Rotary 

• Exercise leadership by being successful m your 
own business or profession 

• Be loyal lo your own community and nation and 
serve them wherever possible 

• Keep informed and develop an understanding of 

the problems of peoples of other nations 

亨-
Luther H. Hodges 
President 
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1967-68年度 国際ロータリー会長メッセージ

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

• ロークリーの活動に自ら進んで参加すること

• あなたの職業に成功を収めることにより指導力を発揮すること

• あなたの地域社会や国家に対し忠誠を捧げ、あらゆる機会に奉仕すること

• 他国の人々の問題によく通じ、これが理解を深めること
ルーサー H ホッジス

就任のことぱ

会長並びに幹事諸君！ 新年おめでとう。ロークリーの新年おめでとう。つよい 7月の陽光と目もさ

める 7月の濃緑は、いかにも前進してやまないロークリーの理想を象徴しておるかのようです。悔なき

充実したロークリーのこの 1年を送るため、しっかりと手をつなぎ、心を一つにして、栄光にみちたロ

ークリーの大道を堂々と、奉仕と友情の理想を藪めて前進しましょう。一人の人間として、家庭人とし

て、職業人として、ロークリーの理想を身につけ、更に地域社会から、ロークリーの世界共同体にまで

その眼を開き、実行をひろげて、よきパバたると同時に、世界の心を心とした、大きなロークリアンに

なりましょう。そして何よりも口先きだけではなく、日々の生活の中にロークリーを生かしましょう。

ロークリーの心を頭で理解するだけではなく、われわれの血の中にとかし、われわれの行動の中に生か

しましょう。ロークリアンとして生長する、そこに必ず人間としての幸福も成功もあるのです。

本年のホッジス R.I．会長こそは、正に文字通り、そういう理想的なロークリアソです。その長い実

業家、政治家、社会事業家としての深い経験が、会長メッセージの中に集約されています。このメッセー

ジは読めば読むほど、さらさらとしたすなおさの中に、無限の真実と力とを含んでいますが、わたしは

ホッジス会長と握手をした際、これはただの言葉ではなく、 69年の実行の裏打ちが、その中にあるという

ことを直惑いたしました。何度も何度も読みかえして下さい。わたしも毎日くりかえし、くりかえし、こ

れを読みかえして、その奥にある言葉の無限の味を、ほんとうにわたしのものにしたいと念じています。

「ロークリアンとしてのあなたの資格を効果的に一ーロークリーの活動に自ら進んで参加しましょ

う。」さらさらとしながら、 しかも何たる強烈な響きを持つ言葉でしょう。しかし、ホッジス会長自身

もレークプラシッドで言われたように、 「真剣になるのはよいが、あまり深刻になりすぎないように」

いたしましょう。「ありのままに、好意的にふるまって下さい」。ありのままに、好意的にふるまう一一

何というおおらかな姿でありましょう。われわれも、ロークリーをからtこにとかし、からだにつけて、

そうなるよう今日の生活を生かしましょう。ニコニコと今日の命を生きて、限りないロークリーの生活

を楽しみましょう。

会長並びに幹事の各位、限りなく、みのりの多い 1年を心から祝福申しあげます。どうぞ会員諸君に

も、各位の御家庭の方々にも、私の心からのこの祈りをお伝え下さい。

21 



ROTARY INTERNATIONAL 

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 

゜
OFFICE OF GOVERNOR OF DISTRICT NO. 365 

KO HIRASAWA 

% MIYAKO HOTEL 
AWATAGUCHI HIGASHIYAMAKU 

KYOTO, JAPAN ゜
No. 2 July 15. 1967 ガバナー月信 第2信（昭和42年7月15日）

第365区ロータリークラプ

会長並びに幹事殿
国際ロータリー第365区ガパナー

平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

ホッジス RI会長

アド レス

尊敬するバストガバナー各位，親愛なる次年度の会長，幹事，会報委員の各位，本日ここに1967-68

年度のロークリー第365区のガバナーエレクトとして，アドレスを述べる機会を与えられましたことは，

まことに私の光栄とするところでありますが，同時にその重大なる責任に身の引きしまる思いが致しま

す。しかし，私は本日，各位の元気なお姿に接し，眉間にただよう各位のご決意の程をまのあたり拝見

して，必ずや本地区の次年度のロークリー活動には見るべきものがあろうことを確信し，ロークリアソ

としての喜びをかみしめております。

ご承知のように，私は次年度のガバナーノミニーとして去る 4月29日から 5月6日まで北米ニューヨ

ーク州の北部なるレーク・ブラシッドの国際協議会に列し，教育を受け，更に去る 5月23日から 5月26

日まで仏国ニースのロークリー国際大会に出席して，偉大なロークリーの活動とその世界性とを直接自

らの目，自らの肌で感じて，文字通り，身ぶるいするような強烈な感激にうたれました。たしかにロー

クリーは生きています。そして今日も明日に向って退しい成長をつづけつつあるのです。私はエバンス

R. I.会長， ホッジス次期会長を始め， 数多くのロータリアソ達のあたたかい友情のぬくみを胸一杯に

だきしめて帰りました。

ロークリーにおける奉仕の理想と世界的友情ー一それは頭でわかるとか，わからぬなどというもので

はなく，からだ全体で，心全体で，じかに感じとるべきものでありましょう。

諸君，地区協議会の目的は，ご承知の通り，教育及び情報の提供と地区活動の調整などでありますが，

22 



先ずもって私がレーク・プラツッドで受けて来た

この胸のぬくみを諸店に伝えて， ロークリ ーの惑

激を新たにしてもらいたいのであります。そして

私は諸君が今日ここで時間の許す限り，グループ

別の討議を通じて， リーダーやカウ｀ノセ ラ一方の

ご指埠のもとに，できるだけ自由に話しあって，

次年度第 365区のロータリー活動についての研究

をして戴きたいのであります。もとより限られた

時間で，心ゆくまですぺての問題について討談す

ることは不可能でしようが，何れあとで行われる

リーダーツップ ・フォー ラム参加の方々などと共

に，各位のロークリ ークラプで研究をつづけて戴

きたいと存じます。

第 365区の ロー クリークラプと言っても， クラ

プの大小はもちろん，その地域や歴史などがいろ

いろ違いますので，その問題となるところも様々

でありましようが，会長として，幹事として，ま

た会報委員として最も重要なことは，ホッジス次

期会長も言われるように，何よりも先ず身を以て，

ロークリー活動に柄熱を捧げることです。私も諸

君と共にある限りのt甘熱を傾け，私の最善をつく

して，第 365区のローク リー活動に挺身し，国際

ロークリーの前進に寄与したいと念じています。

受け身ではなく ，あくまでも稲極的に頑張 りまし

ょう 。

このこ とは「国際ロータリ ーの基本方針」から

も，むしろ当然のことであります。国際ロークリ

ー理市会(1962~63)が採択したその基本方針は，

ぜひ一度かみしめてお読みを願いたいと存 じます

が，そこには，先ず各ロークリア ノ`によるロ ーク

リー網領推進の重要性が述ぺられ，ついで国際ロ

ークリー運営の根本原則が加盟ロータリ ークラ プ

の実質的な自治性にあることが強調され，さらに

運営に関してはある程度の制限はあるが，これが

敢小限度にとどめられており ，この制限規定内に

あって，各地域ではその実状に応じて国際ローク

リーの方針を解釈し，実行するよ う最大の融通性

が認められているのであります。

この国際ロークリーの基本方針はたしかに読め

ば読むほど味が出ます。どうもローク リーは規則

づくめだとか，規則がやかまし過ぎるとか，よく

言われ，私自身もたしかにそう思ったことがあり

ます。 しかし， ロークリーにもボール ・ハリスが

これを始めた頃には何もそんな規則とか，定款な

どというものはなかったのであります。会員が少

い間はお互の話 しあいだけで万事よかったのであ

りますが，それが次第に大きくなり，国境を越え，

宗教や人種を越えて世界的のものになるにつれて，

お互の間の理解と述絡のために約束として規約が

必要となったのであります。

定款とか規則とかいうと， とかく ，つい固く な

り，抵抗を感じ易いのでありますが，実はそれは

文化的な社会とか，組倣における一つの公けの約

束であります。私自身規則には格別弱い人問で，

規則に対する抵抗惑のようなものはま ことによく

分かるのでありますが，私はこの度のローク リー

国際協誂会などに出席して， しみじみとその誤り

を惑じ， ロークリーの手続や規則などをまとめて

いる「手続要究」などにしても，実はロ ークリー

をここまで発展せしめた先人逹の血と汗の結晶な

のだ， ということに気がつきました。

国際ローク リーでもなるぺく ，こまかなことは

言わず，世界のロークリー組織の横のつながりが

くずれない限り，できるだけ各ロ ークリークラ プ

の融通性を胞めようというのが，その基本方針で

あります。 しかし，これはあくまでもある制限内

であり，この制限は， ロークリアソは世界的組織
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の一員として承知せねばならず，またそういう了

解の下で入会しているはずであります。もとより

これは全会員が規則のすぺてを暗記しておらねば

ならぬというようなことではなく，国法を知らな

くとも道徳的に行動すれば，よき国民たり得るよ

うに，もしロークリークラブがある程度まで成長

し，知らぬ間に，そこにロークリーの奉仕の理想

と国際性とがとけこむような空気になれば，その

クラブの空気に同化することによって，自然とよ

きロークリアソにもなれるだろうし，むしろそう

いう状態こそが望ましいことでありましょう。し

かし，クラブの中心としてその指導に当る会長や

幹事は，やはり正しい方向に，国際組織としての

クラプの成長と指導のためにも，ロークリー運営

の根本的なものには，よく通じておかねばなりま

せぬ。

「実質的な自治性」とか「最大の融通性」など

というと，一見何でもないようでありますが，真

の意味で自治性とか，自主性とか，融通性などと

いうことは最もむずかしいことで，ここには単な

る模倣ではない思考力と独創性とが必要であり，

世界組織としてのロークリアンたるためには，こ

ういう点にも深く思いを致さねばなりませぬ。

ついでにここで一言したいことは，分かると，

分かったつもりとは違うということであります。

規則の文字を暗記しても，必ずしもそれでその規

則が本当に分かったとは言われぬので，この点も

心しておくべきことでありましょう。たとえば

「四つのテスト」などにしても，その文句を暗記

することは簡単なことでありますが，真にその意

味を理解するには，人生に対する真剣な態度と深

い経験が必要であって，私は心から「四つのテス

ト」のすばらしさには感心しながらも，本当には

まだ私にも完全には分かっておらぬ，ということ

にやっと気がつき出して来ました。文字を知るこ

とと，その心に通ずることとは，決して同じでは

なく，時にはそこに非常な距離があるのでありま

す。そう思って読むと，ロークリーの「手続要覧」

などにも， しばしば簡単な表現のなかに先人の血

や汗が感じられ，規則の文字にも脈々たる命の流

れのあることに気づきます。

次に次年度ロークリー活動の中心ともなるべき

ホッジスR.I．会長のメッセージを考えて見ましょ

う。ホッジスR.I．会長のメッセージは，実にさら

さらとしていて， しかも，その中にはホッジス会

長その人でなければ出ない味があります。ホッジ

ス会長自身も言っておられるように，このメッセ

ージは， 「ロークリーの四大奉仕部門に関連した

ものであり，従って，ロークリーの目的と計画か

ら逸脱したことを強調しようとするものではあり

ません」が， しかし，それだけ氏自身の長い体験

から出たこのメッセージには，何か自然の重みが

あります。

"Make your Rotary membership effective"「ロ

ークリアンとしてのあなたの資格を効果的に」と

いうことが全体の柱になっております。たしかに

ロークリーの会員は，名誉職でもなければ，特別

のエリートでもなく，ー業一人の原則によって，

各種の職業からきびしい選考をへて選び出された

人々で，職業を通じて社会に，国家に，世界に奉

仕をしょう一ー超我の奉仕をしょう，という人々

であります。会員自らもそういうことを承知をし，

その上で入会されたわけですから，ただロークリ

ーのバッジをつけただけでは，真のロークリアソ

とは言われません。稜極的に自ら進んでその理想

を実行してこそ，はじめて真のロークリアンたる

名にふさわしいのです。しかし，このメッセージ

はガバナーたるわたし自身にも痛い言葉で，まず

私自身がこれを熱意を以て実行せねばなりません。

レーク・プラシッドでの国際協議会は，たしかに

この意味において，私に強い印象と覚悟とを与え

ました。同時に，私は，この時，東洋人として，

日本人として，いろいろと民族的な特性について，

もっと根本的な「汝の欲するところは之を人に施

せ」ということと，東洋的な「汝の慾せざるとこ

ろは之を人に施すな」という対照的な考え方であ

ります。とかく東洋的な考え方が消極的になりが

ちなのに対して，西欧的の考え方は稼極的です。

これは単なるりくつではなく，われわれの生活と

西欧の生活とを見ると，何となく，そういうもの

があります。しかし，地球が次第に小さくなり，

距離などというものが昔ほど意味を持たなくなり

つつある現在では，やはりわれわれはもっと績極

的にならねばならぬと思います。若ものは日本で

も，次第にそういう傾向に成長しつつあるようで

あります。



しかし，そうかと言って相手の気持ちをあくま

でも大切にしようという東洋的の考え方が，すべ

て間違いであるなどとは毛頭私も考えてはおりま

せん。相手の気持は尊ぶべきはどこまでも尊びな

がら，他方では世の中をよくしようというために

は，時には自らを殺しても，もっと稼極的になる

必要があるでしょう。要するに， 「汝の欲すると

ころほ之を人に施せ」ということと， 「汝の欲せ

ざるところは，之を人に施すな」ということのど

ちらがよいかとか，悪いとかいうことではなく，

この二つの要索を充分考え合わせて，深い思索の

もとで行動してこそ，はじめて真に望ましい調和

のある活動ができるのではないでしょうか。

同じ日本でも，こういう事は都会と田舎とで随

分と違うと思われますが，ただ余り遠慮だけして

いるのでは何も出来ないでしょうし，また忙しい

今日の世界では実際的でもないでしょう。

"Get personally involved in Rotary"-「ロー

クリーの活動に自ら進んで参加すること」――—こ

れはロークリーの奉仕的性格を考えれば，当然の

ことであり，また「ロークリアソとしてのあなた

の資格を効果的に」ということになれば，それ以

外の道はないでしょう。これは「ロークリアンと

してのあなたの資格を効果的に」という大前提に

つづく四カ条の中でもいわば中心ともなるぺきも

ので，ニースの大会でのホッジス R.I．会長の挨拶

の中では， ‘‘Makeyour Rotary membership effec・

tive by becoming personally involved in Rotary" 

とつづけて，一つの文章として表現されておりま

す。これは，クラブ奉仕の諸活動にあてはまるの

みならず，職業奉仕，社会奉仕，国際奉仕などの

活動にも適用されます。“Getpersonally involved" 

という訳はむずかしく，どう訳しても，そのもの

ずばりという日本語にはならないようですが，自

ら進んで身を入れてやるとか，受け身ではなく進

んでそれに没頭するとか，というような気持ちで

しょう。私なども過去を顧みて，まことに恥ずか

しい思いを致しますが，何とかこういう気持ちで

頑ばりたいと思っております。

しかし，ホッジス R.I．会長はたしかに，これを

誇と自信を以て言い得る過去の実績をもっておら

れる方であります。その明る<,しかもたくまし

い自信のある風貌に接すると，ほんとうにそうだ

なあ， と諾かれます。ホッジス会長は，今日まで

まことに多面的な活動をつづけてこられ， しかも

どの方面でもそれぞれ成功をもたらされた方です

が，あくまでもロークリーの心を心とし，堂々と

被極的に奉仕の生活を実行されて，今日に至り，

69オの今日もなお元気一杯に活躍をつづけておら

れる方であります。実に友情にあつく思いやりの

深い方だそうですが，一面信ずるところに向って

はあくまでも稽極的に事を進められる方だそうで

あります。

"Exercise leadership by being successful in 

your own business or profession"-「あなたの

職業に成功を収めることにより，指蕊力を発揮す

ること」一ーこれも，まことに現実的で，ある意

味ではあまりに現実的だとさえ見られるでしょう。

しかし，そこにホッジス R.I．会長の大地に足のつ

いた確実性があるのであります。ホッジス R.I．会

長は， ロークリアンが自らの足でしっかりと大地

に立つ自主性と行動力をもたないようでは， ロー

クリアソとしても強い指苺力や影密力を持てない

と言われるのです。全く同惑です。しかしきびし

い現実の中で，あくまでもロークリーの網領に従

って行動することは決して容易なことではありま

せん。だが，それだけにそういう信念と行動が出

来れば職業における成功はたしかであり，また社

会的な指嘩力も充分発揮し得るでありましょう。

それは高い信念に立って行動することは，決して

ただ心懸けや，善意だけで出来るものではなく，

人に数倍する意志力はもちろん，更らにそれにも

ましてどんな困難にも濁らない知惹がいるからで

す。成功，少くとも長つづきのする成功は，単な

る幸運ではなく，職業に対する高い信念，挫ける

ことのない強い意志，濁流を泳ぎぬく聰明な知惹

と努力から来るものであります。

ホッジスR.I．会長も言われるように，初期のロ

ークリーにおいてほ，会員の事業上の成功を助け

ることも，その目的の一つでありました。ホッジ

ス会長は，定款綱領の第二tこうたっているように，

若しすべてのロークリア｀ノが「職業の高き道徳的

基準，すべての有用な職業の価値あることの認識，

そして社会に奉仕する好機としての各自の業務を，

各ロークリアソにより権威あらしめること」とい

うような確信に立って行動すれば，必ずそこには
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職業における成功があると固く信じ，自らそれを

実行してこられた方であります。財界において，

政界において，その他，諸方面の活動において，

氏はそれを確信を以て実践し，今日の地歩をしめ

られたのであります。だからホッジス R.I．会長の

首葉は何等のよそゆきも，てらいもなく，自らの

経験をそのままに言葉にされたのです。ホッジス

R.I．会長を知って「あなたの職業に成功を収める

ことにより指導力を発揮すること」という会長の

言葉に接すると，一見平凡に見えるこの言葉に一

段と深さが加わるのです。ホッジス会長において

は職業活動とロークリー活動とが，生活の中で全

く一つにとけておるのであり，これこそが最も望

ましいロークリアンの姿なのです。こういうすな

おなロークリア｀ノの心と姿をよく理解し， ローク

リーの初期から今日までの発展の歴史を知る時，

始めてよく， 「奉仕の一つの機会として，知り合

いを拡めて行くこと」とか， 「最もよく奉仕をす

るものが，最も得るところが多い」などという言

葉がすなおに理解ができるように思われます。ロ

ークリーは，そういう会員同志が事業上の成功を

助け合うというような初期の先入観念から次第に

脱皮発展してきて，次第に事業及び職業上の道徳

的水準を高めるような方向に発展し，更に社会奉

仕，国際奉仕などとひたむきな成長を遂げ，現在

では国際奉仕 (InternationalService)から国際社

会奉仕(WorldCommunity Service)なる理想と実

行とにまで進みつつあるのであります。国際奉仕

はまだ国家とか民族とかいうものを認めての上の

事ですが， WorldCommunity Serviceは，もう

そう概念の上ではなく，世界とか，人類とかいう

ものを心の中で一つに考え，世界共同体という考

えの上に立つことでありまして，考え方の上には

明かにInternationalServiceとWorldCommunity 

Serviceとの間には，一つの進歩がありますn 現実

世界の混乱を思うと， WorldCommunityなどと

いう考え方は，あまりに現実離れがしているでは

ないか， というような声も聞かぬでもありません

が， しかし， ロークリーの奉仕の理想が個人への

奉仕から社会的，国家的，国際的奉仕となり，更

に人類共同体への奉仕にまで伸びつつあることを

思うと，世界社会奉仕には一つの必然性があり，

非現実的とも見える夢の中にこそ将来のローク

リーのゴールが示されているように思われます。

とにかく僅か62年前に，ボール・ハリスほか 3

人の会員によって始められたロークリーが，今日

世界的に驚くべき発展をつづけつつあることは，

正に世紀1)奇蹟とも言われましょう。

"Be loyal to your own community and nation 

and serve them wherever possible"-・・-「あな

たの地域社会や国家に対し， 忠誠をささげ， ぁ

らゆる機会に奉仕すること」ー一•—まことに当然

のことですが，実は社会生活において歴史の浅い

日本では， こんなことは分かり切っておるようで，

なかなか，そうではありません.,Community,地

域社会などという考え方は，北米のように近隣者

の相互の結びによって社会をつくりあげて来た社

会では極めて自然でしょうが，日本のような社会

では必ずしもそうではなく，上下のつながりはよ

くとも横とのつながりは決してよくありませんで

した.,

これは地域社会と大学というような問題をとり

あげてもよくわかることで，今後は別として，従

来は大学は国の文化に貨献してもあまり直接地

域社会の文化には賀献しませんでした。とにかく，

まず，自らの地域社会からよくして行くという考

え方ーーしかもそれは命令とか，強制によるもの

ではなく，自発的にこれをよくするということの

望ましいことは，説明を要しません。そういう意

味ではわれわれはもっと深く考えて，地域社会へ

の奉仕に力を致しましょう"

国家につくすということが偏狭な愛国主義など

と違うことは， ロークリーの国際性を考えれば，

説明の必要はありますまい。むしろ広く世界を知

り，人類を知ってこそ，始めて調和と平和の中で

生きる一国のために奉仕ができましょう。

"Keep informed and develop an understanding 

of the problems of peoples of other nations,, - -

「他国の人々の問題によく通じ，これが理解を深

めること」一一ほんとうにそうです。

われわれは幸に今日も慾しいだけ食べています

が，全世界から見ると，その 2/3も何等かの意味

で充分食物をとり得ない状態だといいます＾．単に，

こういう問題だけではなく，世界には数々の問題

があり，人類という立場に立てば，ある意味では

みな共通の問題であり，われわれすべてが努力せ



r•、
μake Y叩 rRotary Mes如 ・shipE ff cct,ve 

‘-／ Cilr10-つ＇）一る 365CZIムロゞ ii令
99 C 1 -68 

ねばならぬことでしょう。

とにかくロークリアソは世界のどこにおり， ど

のクラプに屈していても人種，宗教，政治などを

超越した世界的組殿の会員であり，その意味にお

いてはみな世界人であり，世界人たるぺき使命を

有するものであります。

ホッジス R.I.会長のメッセージの意味すると

ころはまことに広く，且つ探うございます。われ

われはただの言粟としてだけではなく，ホッジス

その人の心を心として， ロークリアソの名に恥じ

ない行動をするよう努力いたしましょう。

ロークリーをからだにつけ， ロークリー的に日

々の生活を生きましょう 。メッセー ジに魂を入れ

るのは，われわれロータリアソの資任であり，楽

しい義務でもあります。

次に均衡のとれたクラプ活動について考えて見

たいと思いますが，その前に一つロ ータリ 一定款

の網領について自他ともに深い注意を喚起したい

と存じます。ここではこの網領には深くふれませ

んが，これこそロークリ ー活動のモーク ーたるペ

きものでありますから，私共は朝に夕にこれを心

にしっかりと刻みつけておきましょう。ご承知の

ようにロ ータリーには，四大部門がありますが，

望ましいロークリ ー活動には，その基礎としてこ

の四大部門の均衡のとれた活動が何よりも大切で

あります。固際ロ ークリー発展の歴史から見れば

既に前にも触れたように，戦業奉仕から始まり，

クラプが大きくなるにつれてクラプそのものの世

話をするクラプ奉仕となり，これを中心と してそ

の活動は社会奉仕，国際奉仕という風にのび，更

に世界共同体への奉仕，WorldCommunity Serv・

iceという風に発展しつつあるのであります。 ロ

ークリーの四大部門は互に密接な関係を持ちなが

ら，それぞれの特殊的な活動を持つものでありま

す。その中でもクラプ奉仕はクラプ活動の根底を

なすもので，さらにその中には出席，職業分類，

クラプ会報，親睦，雑誌，会員選考， プログラム，

広報， ロータリー情報等の小委員会がも うけられ，

S.A.A.もその重要なメソバーであります。クラ

プ奉仕はクラプの基本的なム ードづくりには最も

大切で， どの一つを考えてもいろいろ工夫すべき

問題がありますが，何よりも各小委員会が一つ心

にとけあって，横の連絡をとる事が必婆であり，

特に例会の持ち方などについてマソネリズムに陥

ったり ，独創を欠いたりすることのないように致

したいものです。クラプ奉仕が一つ心にとけるこ

となくしては，楽しい例会も，男］かるいクラプも

出米ません。クラプの中にわだかまりや，派閥的
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のものや，感情のそごなどのないよう，世界的に

広く，深く，明かるいセソスを持つように致しま

しょう。言葉の使い方などにしても，不必要なて

いねいさや形式などはさけて，なるべく素直な言

葉を使うようにいたしましょう。

職業奉仕は各自の職業に対する深い自覚と自負

の上に立つもので，職業奉仕こそは，ー業一人を

モットーとするロークリー活動の根源中の根源を

なすもので，若し世界の人々がすべての自己の職

業についてロークリーの示す如き自覚と自負とを

持つようになれば，それだけでも世の中は， どれ

ほどよくなることでしょう。ロークリアソこそは，

この意味でも世の光であり，ますます職業の権威

を高からしめながら，それを通じて社会に貢献し

ましょう。 「四つのテスト」などについても，も

っと真剣に考え，真剣に話しあって，生活の中へ

具現するよう努めましょう。

社会奉仕は CommunityServiceの訳ですが，

実は原語の気分は，すっきりとは出ておりません。

Communityというのは一般社会というよりはも

っと身近な地域社会とでもいうべきもので，習慣，

感情，利害などを同じくするような社会のことで

す。我々日本人には真の意味での Community意

識は，どうも不充分のようですが，大いに勉強し

て地域社会の実状をよく知り，最も各地域の実状

に即して奉仕をするように勤めましょう。地域社

会には交通安全，身体障害児，インクー・アクト，

青少年の教育問題等，ロークリークラプが貢献し

得る問題はいろいろありますが，よく研究して最

も効果的に活動しましょう。

国際奉仕，さらにそれから成長しつつある国際

社会奉仕， WorldCommunity Serviceなどが国

際理解の増進や世界の平和に望ましいことは，ぃ

まさら説明するまでもありませんが，特にこの方

面には，他国の組み合わせ地区との共同作業，世

界社会奉仕，国際青少年交換計画，ロークリー財

団の活躍（ロークリー財団奨学生，財団追加奨学

生，大学在学中の学生に対する財団奨学生，専門

的訓練のための補助，研究グループ交換等）等の

種々の問題があります。地方のクラブでは国際奉

仕や世界社会奉仕の仕事などには余り関心はない

かも知れませんが，優秀である限りもとより地方

出身者もこういう国際的計画に参加できるのであ

り，またホッジス R.I.会長が言われるように「他

国の人々の問題によく通じ，これが理解を深める

こと」のためには，直接関係の有無などにかかわ

らず， ロークリアソたる以上こういう国際奉仕に

も充分関心を持つことが望ましいのであります。

パリーの大通りシャンゼリゼーに松下や，ソニー，

東芝などの製品を見るにつけても，われわれ日本

人はもっと眼を開き，広い心を持った日本人にな

らねばなりません。いろいろの意味で国際理解は

日本の将来にとっても，ますます必要になりまし

ょう。

私は最近，本年度アメリカの第522区との提携

で2カ月アメリカでの「研究グルーブ交換」に参

加して帰った 6人の若い青年にあって，全くその

すばらしい成長振りに感心いたしました。若もの

の眼はたしかで，僅か2カ月の研修としては驚く

ばかり多くを見，多くを学び，多くの問題を持っ

て帰りました。特にこのグループ研究の人々で感

じたのは，親しく肌でアメリカの人と土地とに接

し，からだで感じて来たことで，研究室などにお

ける部分的把握ではなく，全人的な把握と成長を

して来たことであります。私はこの際，研究グル

ープ交換委員会（委員長 絹川清氏一京都 R.C.)

と，若人のよきリーダーたりし奥村龍三氏（大阪

北R.C.）に対し，さらにまたすばらしい参加の青

年諸君に対して，心からの敬意と感甜とを捧げた

いと存じます。来年度はアメリカからの青年実業

家を迎えることになっておりますが，どうぞ各地

のロークリークラプでも格別のご協力をお願い申

上げます。

さて，健全な会員育成の問題ですが，何がロー

クリーにとって大切と言っても，これほど大切な

問題はないでしょう。クラブのよしあしも，その

活動の内容も最後的には，この問題にかかって来

ます。これには先ず入会前の慎重公正な会員選考

が最も大切ですが， しかし，ロークリーはそれ自

体がたえず前向きに伸びつつある組織ですから，

国際ロークリーの進歩におくれないためには，ぃ

な，願わくばその成長に被極的に貢献するために

は，どうしても入会後もたえず自らの努力によっ

てロークリアソとしての成長に努めねばなりませ

ん。

同時に大切なことは，クラプ全体としての空気



だと思います。クラプ自身に明かる＜して，たえ

ずそこに進歩のあるような楽しい空気があれば，

自ら会員も成長いたしますが，そうでないと，な

かなか会員の成長はむずかしいでしょう 。た しか

に会員の成長には各個人の努力のみならず，更に

クラプ全体にもそういう空気と友惰とがあること

が望ましいのです。十分の審査をした会員ですか

ら，困る会員などという不幸は起らぬはずですが，

しかし，現実には必ずしもそうとばかりは言われ

ません。そういう時クラプとして取るぺき道は，

私はあくまでもあたたかい友情と忍耐とであり，

そういうものをも，よきロークリアソとして伸ば

す努力だと思います。知る者は知らざるものを，

強きものは弱きものに手をのばし，力をかしてや

るべきでしょう 。

なおここで一言したいことは， ロークリーの規

則にはこまかくは杏いてないが，よきロータリア

ソたるためには，それ以前によき人間であるとい

うことであります。よき人間たることは，

リアソに先行する問題であり，これは実はロ ーク

リアソとしての選考の際に自から問題となること

であり，各会員はよき個人，よき家庭人，よき腺

業人，よき社会人であるとの認定のもとで，ロー

クリークラプヘの入会が認められたのであります。

もとより入会後ロークリアソとして更に広い視野

に立ち，よき友人を得て，ますます人問的成長を

とげるようになりましょうが， ロークリアソとし

9ー••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一·•一••一••一••一••一••一••一••一..―••一
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ロータ

ては個々のロークリーの規則などに通ずるなどと

いう前に，先ず以て人間として立派であることが

絶対の前提であり，ロークリアソこそは社会的に

模範となるべきものだと思います。

よき ロークリアソたるためには，たえざる反省

と努力とが必要であります。クラプとしてはたえ

ず会員に必要な情報を提供し，前向きの活動に努

力せねばなりません。ロークリアソほ，その特典

と義務をたえず反省し，ー業一人として推瓶され

たことや，家庭から地域社会，さらには国家，世

界などへの奉仕を理想とする組織の一員たること

などを深く自覚し，あく までも釈極的にロ ーク リ

ーの世界的発展に寄与したいものであります。ロ

ーク リアソは，どこにおっても心の中では世界の

人々とともにいき，一つの世界共同体たるローク

リーに生きているのであります。

諸君， 1967~68年度のロークリー活動はもう目

の前に迫って来ました。ロータリ ー第 365区の次

年度の活動がいかなるものになるかは先ず以て会

長，幹事たる諸君とガバナーたる私の肩にかかっ

ているのであります。互に手を握りあってすべて

の会貝諸君の友拷と熱意とを信じ，全会員と共に

堂々と前進いたしましょう。情熱の燃えるところ，

必ず道は開けます。諸君，今はただ前進あるのみ

です。

ー 1967.6. 24 国立京都国際会館における国際ロータ

リー第365区1967~68地区協議会より―

右
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写
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は
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の
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国際ロータリー第365区ガバナー

平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

ホッジス R.I.会長

ロータリーにもっと童心と自然を

今年は随分吾さが厳しうございますが，皆様にはお元気でご活躍のことと存じますc 私も去る 7月10

日から大津クラプを振り出しにガバナー公式訪問を始め，京都，京都南，京都北，大阪北，大阪東，大

阪，京都西，宇治，高槻，大阪淀川の11ロークリー・クラプの訪問をすませ，親しくその活動振りを拝

見いたしました。私が公式訪問を終えたのは，この地区の全クラブのまだ％に過ぎませんが， しかし，

これらのクラプを廻ってしみじみ感じたことは，さすがにロークリアソは皆立派で，まじめだというこ

とであります。少くとも今まで訪問した限りでは，どのクラブでも，ずぼらというような印象を受けた

ところは一つもなく，皆それぞれにその発展に苦心をしておられます。既にまわったクラプでも， クラ

ブの大小とか，地域社会の状態は決して一様ではなく，従って活動上の苦心もそれぞれ違いますが，ど

のクラプにしても，ロークリーの理想が高く， しかもたえず前向きに向上しているだけに，これを達成

することは容易ではなく，各位のご努力｝こ対しては心からあつく感謝しておりますc たしかにロークリ

ーの道iま奉仕の道ひとすじであります。しかし，職業を通じて社会， Communityに対する奉仕には限

りがありません。今やロークリーでは，この Communityなる理念は地域社会から国家を越えて世界社

会にまで伸びつつありますが，われわれは，どこのロークリー・クラプに属するにしても，同時にロー

クリーのいわゆる世界共同社会の一員であり，この共同社会において，出来る限りの奉仕をせねばなり

ません。人類のすべてが，こういう社会奉仕の念｝こ燃える時，この雑音の多い社会もそのまま神の国と

なり，雑音はそのまま，もはや単なる雑音ではなく，単調を破るバライティにもなり得るのではないで
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しょうかC 一筋の奉仕の理想に然えて限りなき理想の実現を夢みている私は，この頃しみじみと生きる

喜ぴを惑じています。

しかし， ロークリーはあまりにも巨大であります。ー通りその規則を理解することはそれほどの難事

ではないでしょうが，その全貌をからtこで感じ取ることは決して容易ではありません，もとより現在の

私にもそれは出来ませんc しかし，私はロークリ一体得の夢は決して捨てていません。

ローク リーで妓も重要なことの一つは，その創始者ポール・ハリスの素朴な心にかえることでしょう 。

いろいろの職業人が集まり，自らの天職の尊さに目醒めながら，世の中を明る＜，正しくしょう， とい

うボール・ハリスの素朴な心―そういう自然の心を何よりも先ずしっかりと身につけたいものです。

去るニースの国際大会委員会の委員長であった GianP. Lang氏は，かつて R.I．会長7)時のクーゲット

の第一に ‘KeepRotary Simple'「ロークリ ーを簡潔に」と叫んでおりますが，本年度の HodgesR. I. 

会長もこのことに言及しておられました。生物などを見ても， とかく進化ii多くは分化であり，分化は

多くは複雑化なので， ロークリ ーが進展につれて複雑になるのは，むしろある意味では自然のなり行き

かと存じますが， しかし，そうであればあるほど，複雑な枝葉に心を奪れて，その中心となるべき最も

大切な心棒を忘れてはなりますまい。素朴な心，あるがままの自然7)心，なまの心—--R.I. Hodges会

長はそういうもののジソボルのような人です。 69年の激しい人生の波焉をのりこえながら，その心底を

つくっているものは，濁りない童心の素朴さです。その明るさも，積極I生さも，ある意味では，この素

朴さの現れと見ることが出来ましょう。私はここで，先年 N.H.K.に招かれて来日した小児麻痺生ワク

チンの発明者， Sabin博士のレセブッョ ンの席上のことを想い出さずにはおられませんc 私はこの席上

で “Youare simple, you are very simple-but in the best sense of the word.''「あなたはシンプルで

す2 あなたは大変ヽンソブルですこしかしその言葉の般もよき意味において。」と言って歓迎の言葉を始め

ました。ところが，まだ酒の一滴もはいらぬ博士は惑激されて，初対面の私を抱擁されたのです。濁ら

ない純情，聖なる目標への熱情こそは，力の泉であり，明るさの源のようです。

ポール・ハリスの心，あたたかい心， しかし思い立っては挫けることのない稜極的な心，そういうも

のをロークリーに取り戻したいと思います。ボール・ハリスの純なる心， R.I.会長 Hodgesのなまの心

を，ぜひロ ークリーにとりもどしましょう。このなまの心は，我々が理解しているロ ークリ ーの心より

も，も っと もっと自然で，それだけに強く，思うがままに笑え，思うがままに語り，思うがままに振舞

う心です。明るいがそれは弱さではなく，むしろ挫けることを知らぬ強さです。

私もこの頃，毎日何かしら，少しづつロ ークリーを学ぴつつあります。どうぞ各位も日ごとに何かを

学び取って下さい。

今日も太陽があがりましたc それは限りないロークリ ーの今日の一日です，切に各位のご健闘を祈り

ます。
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ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

ホッジス R.I.会長

ロータリーにおける理想と現実

相変らず日中はなかなか厳しい暑さですが，さすがに朝夕は凌ぎ易くなり，いわゆる夜の秋ともいう

べき季節になりました。私は熱心に公式訪問をつづけておりますが， 9月2日現在でやっと20クラプを

終ったばかりです。今までのところでは，どのクラプもまじめによく準備されておりますが，クラプの

経験や，地域や或いは工夫などの差異により，その活動にはやはりいろいろの相違があります。

最も恐ろしいことは，クラプ活動の本質を充分極めずに，右へならえ式に事を運ぶことで，それはとり

も直さず，熱意と工夫の欠乏を意味します。ロークリーは，その創立以来たえず前進を目ざし，事実また

前進をつづけて参りました。ロークリーを知れば知るほど，感心するのほ，その活動の中に理想主義と現

実主義とが渾然として一つに溶けていることであります。たとえば，職業奉仕一つを例にとって見ても，

職業は直接各自の生活の基盤そのものですが， ロークリアンの活動は，先ずこの自己の職業を立派に道

徳的に遂行し，各自の職業を社会的尊敬と権威とを得るまでに向上せしめ，こういう立湯で有用な他の

職業の価値をも心から認識し，尊敬して，ややもすれば，ただ生活の手段のみの如く考えられる自らの職

業そのものに，創意工夫と感謝とをこめて，世の中のためになるように奉仕をしようということであり

ます。そして経験の示すところでは，この奉仕そのものが，ほんものであればあるほど，意識的に別に結

果を求めなくとも最大の結果をもたらすことになるのであります。 ‘‘Heprofits most who serves best" 

はボール・ハリスが ChesleyR. Perryと共にロークリー中興の最大の人としてあげている ArthurF. 

Sheldonの提唱にかかるもので， ミネアポリス・ロークリアンの貢献に成る “Serviceabove self’'なる
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標語とともに， 1911年ポートラソドにおける第2回全国大会， NationalAssociation of Rotary Clubs tこ

おいて，はじめてロークリーの標語として採用されたものであります。ボール・ハリスの報ずる如く，

ッェルドソはミシカツ大学卒業後，シカゴに出て，ある商社の予約図揖販売係に就職しましたが，その

当時は，ッカゴの最悪時代で，その混沌たる実業界の状熊は，若いシニルドンの心に深刻な感銘を与え

ずにはおきませんでした。美徳には何の報酬もなきが如き暗い時代でありましたが， しかし物質的利益

よりも名営を重んずるツニルドソは，店主の期待する販売係の態度にはあくまで反対せざるを得ず，奮

然として仕事着を手近かの小溝に投げ捨てて，辞職したのであります。シェルドソの標語には激しい生

活の実践がかかっております。ツェルドンの「最もよく奉仕するものが，最も多く利益を受ける」と言

う標語の内容も，シェルドソ自身も説く如く，二つの意味があります。そのーは，その文字そのものの

意味で，よく尽すほど儲けも大きい，という物質的の意味であり，その二は，単に商売上の損得のみで

はなく， 「蔭徳あれば陽報あり」というような精神的な意味であります。儲けようという目的のために

は手段を選ばぬという当時においては，シニルドソはむしろ，一般に向っては索朴な第一の意味で，ぃ

わば腐った商業道徳に反旗をひるがえしたのでありますが，同時により深く事を考え得る人々に向って

は，この標語を第二の精神的意味に使ったのであります。たしかに，この標語は物質的にも精神的にも

あてはまるもので，ここら当りにも，如何にもロークリーの現実面と理想面の二つが現れております。

あまり事物をはじめから精神化するよりも，むしろはじめは現実的に見る方がわかり易く，また本当の

意味ではむしろ理解もし易いのであります。殊にロークリーにはそういう面が少からずありますが，日

本のロークリーでは，どうも精神的，抽象的な理解が多く，そのためかえってロークリーのなまのよさ

が分らぬような気が致します。こういうことは，ロークリーが今日まで歩いた跡を見ると，いろいろ教

えられるところが多々ございます。たとえば， 1906年1月，ッカゴ・ロークリークラブの会則の中に初

めてその姿を現わした二つの目標が，その第一は「会員の事業上の利益を促進すること」と書かれてい

るそうであります。 「奉仕こそ我がつとめ」によりますと元国際ロークリーの或る会長はこれについて

「職業奉仕は創立当初のクラプが，毎週，会員が発注又は受注したものを全部蒐集編纂する役目をもつ

所謂，統計家と称するクラブ役員をおいたときに，実際に初まったのである。尤も斯様な職業奉仕は，

うまく行かないことを発見した。さりながら，その頃でさえ，会員は既に相互扶助に努めていたのであ

るから， 私は別にこれを恥とは思わない。」と。 因みにロークリー網領が今日の如く最終的に四項目に

書き改められたのは， 1935年であります。誠に深くわれわれが教えられるところは，国際ロークリーが

高い理想を持ちながらたえずその不足や過ちを改めながら，柔軟な態度で前進しつづけて来たことであ

ります。

ロークリー網領の第二にある「総ての有用な職業の価値あることの認識」などという言葉の意味する

ところも，一見極めて簡単でありますが，どうもまだ日本のロークリーでは充分には認識されてはおら

ぬようであります。職業分類に一時期を画するような現時点では，改めて，もっと素直にこれらの表現

の意味するものを真に理解するように努めなければなりません。

とかく，理想と現実などというと，相反するもののように思われますが，真の理想主義はしっかりと

現実に立脚し， しっかりと足を大地に踏みしめてこそ始めて可能だと存じます。理想家にとっては，決

して失敗も無意味のものではなく，成功と同様に，否むしろ，それ以上に前進の大きな力となるものだ

と思います。どうぞロークリーの活動においてもあまり失敗を恐れず，創意工夫を以て退しく前進して

下さい。 (9月3日稿）
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第 365区ロータリークラプ

会 長 並びに幹事殿
国際ロータリー饒365区ガパナー

平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership e.がective

ホッジス R.I.会長

白浜における

国際ロータリー第 365区年次大会

恐ろしい台風の季節も漸く過ぎて， 日毎に秋は

深まりますが，いよいよ御隆勝のことと存じます。

さて， この月の月信の最大のニュースと言えば，

いわずもがな， 10月2~3日の両日，田辺クラプ

をホストとし，白浜クラプをコ・ホストとして南

紀・白浜町で開催された本年度の第 365区地区大

会であります。

さて，本年度のこの地区大会には従来と異った

点が二つあったことが先づ指摘されます。その一

は，前年まで殆んど大都市で行なわれ，地方都市

と言っても福井市，大津市のような県庁所在地で

開催されていましたが，今回は日本の三大泉都と

は申しながらも，田辺市，白浜町を合せて人口僅

か10万余の地方，白浜で行なわれましたこと。そ
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の二は，従来，前夜懇談会と称して大会の前夜に

会長・幹事の懇談会が催され，大会の提出議案の

説明，開催地に対しての諸案件，次年度大会の等

々について協議と懇談が持たれましたが，その日

程の 3日間を，今回は 2日間に短縮して，初日の

会長・幹事部会に引きつづいて従前の懇談会が行

なわれたことであります。ここに先づ登録委員会

より発表された参加人員を記しましょう。

来賓20名その家族11名

地区内 71R.C. 会員1309名その家族 426名

地区外 31R.C. 会員 45名 その家族 28名

総計 102 R.C. 1839名という盛会でありました。

なお来賓としてお迎えしましたロークリアンは，

ミラー R.I．会長代理，松本 R.I．理事をはじめと

し，服部第369区ガバナー，難波第368区直前ガバ

ナー，北村直前ガバナー，鳥養，柏原，山岸，秦，

空地，森，村上，堀内，神野の各パスト・ガバナ

ー並びに原田次期ガバナー・ノミニーの諸氏であ

りました．

以下に大会ブログラムを中心に筆を進めましょ

う。

■大会第1日 10月2日（土） 白浜会館

定刻 14:00会場に唇き渡るファンファーレと

ともに，大会は開幕されましたが，本大会におけ

るロークリー的な最大の感銘は，何と言ってもホ

ッジスR.I．会長の代理として遥々米国から本大会

にご出席されましたチャールズ H.ミラー氏のメ

ッセージでありました。これは，その深い内容と

ともに，直接本年度の第365区の活動指針ともな

るべきものであり，またそれ自体がすばらしいも

のであるため，欠席を余儀なくされた会員のため

にもと，その全文を印刷しこの月信に添えること

に致しました。

15: 30 部門別協議会はそれぞれ会場を異にし

て開かれ，各部会とも真摯な討議の裡に時閻切れ

を惜みました。

•クラプ奉仕仏）部会

（ロークリー情報，広報，雑誌，職業分類，会員選考）

リーダー（福井北） 坪川 健一氏

•クラプ奉仕(B)部会

（ブログラム，出席，親睦， S.A.A.，会報）

リーダー（長浜） 岡田孝夫氏

•職業奉仕部会

リーダー（京都南） 北川貞次郎氏

•社会奉仕部会

リーダー（奈良） 今西清兵衛氏

•国際奉仕部会

リーダー（和歌山東）吉田 豊氏

•会長幹事部会

リーダー（大阪） 塚本義陸氏

（各部会のカウンセラーその他，記載省略）

この会長幹事部会において特に重要事項の説明が

あり，ただに会長幹事のみならず，クラブ例会等

に於ても充分研究，協力するよう要望されました

ので，それらの要点を摘記いたします。なお，こ

れらのR.I．からの公式パンフレットは10月末頃ま

でに届けられる由でありますが。

さて，毎偶数年に国際大会の一部として規定審

議会が開かれますことは既に各位もご承知のこと

と存じます。明年のメキシコ市での国際大会はこ

の年にあたります。その際， R.I．理事会から提出

の規定改正案の中でも最も重視されている二つの

案は，

(1) ロークリー・クラブ会員規定改正案(68-42)

会員規定を大巾に一本化し，会員の“種類＂と

言う名称の廃棄も実行しようという理事会の考え

方。その理由として，長年に亘って，複雑化して

行く会員資格規定，現在の姿は余りにも複雑すぎ

ると指摘しています。また会員は，その職業の本

拠地か，その居住地の何れかに基づいて入会出来

るという新制度。一つの職業分類に3人まで会員

を入会させることが出来るなど。以上のような実

に画期的なものであります。

(2) R.I．年会費の増額案 (68-24)

現行額，半年3弗を，半年4弗に増額する案。

その理由として，現行年会畏は過去1辟こ間そのま

ま据え置かれているということ，世界的傾向の物

価上昇， ロークリー企画の活澄化等々の事実を述

べられ，この懇請には言わずもがなと賛意の拍手

が力強く巻きおこりました。

その他， クラブの拡大と会員の増強問題，次年

度会長の選任時期を早める勧告，地区年次大会の

今後のあり方，日本万国博内ロークリ一例会計画

の進行状況などにつき説明と質問が熱心に交され

ました。

35 



36 

小憩後，会長幹事懇談会が引き続きその場所で

行なわれ， R.I．会長代理ミラー氏，ガバナー，全

，，もスト・ガバナーも同席，北村直前ガバナーがリ

ーダーをつとめられ，大会第2日決議委員会（委

員長京都R.C．森下弘氏）より提出される 6つの決

議案の審議を行ない，全部異議なく可決された次

第でした。

それ以前，部会に参加されない会員並びに家族

は日本三大泉都と呼ばれる白浜観光をバスを連ね

て回遊され， 19:00本会場，白浜会館に再び全出

席者参集，ホスト，コ・ホスト，両R.C．の会員家

族の心あたたまる歓待をうけつつ大晩餐会がロー

クリーの友情と感激のうちにはじめられ，郷土の

余興，倍賞千恵子さんの歌謡曲も楽しく，最後に

「手に手つないで」を歌い喜ぴ，初日のとばりは

静かにおろされて行きました。

■大会第2日 10月3日（土） 白浜会館

定刻 9:30再開，「限りなき道ロークリー」が

酒井美智男名ソングリーダー（京都R.C.）によって

あざやかな初登場？ 次に予定に従って部門別協

議会報告が前日のリーダーによってそれぞれ要領

よく然かも適確に告げられたあと，決瞬委員会報

告，大拍手のうちに何れも採決されましたが次の

ような 6つの内容でありました。

第1号 R.I．会長代理派遣に対する感謝の件。

第2号 ホッジス会長の1967-68年度計画に協

カの件。

第3号第365区直前力◆バナー北村孝治郎氏に

対する惑謝の件。

第4号 1968-69年度国際ロークリー会長とし

て選挙された東ケ崎潔氏に対し祝意を

表する件。

第5号 ホスト・クラブ及び協力団体に対する

感謝の件。

第6号 Guide to Classificationに関する件。

続いて資格審査委員会報告（和歌山R.C．藤沢元雄

委員長）登録委員会報告（田辺R.C．長井利一良委

員長）一前記ー一をうけた後，特別購演として

京大名昔教授，宮地伝三郎理博の「本能と文化」

のお話は動物生態学の研究に生涯を捧げられた碩

学のご講演だけあって，平明なお話の中にも人間

社会の基本的理解に資するところ極めて多く多大

の興味と感銘を与えられました。

午後，選挙委員会報告が山口善造委員長（大津

R.C.）よりなされ＿ー別掲記事参照一ー1968~69

年度の第365区ガバナー・ノミニーにご就任され

た原田秀雄氏の腺虚なお態度のうちにも眉宇に決

意のほどを深く示されたご挨拶は万雷の拍子を呼

ぴ，その感激は堵塙にたぎるひと時でありました。

暫くして，会湯がもとの静けさをとり戻した時，

今は亡き今村，岡島パスト・ガバナーの外32名の

物故会員に対し静かに敬虔な黙祷を捧げ心からご

冥福をお祈り申したのでありました。

次にロークリー財団奨学生の挨拶に移り，

アソドリューB・デソブスクー君

（英国一大阪R.C.)

滝本正彦君（京都東R.C.—英国）

の両君が，また交換グループ研究生の挨拶を

佐山和夫君（田辺R.C.—米国）が，

またイソクーアクト・クラブの挨拶は当地区とし

て第3番目に生れた橿原学院高等学校の I.A.C．会

長の速見博君が若者らしい力強い決意と今後の抱

負と希望を述べ出席者全員から拍手の嵐の激励を

うけて降壇，恒例の出席優秀クラブの表彰がこれ

につづき，第一位和泉R.C. 100劣第二位

舞鶴R.C. 100劣第三位鯖江R.C. 100彦

第四位大和高田R.C. 第五位近江八幡R.C.

第六位和歌山東R.C. 第七位橋本R.C. 第八

位五条R.C. 第九位枚方R.C. 第十位茨木

R.C.。同率の場合，会員数の多いクラブを優先と

の掟が適用されたのも嬉しい話題。

ブログラムはパソクチャルに進んだ 14: 00, 

R.I．会長代理へは超小型トランジスクー・テレビ，

同夫人へはこの地産の美しい真珠の首飾が記念品

として贈呈され，北村直前ガバナーヘは目録を贈

り，深く感紺の意を表するとともにその労に微意

を捧げた次第でした。

ボビュラーソソグ「我は海の子」の合唱に一息

を入れたあと，待望のパネル討議は，奥村竜三氏

（大阪北）がそのリーダーにつき，パネラーは奈良

常五郎氏（大阪），オーチス・ケリー氏（京都），田

口敏三氏（近江八幡），テーマはく国際親善とロー

クリーの役割〉， それぞれ経験深いリーダー，パ

ネラーによっての活澄な展開は実に内容豊富で，

示唆されるところが非常に多く，時に燥笑もおこ



り，興味と惑銘を与えた時宜をえた企画と宜讃し

きり。

いよいよ終祁も近 く惑ぜられる 15: 15 

ミラ ー会長代理は演坦にその巨饂を進めてご登

壇，感想を実に堂々と，主として明年メキッコ大

会に提出される隊案を中心にR.I．会長と理事会の

決意のほどを披壺され，諸君の全面的な理解ある

支持を与えられんことを祈ると。なおロ ークリー

の前進途上においてこれらは非常に重要な一段階

を画するものであると言っても敢て過言ではない

と力説されたあと，この第365区の地区大会に惜

みなき證辞を贈る と結ばれました。

次に参加クラプ代表として最遠隔地の勝山クラ

プが選ばれ，ホス ト・ クラプ， コ・ホス ト・ クラ

プ並ぴに開催地への感謝の挨拶，また記念寄附の

動誤もあり異眼なく可決。次期大会開催地の大阪

南クラプ代表がホス ト・クラプとしての抱負と決

意を述ぺられ，来年の開催期日は10月19~20日，

会場は大阪フニスティバル ・ホールとの予定の旨

の報告と挨拶をされ万雷の拍手のうちに降堕され

ました。

以上， 不備ながらも搭き連ねましたが紙面に余

裕も最早ありません。あの純粋な童心と美しいハ

ーモニーの三校のコーラス，あの小旗を打ち振り

心から歓送して下さった幼い元気な若者たちのあ

のフィナーレの閉幕はいまだに脳哀を去来，絶讃

激励の言葉を述べたい私の胸中ですが……

最後に，例年のこととはもうせ，今回の地区大

会でもホストたる田辺クラプ，コ・ホストたる白

浜クラプの御尽力は筆舌につくし難いものであり

ましたが，ここに謹んで第365区の会員一同とと

もに心から厚く御礼を申し上げます。真にありが

とうございました。

地区大会における

ガパナー・アドレス

本日こ こに国際ローク リー会長代理 CharlesH. 

Miller御夫要をはじめ，各位のご参列を得て，国

際ロークリー第365区の年次大会を開催すること

は，まことに御同慶の至りに存じます。

今日ほど私はロークリアンの喜びと誇りとを感

ずることはありません。我々はみな奉仕の理想に

生きるロ ークリアソであります。 ローク リー創立

以来正に62年，今やロークリーは世界の 137カ国

622,000余人に及び， 人種，宗教，国境などを越

えて，世界の隅々にまで拡がりつつあります。本

日こ こにお集りのロータ リアソは凡そ1360人，そ

の御家族を合すれば凡そ1850人であります。30数

億という世界人口， 1億という日本人口から考え

れば，まだロークリアソの数は決して多いとは言

われませんが，しかし，ロークリーが歩いた僅か

62年の歴史から考えれば，確かに梵歎すべき数で

あり，我々ロークリア｀ノはこの素哨しい歴史の足

跡に鑑みて，更にロークリーの増強に努めねばな

りません。

諸君，私は諸君と共に，天を仰いで今日のこの

幸福に心から惑謝いたしたいと存じます。考えれ

ば考えるほど，惑謝すぺきことは余りにも多いの

でありますが，今日は五つの幸福を指摘するに止

めましょう。五つの幸福とは，第一に人間たるの

幸福，第二に健康たる幸福，第三に戦業に成果を

持つ幸福，第四に家庭の理解を持つ幸福，第五に

ローク リアソたるの幸福であります。

第一の人間たる幸福などは一見余りにも平凡に

思えるかも知れません。 しかし，十数億年の生命

の流れの中で，その頂点たる人間に生れて来たと

いうことほど，偉大な奇踪がどこにありましょう

か。我々はこの偉大な奇柴に慣れ過ぎているので

ありますが，この奇策は今日の最高最新の科学を

以てしても，とてもまだ解きあかすなどというこ

との出来ない奇蹟であります。人間は他の動物の

如く ，ただ現境に動かされて生きるだけではなく ，

現境に順応しながらも，次元の高い思索と精神生

活とによって，たえずよりよき現境， よりよき社

会をつくり出そうと努力しているのであり，ロー

クリー活動も正に素睛しいそういう努力の一つで
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あります。十数億年の生命の歴史の中で，直立猿

人の出現からは約50万年， 現代の人間， Homo 

sapiensが出現してからは約5万年，人間がやや

正確な記録的歴史を持つようになってからは，約

5千年，文芸復興期からは約5百年前後に過ぎな

いのでありまして，人類の将来にはなお洋々たる

前途があると言われましょう。

第二に健康たるの幸福でありますが，元気であ

ればこそ，今日のこの地区大会にも出席ができた

のであります。これも一見平凡のようですが，決

して平凡どころではなく，考えれば考える程，不

思議なことであります。肺も心臓も，我々の知ら

ぬ間に，働いているのであり，胃腸も肝臓もそう

であります。いわば我々は，こうした内臓の奉仕

によって生きておるのであります。一見自分のエ

夫で生きているようでありますが，こうした内臓

の働きは生れた時，そのまま大自然から我々人間

に与えられているのでありまして，決して自分で

特に工夫をして心臓を動かしたり，肺を動かした

りしているのではありません。知らぬ間に働く内

臓の奉仕のおかげで生きているのでありまして，

そういう意味では生きるということは実は，生か

されて生きるとでも言わねばならぬかと存じます。

奉仕の理想に生きる我々ロークリアソが，実は

内臓の奉仕によって生かされて生きているという

ことは，まことに面白いことであります。しかし

人間としてはこの肉体的な生命だけでは駄目なの

でありまして，この第一生命の上に，特に人間に

与えられた第二の生命たる高い精神的生命を充実

してこそ，始めて人間としてのつとめを果したと

も言われるのであります。考えて見ると，奉仕の

理想に生きるロークリアンの生活は，それ自体人

間に与えられた最も聰い仕事の一つのように思わ

れます。

第三の幸福は，諸君が，それぞれの職業に成功

され，繁昌されている幸福であります。もとより

諸君のお仕事はいろいろで，必ずしも充分に満足

したり，安心したり出来ない方もあるかも知れま

せんが，それにしても，この大会に出席できる余

裕をお持ちになるということは，そのこと自体大

いに謝すべきことでございましょう。二本の脚が

あっても不平をいう人もあり，片脚でも，いや脚

がなくても感謝をしている人もあります。目が見

えても不平をいう人があり，目が見えなくとも感

謝している人もあります。それは心の深さの問題

ではないでしょうか。

第四の幸福は，よきロークリアンたるには，ど

うしても家庭の理解と協力が必要かと存じますが，

うっかりすると忘れ易いこういう幸福にも深く感

謝したいものであります。わけても今日お元気な

ご夫人やお子さんたちとご一緒に出席のロークリ

アン諸君には，私は心からの祝福と御礼とを申し

あげたいと存じます。言うまでもなく共同社会は，

先ず家庭生活がその出発点であり，奉仕の理想に

生きる我々ロークリアンは，よき社会人たる前に

先ずよき家庭人となりたいものであり，よき家庭

人たらずしては，とてもよき社会人にはなれまい

と存じます。しかし，同時によき社会人たるため

には家庭の理解も是非望ましいものであり，社会

につながる家庭が，ロークリアンその人のみなら

ず，家庭ぐるみでロークリーの奉仕の理想を理解

し，協力して戴くことになれば，その家庭そのも

のの生活が奉仕と感謝の生活となり，家庭の幸福

には期して侯つべきものがあると存じます。ロー

クリーは先ず家庭から，そして家族の一人一人か

らということになるのではないでしょうか。

ロークリアン諸君，我々はむずかしいロークリ

ーの規則を説く前に，先ずよき家庭人となるよう

に努めましょう。よき夫，よき父，家庭のすべて

の人々から愛され，尊敬されるような人間になる

ように努めましょう。これは決してなまやさしい

ことではありませんが，祈りのあるところには道

があります。御家庭でも我々の気持ちを察して，

今後ともますますご協力下さい。

第五の幸福は，現在ロークリアンとして，栄光

に輝くロークリーの会員たることであります。ロ

ークリーは御承知の如く，地域における各職業の

代表たるぺき人を厳重な資格審査を経て，こちら

から入会をお願いするのでありまして，普通の会

の如く，会費さえ出せば入会出来るものではあり

ません。こうして厳重に選ばれた地域の人々を会

員として，各職業を通じて，先ず地域社会に，こ

の地域社会から国家，更には国家を超えて世界社

会に，人類全体に奉仕しようというのが，我々ロ

ークリアソの理想であり，生活であります。今こ

そ，我々は超我の理想を心深く噛みしめ，その実



行に全力を傾側いたしましょう。

諸君，我々は何たる幸福ものでありましょう。

以上あげた五つの幸福は，今ここにいる我々のす

べてが持っているのであります。とかく人間はこ

うした身についた現在の幸福は忘れがちで，充分

その幸福を味あおうとしませんが，せめてローク

リアソはそういう表面的な生活ではなく，もっと

静かに，そして深く我々自身を内面から眺めたい

と存じます。

ロークリー6~の歴史を通じて，しみじみ感じ

ることの一つは，理想と現実との調和であります。

ロークリーは常に前向きの大きな理想を持ちなが

ら，しっかりと大地に足をつけて前進しつづけて

来ましたが，これはロークリーの創設者ボール・

，，，ヽリスを始めとして，それにつづく偉大な先輩た

ちのおかげであります。我々は頭を垂れて，こう

した偉大な先輩たちの組織力と生命力とに心から

敬意と感謝とを捧げましょう。

諸君，しかし，ただ感謝をしたり，よろこんだ

りするだけではまだ不充分であります。我々はこ

の感謝と幸福とを実行の裏づけによって，更にロ

ークリーの成長と前進のために捧げねばなりませ

ん。ご承知の如く現在R.I．第365区はクラブ数71,

会員数約4150人であります。我々はここに至った

今日までの成長を喜ぶとともに，更に一段と退し

い努力によって，質呈両面に亘って， わが第365

区のロークリー拡大と成長とに邁進せねばなりま

せん。よき人を選ぴ，ょき地域を選んでロークリ

ーの増強をはかるということは，ロークリアソが

更にロークリー入会によって人間的に成長を遂げ，

その地域社会の前進に一段と貢献するという意味

において，それはそのまま地域社会の向上と幸福

につながることになります。

諸君，我々は何とかして，少しづつでもよいか

ら日々成長するように努力いたしましょう。個人

として，家庭人として，職業人として，国際人と

して，世界人として成長したいものであります。

しかし，こうした理想は突然達せられるものでは

なく，着実な今日の生活から始まるのであります。

しっかりと足もとの現実を擬視し，大地に足を踏

みしめて，今日の生活を生かしましょう。機会が

あるごとに私が諸君に対し，また私自身に対して

叫んで来ましたように，我々しまただ口先きだけの

ロークリアンではなく，ロークリーをからだにつ

けてこれを日々の生活の中に実現いたしましょう。

最も危険なのは，かる＜文字だけを読んで分か

ったつもりになることであります。真に分かると

いうことは，実になかなかむずかしいことであり

まして，分かるという言葉の中には，（1）分かった

つもり，（2）真に分かる，（8）その実行などいろいろ

の段階がありますが，陽明学などでは，知識が実

行によって裏づけされて始めて分かったと言える

のだと説くのであります。なるほど知行合ーのこ

の考え方は誠に深く，ロークリーにおいてもその

通りだと思うのでありますが，我々iまただローク

リーを日々の生活の中に生かして，楽しく， しか

も稔りの多い生活を送りましょう。

諸君，奉仕を理想とするロークリーの心は不変

でありますが， 本年度のホッジス R.I．会長のメ

ッセージはいかにも具体的に，この理想を表現し

て余すところがありません。これはホッジス会長

のみのり多いロークリアンとしての経験と，ホッ

ジス会長その人の人柄と英知から造しり出たもの

で，ホッジス会長その人を深く知れば知るほど深

い味が出るのであります。ホッジス会長の言われ

る如く，今こそ我々は，いよいよ覚悟をあらたに

し，ロークリー活動に痰極的に参加し，各自の職

業に成功してその指導力を発揮し，また各自の地

域社会や日本に忠誠を捧げてあらゆる機会にそれ

に奉仕し，更には他国の人々の問題にもよく通じ

て国際社会の理解と奉仕に献身いたしたいと存じ

ます。ホッジス会長のメッセージの全体として強

く感ぜられることは，その退しい糠極性でありま

す。その表現はまことに調和的でありますが，特

に忘れてならぬことはこのホッジス会長の強い積

極性であります。去る 8月5日京都の国際会館で

行き届いたモデレークー神野太郎氏の御指苺の下

で行なわれたリーダーシップ・フォーラムなども

その現れの一つでありますが，その趣旨について

は直接参加された会長，委員長等はもちろん，既

にクラプ全体としても検討努力中のことと存じま

すので，フォーラムの詳細についてはここでは改

めて繰り返しません。しかし，クラブの増強，世

界社会奉仕等を始め，クラブ活動の全般に亘り，

本年度は格別の御精進をお願い致します。

たしかにホッジス会長の言葉には，表面の響き
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以上に深く，広いものがあります。小さな行きが

かりや感情に囚われずに，大きく温かく世界を感

じとる世界的セソスと世界的善意とがそのうしろ

にあります。もとより世界的組織たるロークリー

の会員は，本質的にはその第一条件としての世界

的センスと世界的善意とがあろうかと存じますが

これは口でいうほど簡単ではありません。お互に

よきロークリアンたるために，何とかして一日も

早くこうしたものを身につけて世界的なおとなに

なりましょう。

本日はこのあとにR.I．会長代理ミラー氏による

R.I．会長メッセージや，部門別協議会，会長幹事

懇談会等がありますが，どうぞロークリー活動に

関する活澄なご検討を賜わり，それを退しく第36

5区の今後の活動に資し得ればまことにしあわせ

に存じます。ありがとうございました。
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第 365区ロータリークラブ
国際ロータリー第385区ガバナー

会長並びに幹事殿 平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

＊ッジス R.I．会長

奉仕と理解

紅葉も日ごとに深まる季節になりました。ますますロークリーに御精進のことと存じます。乱もガバ

ナー公式訪問その他で忙しい日々を送っております。いろいろの事を考えさせられ，教えられしながら，

今更ながらロークリー生活の深さと広さに驚いております。

この頃しみじみ感じていることは，ロークリーが理想とする奉仕ということも，ただ善意や意慾だけ

で正しく出来るものではなく，それにはどうしても正しい理解が必要だということです。それは四大奉

仕部門のどれについても言われることです。実行の前に，この正しい理解がないと，その行事はただ形

式的になって，最も大切な精神が失われ，何のために時間と金とを費しているのかさえ，はっきりしな

いようなことにもなりかねないのです。

話を具体的にするために，たとえば，社会奉仕を一つ例にとって見ましょう。社会奉仕には身体障害

児，都市安全，文物保存，文化活動，奨学生表彰，学生招待，青少年問題，イソクーアクト，老齢者へ

の奉仕等，いろいろ様々の面がありますが，これ等をただ機械的，事務的に行ったのでは，各地域にお

ける重要問題を重点的，効果的に遂行することが出来なくなる恐れさえあり，それには社会奉仕の理念

をしっかり掴み，それに従って先ず各地域の実状を入念に調査して，充分地域の実状に通じ，その上で

適当な選択が行われねばなりません。しかし，実際に公式訪問をして見ると必ずしも，そういう風に行

われてはおらず，どうも今までの例とか，隣りのクラブに右へならえという式にやっているようなとこ

ろも少くないようです。

41 



いわゆる社会奉仕は，各ロ ークリアソがその地域社会に決して無関心でおるというようなことがなく ，

社会の一員として社会に対して稜極的な関心と愛情とを持ち，社会をよりよ くし，幸福と不幸とを分ち

あうために奉仕をしょうということで， この趣旨を充分に理解せずに，事務的に革を運んでは真に本来

の意味を生かすことが出来ないのでありましょう 。もっと端的に言うなら，社会奉仕はロークリア ソが

中心となって地域における社会生活全体によい雰囲気を与え，ただロ ーク リアンのみならず，地城の住

民全体に，よき町づくり，よき村づくりの租極的意慾が生れるようにすることでしょう。従って奉仕は，

ただに上にあげたような問題のみならず，往来にも，電車の中にも，公園にも，学校にも，地域の全生

活面にあるわけであり，すぺての ロークリアソの生活に正しい社会奉仕の理想が充実 しておれば， どこ

にも社会奉仕の機会はあると思われます。

奉仕には正しい理解が先行すると言いましたが，これは普通考えられているよりは，はるかに重要の

ことで，もっと関心が払われねばなりますまい。実際問題としては忙しいロークリアンのすぺてに望む

ことは無理かも知れませんが， しかし，真に地域社会に対する愛情を考えれば，その正しい理解には，

ただ表面的の理解だけではなく ，各地域にはそれぞれ特殊の事情があることだから，クラプとして，地

城の歴史，地理，行政，経済，教育，文化等々，そのあらゆる面に関しての知識や伝統を知ることが望

ましく ，更にその上に過去に対する理解だけではなく，世界的視野に立って現在と将来を考える広いセ

ソスと高い見識が望ましいと存じます。ロークリアソが地域社会に足を踏みしめながら，同時に常に全

世界に思いをしませているということは，そう いうことでありましょう。困難ではあ りますが，ロークリ

ーの意義と各ロークリアンの人間的生長がそこにあります。ロークリアンはよき地域社会の人たるのみ

ならず， よき世界人でなければなりません。

地域社会の問題を具体的にとりあげるにしても，各ロークリアンの，そして各クラブの世界並ぴに地

域社会に対するセンスの広さと識見の高さの如何は，直接問題選択の視野と方向に影響を与えます。わ

れわれは，もっともっと深く広く， しかも一方的に偏せず，各自の地城社会を眺める習慣と意慾を持た

ねばなりますまいが単に形式的のものとならず，真にその目的を達するようにしたいものであります。

以上は社会奉仕を一例として奉仕と理解との関係について述ぺましたが，ここで一般的に強調したい

ことは，正しい奉仕は，ただ善意や意慾だけで出来るものではなく，それには先ず問題の正しい理解が

必要であり， しかもこの正しい理解はただに頭脳の明い如何のみの問題ではなく，視野の高さやセ‘ノス

の広さなどにもかかるということを強調したいと思います。即ち正しい奉仕には善意と意慾，それに正

しい理解やセ‘ノスなど，一言にして言えばやはりロ ークリアンの人間全体が関係することになります。

ですから正しくロークリーの奉仕生活をするためにも，本当に世界的のおとなになりたいものです。
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＊ッジス R.I．会長

歳末にあたって

ーロークリー年度前半の終りに一一

あっというまに，今年も年の暮になりました。今年は私にとっては，まことに忙しい年で， 4月末か

ら5月始めにかけてのレーク・プラシッドにおけるロークリーの国際協議会， 6月下旬におけるニース

での国際大会， 6月24日の京都の国際会議場における第365区の地区協議会と 8月5日の地区リーダー

シップ・フォーラム， 10月2日， 3日の白浜における地区大会，更に第 1組から第8組にわたるインク

ーシティ・ゼネラル・フォーラムと地区内クラプのガバナー公式訪問など，主なものだけを拾って見て

も，盛り沢山の行事がありました。

そのどれを取って見ても，やはりそれぞれの思い出と反省があり，それだけ学ぶところも，おそわる

ところも多うございました。

中でも，ガバナー・ノミニーとしてのレーク・ブラシッドに於ける印象は最も強烈なものの一つであ

りました。私はここで印刷物などからはとても学ぶことの出来ない生ぎt・こ国際ロークリーの姿t：：：簗~'
ガバナー・ノミニーとしての心構えを新たにしました。私はここで国際ロークリーがたしかに生きてい

るという実感を体得しました。ロークリーの拡大については，私はそれまで質に重点をおいたやや固い

考え方を持っていましたが，この生きた国際ロークリーの姿に接して，質の重要さについての根本的な

考えは変らないにしても，同時に数の重要性について新たに強い印象を受け，文字で表現すれば平凡極

まることながら，ロークリーの拡大はやはり，質と数の両面で行かねばならぬということを，強く強く

感じました。
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たしかに停止するところには退歩が始まるのであります。たえず前進を進めながら，質の向上を考え

ねばなりませぬ。職業に基盤を持ち奉仕を理想とするロークリーは，決して狭義の教育組織ではありま

せんが， しかし，ニバソス前会長がくロークリーを通じてよりよき世界を＞と提唱されている如く，そ

れは奉仕を通じてよりょき世界を目指すものであり，そうだとすれば地域社会から出来る限り多くの職

業代表者を集めて，これを立派なロークリーアソに育てあげることは，そのまま地域社会の改善にもつ

ながることになり，また全世界的の組織たる国際ロークリーとしては，そのまま世界社会の向上にもっ

ながるのであります。レーク・プラシッドでやや固い閉じた従来の私の考え方は，もっとあかるい前向

きの開いた考え方に変ったのであります。これは豹変と言えば豹変でありますが，私にとっては少しの

無理や，わざとらしさはないのであります。

もとより数の重要性についての私の新しい認識は，既にふれたように，会員の質を無視してよいなど

ということではなく， 14段階を経ての慎重の会員選考は，今でもむしろ厳しくしても軽くすべきではな

いと思っております。だからロークリーの拡大は，それが内的であっても，外的であっても，ロークリ

ー・クラプの増強をというクラプ全体の熱意と努力によるほかはなく，粗末なものでもよいというので

はなく，野に遺緊なからしめる， という考え方で，あくまでよきものを，かくれたよきものを一人残ら

ず探し出すということでありましょう。こうして探し出されたよきものは， ロークリー入会によって更

に一段と向上し，生長するはずであります。そう考えるとロークリーの拡大は先ず地域社会の，そして

ひいては世界社会の改善につながることになり，ここに大きな社会的意義があることになります。各ロ

ークリー・クラプではこの辺のことは充分に了解しておられることと思いますが，以上のような意味で，

クラプの拡大には更に格別の御努力を得たいと存じます。

ニースのロークリーの国際大会で最も印象的なのは，文字通り世界の各地から人種や宗教や言語を異

にする多数の会員とその家族たちが集まったということ，更にそれにもまして忘れ難い思い出は，こう

した人々の表情がいかにも明る＜朗らかで， しかもかつては一面識もなかった人たちが一度会えばたち

まち十年の知己の如く楽しく，心を許して語りあっている姿であります。ここにはたしかにロークリア

ンの顔があり，表情があります。恐らくこの顔と表情こそは，最も端的なロークリーの表現で，たしか

に人種や宗教や言語を異にしても人類にはこうした社会があるのであり，具体的に之を実現し，世界に

これを示しつつあるということは，ロークリーの大きな功稼の一つでありましょう。国際ロークリーの

会長ノミニー東ケ崎潔氏，理事の松本兼次郎氏の国際大会の壇上における姿もまことにりりしく，ゎ

れわれ日本人にはただロークリーにとってだけではなく，何か日本に大きな明日が暗示されているよう

で，まことに嬉しく感じました。

地区協議会， リーダーシッブ・フォーラム，地区大会などについてのことは，何れもその都度報告し

ておりますので特にここに触れませんが， しかし，ガバナーとして感謝に堪えないのは，その都度関係

者の気持ちよい協力と友情とを得たことでございます。滑らかに進められた会の楽屋哀の話を聞きます

と，全く涙の出るようなことが数々ございます。

本年度のイソクーシティ・ゼネラル・フォーラム (I.C.G.F.）は8組に分けられて開かれましたが，去

る11月2日，緒方バスト・ガバナーをゼネラル・リーダーとし，和歌山南クラプをホストとするもので全

部終了いたしました。 I.C.G.F.については，どうも毎年あまりかわりばえがないとか，形式的とか，マ

ンネリズムに陥っているとか，など色々批判もあり，たしかに之等の批判の中には大いに聞くべきもの

もありますが，しかし和歌山南のI.C.G.F．などはなかなか活発で，内容も豊富でありました。要は参加

各位の熱意と勉強と工夫とによるものでありましょう。過日の地区バスト・ガバナー，ガバナー・ノミ

ニー各位との打合せ会では，明年度は8組ではやや人数等に無理も起るので10組とし，且つ参加者の時

間の都合その他をも考慮して多少組み合せをかえようということであり，そういうことになりましょう。

現在行われている I.C.G.F.の型は大体国際ロークリーの指示によってきめられたものでありますが，

かなりクラブの経験も多くなったことでありますから，ここらでもっと独創的工夫をこらしたらよいと
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思いますが，各クラブでもよく考えて戴きたいと思います。

ガバナー公式訪問は本年内に約60クラプを終了出来ますが，残ったクラプは明年2月中には全部終了

したいと思います。国際ロークリーでは原則的には年度の前半に公式訪問をすませるようにとのことで

ありますが，本地区の如く多くのロークリ ー ・クラプを有する地区ではそれも困難なので明年2月中に

としておるのであります。公式訪問， I.C.G.F.で感ずることは，一応どのクラプもよく準備され，ま

じめに研究をしておられますが， どうも耳学問が多くて，手続要究やその他の文献を読んでおられるこ

とが少いということであります。従って形式的のことや，行事は習慣的に一応は心得ていても， ローク

リーの網領とか，定款細則など基本的なものの本質的理解が浅いということであります。ロークリーを

正しく理解することは楽しくロークリ ーに参加するという意味からも重要なことで，自 ら読杏し，更に

フォーラムとか，炉辺会合などを通じて意見を交換しあって，是非基本的な理解は身につけて戴きとう

ございます。

手続要覧などはあるいは，始めは一人だけで読んだのでは，取りつきにくく，また分かりにくいとい

うようなこともあるかと思いますが，それなら何人か組みとなり，経験の深い人をリーダーとして勉強

するような方法もあるかと思われます。しかし，何れにせよ，自ら学ぴとろうという心構えなくしては

真の理解は不可能でありましょう 。それは既に孔子も「学んで思わざれば則ち岡（くら）＜，思 うて学ば

ざれば則ち殆（あやう）し」というておる如く，学んでは更に自ら深く考えて見なければ本当には分らず，

こんなことぐらいだろうと思って学ぶぺきところを学ばずに，独りよがりではあぶないのであります。

ちょうど年もいよいよ改まることでありますから，われわれロークリアソも更に心を新たにして，来

年は更にロークリアンとしても一段と生長いたしたいものであります。真に生長するものには暦年など

はないかも知れませんが， しかし，われわれ凡人にはたえず平均に直線的に生長するということはむず

かしく，正月とか誕生日とかいうものを生かして，その度毎に覚悟を新にしながら生長することが実際

的のようであります。

ロークリーの世界は奉仕の世界であり，楽しみの世界であり，光の世界であります。佐々木信網さん

は正月を歌って「春ここに生まるる朝の 日をうけて 山河草木みな光あり」とよんでおられます

が，われわれもまたそんな心境になりたいものです。

年を送るにあたり，心から会長，幹事はじめ，会員各位の友惰に感謝し，更に会員各位に新しいよい

年をお祈り申しあげます。 一ー12月4日 公式訪間中の旅舎にて一一
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ホッジス R.I.会長

CLUB 
山河微笑の一年に

- 1968年を迎えるに当って一一

新年おめでとうございます。今年こそ山河微笑の年とし，奉仕徹底の年と致したいと念じますが，そ

の根元は深い思索だろうと存じます。先ず今日のわれわれの生活の中にある限りない幸福を知り，心深

くそれを味わい，それに感謝いたしましょう。

われわれ人問の生命にはたしかに限りがありますが，その有限の人間に殆んど無限の可能性が与えら

れているのです。何たる不思隊のことでしょう 。もとより人間には，誰しも多少は困ることや，不服の

こともありましょうが，それも考えようで，実は一見不幸のような事のなかにさえ，深く考える目には

幸福が見出されるのです。普通誰も痛みなどには惑謝をしませんが， これとても実は危険に対する警報

で，これあるがためにたいていの危険は破局的な大専にならぬうちに処理されるのです。孟子は「人は



憂息に生き，安楽に死す」などと言っておりますが，意味深重であります。一病息災などということも，

なかなか味のある言葉で，まるで病気を知らぬような人間よりも，一つぐらいは病気のある方がからだ

を大切にするので，かえって丈夫にもなり，長生きもするというような意味でしょうが，これは肉体に

ついてだけではなく，精神的にもそうだと思います。充分意志の強い人には，自らの欠点を知ることは

決して弱さではなく，むしろそれによってどこまでも生長し得る長所ともなり得るのです。

人間は生物の中では最も若く，まだ生れてから 5万年前後にすぎないのです。しかし，近頃のように，

人間の機械化とか，分裂とか，あるいは人間の疎外とか，ノイローゼとかいうことを聞くと，僅かこの

数万年の間に人間はもう若年寄りになったり，疲れたりしたのではないかと疑われもします。しかし，

人間に与えられた銀限の可能性，いかなる天才と雖も未だ使えつくしてはいない無数の脳細胞などを思

うと，決して人間はこんなところで長く停滞したり，疲労状態で終るようなことはなく，必ず精神的余

裕を回復して，現在のわれわれには想像も出来ないような人間生活を生み出すでしょう。残念ながら人

間は今のところ個人的生活もさることながら，社会，国家，世界という風に大きな集団になればなるほ

ど野蕃になっていますが，まことに悲しいことで，一日も早く互に殺しあう戦争などという動物的状態

を脱せねばなりません。しかし，そういう中で， ロークリーのような年ごとに伸びている国際的な奉仕

組織があることは，何としてもうれしいことで，人類の明日に大きな希望を与えてくれます。

元来生きるとは，まず第一に生かされることであります。心臓にせよ，肺臓にせよ，どの内臓一つも

自ら工夫をして動かしているのではなく，生命とともに直接には父母から授かったものですが，父母は

またその父母からという風に大自然から授かったものであります。そんな風に生きるということが先ず

生かされるということだとわかりますと，われわれも何とか世を生かし，人を生かしたい気持ちになり

ます。これは別の言葉で現せば，ロークリーの奉仕にほかなりますまい。しかし，生きることが，先ず

生かされるということになりますと，この奉仕は，ロークリーのいうクラブ奉仕，職業奉仕，社会奉仕，

国際奉仕というだけではなく，もっと根元的なもの，たとえば大自然に対する奉仕などもあるようで，

われわれは地球にも，太陽にも，全宇宙にも，さらにはまた，ただ一粒の砂にも手を合わせて奉仕をし

たいような気になります。

今日こうして生きておること自体が，既にただごとではなく，そこには自己の力だけではどうにもな

らない数々の力が働いているのです。五体整ったすこやかな人間として生れて来たこと，今日元気で働

いていること，親兄弟揃った平和な家庭ー一そ•んな平凡なことと言う人もあるかも知れませんが，それ

は見方が浅いので，平凡どころか，この平凡は少し深く考える頭には目を見はるような奇殿中の奇蹟な

のです。われわれはこの幸福の一つ一つを深く味わい，それに深く感誂いたしましょう。真にこれが分

れば，おのずから手を合わさずにはおれない気持ちになります。しかし，こういう気持ちは，ただのも

の知りとか，知識の集合のみからは生れるものではなく，静かに深く人生を味わい，人生を考えなくて

は出ないものであります。世の中には辞書の如く何でも知っておりながら，さっばり味のない人もあり

ますが，できれば味は深いほど望ましいことです。

不思議なもので，こういう人間の味は，自然に表情などにも現われて来ます。昔から「顔は心の窓」

などと言われる如く，たしかに顔は裸で，これほど心のようすを，そのものずばりと表わすものはあり

ますまい。これは世間でいう美醜などとは本質的に異なり，どんなに上手につくり笑をしても，数分話

をしておれば， とても自然の表情をかくすことは出来ないのであります。深く知ることは，必ず自己の

カの限界を教えてくれ，今日無事に生きること自体の中に既に己を超えた無限の力があることを教えて

くれ，おのずから感謝への道へ導いてくれます。そしてこうした惑謝の心を知り，感謝の心で働くよう

になれば，必ずそれはまた表情にも現れるようになり，ゆたかな顔にもなります。 「四十以上は自分の

顔に資任をもて」などと言われるのも，このことは尤もなことだと思います。この心の美がなくては，

どんなにいわゆる美しい顔でも何か物たらぬ気が致しますが，反対に心の美があれば普通の意味ではそ

れほど美しい顔でなくとも，年とともに次第に魅力的なものを具えるようになります。この心の美は，
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そとからの化粧では与えられぬもので，化粧の最後のきわめてとなるこの美は，自らの力で心の内側か

ら養うほかはありません。

人間として幸福に春らすに最も大切なことは，深く考えるということではないでしょうか。幸福は心

の状態であります。どの道，どの職業にせよ，真に最善を尽して働くとき，必ずそこには部分的な知識

を超えた，もっと総合的な智慧は生れて来ます。この総合的な智惹はなかなかうまく表現できませんが，

分かって見れば一見案外平凡のこともあるようでございます。しかし，わかったようなつもりで，ただ

機械的に人のあとを真似ごとで歩いていくだけでは， この乎凡さも実は分からぬので，人の真似だけの

平凡さと，自らの汗でかち坂った平凡さとには大きな開きがあり，自らの汗で得た平凡は実はもうただ

の平凡ではなく，この平凡には古今の大道が含まれているのです。やっぱり平凡一つを身につけるには，

ほんものを身につけるのは容易ではないようです。私はやっとこの頃，こんなありふれた事をしみじみ

と感じるようになりました。恥ずかしいと言えば恥ずかしいことですが， しかし，一生気がつかないよ

りも，少しはましかなあ，などと自らを慰めております。若い日，すねかじりで楽に学校を出たような

者には，自分ではひと通り人生がわかっているように思っても，なかなかそうばかりとは申されません

が，私もその一人で，せめてこれからでも，限りない広さと深さを持つこの人の世を，且つ学ぴ，且つ

楽しみたいと念じています。

真に一つの道，一つの職に命を捧げた者には，究めても究めても限りがなく，むしろ出来ることより

も出来ないことが多く，また分かることよりも分からぬことが多いということが，本当に分かります。

「最もよく知るものこそ，真にいかに知ることが少いかということを知るものだ」というようなことを

言えますが，この言葉の意味も，そういうことを言っておるものだと存じます。

一見これは淋しそうですが， しかし，真に知らぬということを知ることは，決して淋しいことではな

く，むしろ内側からたえず未知の世界へ向っての力と希望とを与えてくれます。それほどあらゆるもの，

あらゆることは深く，広く，一粒の砂の秘密さえも，その最後の構造にはまだ不明の点があるのです。

究めても究めても分からぬところがあるのみならず，むしろ究めれば究めるほど分からぬところが多く

なるとは，何という不思議でしょう。分からぬと言えば，小は原子核から大は宇宙の問題に至るまで分

からぬことばかりですが， どうして自然にはそれほどの不思議が充ち溢れているのでしょうか。人は簡

単に当り前とか，平凡とか言えますが，決して世の中にそんなものはなく，見える目にはみんな神秘そ

のものであります。

山河慟哭とか，山河微笑などという言葉がありますが，同じ山河も自然もこちらの気持ちで変るとい

うことは面白いことです。同じ世界に住んでも毎日つまらぬことに一喜一憂して生きることと，いわゆ

る平凡の中にも大自然の神秘を感じて悠然と生きることとでは，一生にしたら大変な違いになりましょ

う。自分の顔は自分のもので，同時に社会のものでもあり，こちらが笑えば相手も笑え，こちらがおこ

れば相手もおこります。おこられても，どなられても，われわれはやはりほほえみの人生を送りましょ

う。

地球は狭くなりつつありますが，それでもまだ充分広く，同じ正月でも，冬もあれば夏もあり，また

冬とか夏とか言っても所によって，それぞれまた持ち味があります。昨年レーク・プラシッドの国際ア

ッセソブリーで，国際ロークリーでは手紙に時候の挨拶は書かぬことにしている，と聞いて，私は一瞬

大きな暗示を受けました。バライティがあるということは，面白いことです，，色とりどりのバライティ

に彩られて， ロークリーはますます楽しく味のあるものになりましょう。われわれロークリアソもいよ

いよ広い心，深い心になりましょう。一切のものに愛と友情を捧げて，ことしは山河微笑の一年とし，

奉仕徹底の一年といたしましょう。
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ホッジス R.I.会長

4つのテストに つ い て

1. 真実かどうか

2. みんなに公平か

3. 好意と友情を深めるか

4. みんなのためになるかどうか

凡そロークリアソなら，誰でもこの 4つのテストの文句は知っているでしょう。しかし，文句を知っ

ているということと，真の意味をしっかり理解して，日々の生活に生かしていることとは，必ずしも一

致はしません。

最初この 4つのテストを読んだ時，実は私もそれ程の感動を受けず，極めて常識的のことだと思った

だけであります。しかし，後でこの 4つのテストが生れたハーバート・ J・ティラー氏の物語りを読み，

この言葉の意味を深く考えて自らの行動を之に照らして見るに及んで，私は次第にこの 4つのテストの

すばらしさに蔑歎するに至りました。

周知の如く，この 4つのテストは単なる言葉ではなく，これによってティラー氏がつぶれかかつた会

社を完全にたて直したもので，この言葉にはティラー氏の血がかよい，ちよっと見るとさほどにも思わ

れぬが，実は人生に対するまじめさときぴしさに貫かれているのであります。

1. 「真実かどうかJo 最初私はこれくらいにはよい点がとれるように思いましたが，公私の生活を深く

考えるとどうもむずかしいようであります。正直ということは，子供の時から教えこまれ，特に尊敬す

る中学の中山校長先生の話は，身にやきつけられています。正直についての先生の話はもう 50年以上も
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前のことですが，つい昨日のことのように鮮かに思い出されます。ある時先生は穴うめの授業に来て言

われました。 「ほんとうに正直で生き抜くということは，大変なことである。私も一生懸命に決して嘘

は言うまいと努力して来たが，どうもそうばっかりは行かなかった。しかし，これからも頑ばろうと思

っている。むずかしいが，やはり正直がいい。一緒に頑ばろうではないかJ。 いろいろ面白い例をあげ

て深く自省しながらのお話しは強くわれわれ生徒たちの心をうちました。今でも中学の友達にあうと，

よくこの時の話が出るのです。残念ながら日本の社会には，今でもまだ嘘が少なくありません。例えば

予算の作製などについて見ても，日本ではまだ一般に多少はかけひきや態があるものの如く考えられ，

たとえ正直に出しても始んど常にいくらかは削減されるというよな状態で，いきおいそれを見込んで，

ある程度のかけひきがはいるというようなことになり易いのであります。よく「うそも方便」などと言

われますが，考えて見ると恐ろしいことであります。日本ではまだ公臥すべての面で，文字通り真実に

生きる，ということにはなお多くの困難があるようですが，しかし，社会の先瑞を理想を以て歩こうと

いうロークリアソは，こういう点でも社会の模範になりたいものであります。

2. 「みんなに公平か」。 Fairという訳については，公平とか， 公正とか， いろいろ議論があるようで

すが，そんなことよりも，もっと本質的に Fairということを深く考え，それを実行する方が，逝かに

大切であります。 Fairとは公明正大で，かけひきやえこひいきがなく，気持よくことを運ぶことで，

Fair Piayの Fairであります。たとえば競走しながらも競走相手が走り易いように気をくばるという

ようなことですが，これは余程心の美しさとゆとりとがないと出来ません。だが，ここまで考えて生き

てこそ，始めて真のロークリアソであり，むずかしいですが，努めてそういうものになりたいものであ

ります。

3. 「好意と友情を深めるか」。これになると更にむずかしうございます。たとえばある問題を上手に処

理しても，その結果相手の好意と友情とを得ることが出来なければ，この第 3項にほ及第できないので

ありますつ日本流に考えれば，たとえば，社長がある困難な問題を解決すれば，それだけでたいしたも

のだ，とほめられるかも知れませんが，この「好意と友情を深めるか」という 4つのテストの第3項に

かけて見て，ほんとうにそうでなければ，まだこれに及第とは言われぬことになります。ここまで考え

ると，これに及第することはなかなか容易ならぬことであります。

4, 「みんなのためになるかどうか」。この第4項も，よく考えると大変なことで，問題の処理を，それに

関係するすぺての人々にとって都合がよく，利益をもたらすようにするということは，余程当事者の間に

公平な判断と深い思慮がなくては出来ぬことであります。 4つのテストの第3項と第4項とは，社会全

般にひがみや偏狭さがとぐろを巻いていてはとても出来ず，どうしてもその前提として，社会に話し合え

ばわかる良識と判断とが必要であります。たとえば労資間の問題などにしても，その両方に相手を信頼

し，相手の立場を理解しようという教養と理解がなければうまくは行きますまい。適当と思われる要求

を出すのはむしろ望ましいことでしょうが，しかし，これはあくまでも両者の話しあいによって決めら

れるぺきで，要求を出したが最後，後は真の話し合いらしい話し合いも充分せず，力だけで一方的に押

すだけでは，とても 4つのテストの第3項とか，第4項を満足せしめるような解決は出来ないでしょう。

こんな風に4つのテストを考えると，そこにはただロークリアン個人としての問題だけではなく，そ

れを取りまく社会の，状態や教養なども大きな問題となってくるのであります。もとよりロークリアソ

は地域社会の職業的代表者のみでありますから，現境だけに責任を転嫁するような無気力や無責任は許

されず，地域社会に問題があればますますその先頭に立って悪習の改善に力を尽さねばなりませんが，

特にここで強調したいことは， 4つのテストを真に生かすためにほ，深く考えもせずに，ただ盲目的に

言葉を暗記したり，分かったような安請け合いをするだけではだめだ，ということであります。そのた

めには，日本の現状をしつかりと把握した上で，覚悟をして創意工夫を施さねばなりません。

4つのテストを読んで，先ず驚くことは，その個々の項目よりもむしろ人生に対処するまじめさとき

ぴしさであります2 テイラー氏は社員に求める前に，まず自己に求めておるのであります。広告一つに



しても，嘘や誇大さや，さらには競争会社の悪口など一切を取り去って，高い道徳的立場で事に当った

ということでありますが，これは余程の覚悟とまじめさなくしては出来ないことであります。 「殻もよ

＜奉仕するものが，最も多く得る」と言われる如く，テイラー氏の経営は滸々功を奏し，破産しかかっ

た会社も，立派に立ち直り，繁栄をつづけているとのことであります。

更に 4つのテストで惑心することは，一方では大きな理想を描きながら，他方では極めて具体的，実

際的だということであります, 1から 4までのどの項目を見ても誰にも分かり易く，行うことはむずか

しいにしても， 目標はまことにはっきりと示されているのであります。

孔子の弟子に曽子という人がありました。この曽子は孔子の道はまことにむずかしいようだが，よく考

えれば「忠恕」につきると言っておるのであります。忠とはまっすぐな心，かけひきやごまかしのない

心で，大体4つのテストの 1と2に当るでしょう。いや， 1と2に当るというよりは， 1と2もこの中に

含まれておると言った方がより正しく，忠にはもっといろいろ広い面があるでしょう。恕とは己れの如

く人を思う心で， こういう思いやりのある心で事を処理すれば， 4つのテストの 3の好意と友情も得ら

れようし， 4のみんなのためにもなることでしょう。恕もまた4つのテストの 3と4を含み，更にそれ以

上に広いものを持っているようです。そういう意味では忠恕というような言葉には誠に深いものがあり

ますが， しかし，それだけに抽象的で，誰にも，どこでも，いつでも，事に当ってすぐ具体的な参考には

なりかねる点があります。具体的の点では，たしかに4つのテストは恙かにまさ っております。いつで

も，どこでも，誰にでもすぐ応用できるためには，出来るだけ短かく， しかも具体的な方がよく，

のテストはこういう考え方から短かい具体的の言葉で自らに問う疑問文の形をと っているのであります。

たしかに4つのテストは，いつでもどこでも，我々の言行に対する正しいものさしとなります。もし

我々の言行がこれに照らして立派なら，堂々と自信を以て歩けるでしょう。しかし，この 4つのテスト

は先ずその中にある人生に対するきびしさとまじめさとを理解せずしては， とてもその真意は分らぬで

しょうし，従ってまたとても言行を之に照らして実行するなどということは出来ないでしょう。机の上

に飾るのもよく，会社に飾るのもよろしいでしょう 。だが，だtこそれだけではたいしたことはなく，時

にはむしろ不真面目の鼓りさえもうけかねないでしょう。

4つのテストはただ飾るものではなく，心の浄化剤とし，行動へのガソリソとすぺきものであります。

おたがいに祈りをこめて，この道を進みましょう。

4つ
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ガパナー公式訪問を終えて

各位ともお元気の事と存じます。私も去る 2月16日の京都東ロークリー・クラプ例会訪問を最後とし

て，私がお引き受けした当地区71クラプの公式訪問を終りましたが，本年度新設クラプの訪問はまだ残

っております。公式訪問を終えたこの時点で，はっきり申しあげたいことは，私の心に残る明るい残光

と深い感謝であります。私自身ロークリーに対する理解や実践にはまだ遠く及ばざるものがあることを

誰よりもよく知っておりますが，そのためにこそ是非一人でも多くロークリーの正しいご理解を戴きた

く，公式訪問の際は卒直に思うがままのことを申しあげましたが，それは誠にすなおにご理解して戴い

たようであります。私はあまりこまかなルールなどよりも，ロークリーの綱領とか， 「超我の理想」と

か， 「最もよく奉仕するものが最も得るところが多い」などというロークリーのモットーとか，あるい

は更に「4つのテスト」とか， ホッジス R.I．会長のメッセージなどについて特に力を入れて，時間の

許す限り語り合うことに致しました。これは，こういうものの中に，いわばロークリーの精神も歴史も

含まれており，この真の理解なくしては，とても正しいロークリーの理解は不可能だと信じておるから

であります。そして，これはただ各位に申しあげただけではなく，私自身にも言いきかせているのであ

ります。これらについては，まだこれからも考えつづけて行かねばならぬ点が多く， しかもそれはただ

考えるだけでは駄目で，実践を通じて体得せねば分からぬようなことも，いろいろあります。

ガバナー公式訪問の中に，私は多くのことを学ぴ，また多くのことを考えさせられました。たとえば，

或る職場訪問をした時，驚いたことがあります。それは案内してくれたそこの社長が，クラプの例会な

どの時よりもはるかに輝かしい表情をしておられたことです。クラブのアッセソプリーでも例会でも社



長の表情は，たしかに落着いた品のよいものでありましたが，会社で見る社長の顔はとてもその比では

ありませんでした。その何倍も明かる<, しかも自信と活気に満ちたものでありました。その後こうい

う経験は，一度や二度ではありませんでした。一体これはどういうことでしょうか。ロークリーの例会

などにおけるよりも，職場における顔がより明かるい， ということは考えようによっては，即ち職場そ

のものから見れば，たしかに索晴しいことでしょう。しかし，ロークリーの側から見ると，いろいろと

考えさせられる点があります。日頃の気疲れや憂鬱さを吹き飛ばして，今日の友情を楽しみ，明日のカ

を得ることにこそロークリーの一面があるはずでありますのに，ロークリーの例会での表情が職場ほど

ではないとは，一体どういうことでしょうか。どうも何かそこには無理があるようです。この無理の正

しい解析は，私にも今すぐには出来ませんが，お互そういうことがないか，そしてあるとすれば，それ

は一体何か，などということも静かに考えてみねばなりますまい。あるいは，われわれが世界的に見る

と閉ざされた社会に生きて来たため，社会生活に不慣れだなどということも，その一因かも知れません。

少くとも私などにはたしかにそういう点がありましたし，今でも充分開いた社会性が身についていると

は思われぬ点がいろいろあります。あるいはまた折角出たロークリーの例会があまりにも型の如くで，

やかましいことだけを言って，面白くないなどということも，その原因の一つかも知れません。例会

の楽しさは言われる如く，スピーチもその重要な要素の一つでしょうが， しかし，それよりも忙しいひ

とときをさいて多くの友達と会ったり，話をしたりすることに本源的な自然な喜びがあるようにも思わ

れますが，こうした会合の空気が各位のクラプに，どれほどつくりあげられているでしょうか。義理で

出る例会であったり，出席のために出る出席では，決してそれはあるぺき姿のロークリーの会合とは言

われますまい。本当に出るのが楽しい例会一ーどうしても会員全体の力でそういうクラプをつくりあげ

ねばなりませんが，それは会員すべての楽しい義務でもあります。ロークリーは奉仕を理想とする組織

でありますが，ロークリー綱領の示す如く互に相手をよく知りあうことは，奉仕の一つの機会であり，

奉仕の始めでもあるのであります。

公式訪問中に，今更の如くしみじみと味あわせられた言葉があります。それは「天は人の上に人をつ

くらず，人の下に人をつくらず」という福沢論吉のお言葉ですが，実は私は，こんなことはもう充分わ

かっていると思っていました。たしかに，そういう言葉はもう50年も前に聞いたし，その意味もーと通

りは知っておりました。しかし，公式訪問中にあらためて私はまだこの言葉の最も深い意味までは知っ

ておらなかったということに気づいたのであります。福沢諭吉は「天は人の上に人をつくらず，人の下

に人をつくらず」と言っておられるのでありますが，考えて見ると私自身をも含めて，時には自分で勝

手に自らも知らぬ問に自分を人の下においていることがあります。ボール・ハリスもいう如<,ローク

リーの例会ではその入口で，社会的な名とか，地位などはすっぼりぬぎ捨てて，文字通り一対ーで楽し

い時を持つようにということですが，日本の社会ではなかなかすなおにそうばかりは行かず，これが無

意識の間に一つのストレスとなっているようなことがあるようです。一対ーということは，人間として，

ロークリアソとして，人を尊ぴ，自らを尊ぶことで，決して威張るとか礼儀を知らぬとかいうことでは

なく，実は真に一対ーが分らなければ，正しい意味での人間の尊厳などということは分らず，そういう

人々の尊敬というものの中には，何か偶像崇拝的なものがあるように思われます。 「天は人の上に人を

つくらず，人の下に人をつくらず」という言葉の中には，考えれば考える程深いものを含んでおります

が，明治の初期に既にこういうことを言っておられる福沢諭吉のずばぬけた偉大さを今更の如く思わず

にはおられませんc

ガバナー公式訪問中，もう一つ大きく心にどしんと来たものがありますが，それは法隆寺を訪ねた時，

聖徳太子についての感慨であります。聖徳太子は，かねてから私も最も偉大な日本人の一人として尊敬

もし，多少は読んだりもしていたのですが，従来はどうも仏教的な立場が主になっておりました。しか

しこの度は，私は電気にでも打たれたように実惑を以て日本文化全般の偉大な先覚者としての太子を感

じとることが出来ました。たしかに太子は日本人としては稀有な大型の人で，外来文化をただ単なる模
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倣として取り入れたのではなく，これに日本の魂を入れ，そこに新しいものを創造されたのであります。

底ほガバナーとして時には自分でもよく分らぬことをしゃべっている自分が恥ずかしく，何か太子が強

く私に「よい加減なことを言うな」と呼びかけておられるような気がしてなりませんでした。

何をおいても楽しい例会を持つということは，ロークリー・クラブに取って，先ず最も大切なことで

ありましょう。もう40年も昔になりますが，バリーでこんな思い出があります。下宿の食堂で，フラン

ス語を一語も知らぬアメリカの老夫婦と，かなりフラソス語のできる日本人の一群とに出会い，老夫婦

の方がむしろすなおにおおらかに食堂の空気を和らげていたことを見て驚きました。だからたとえば外

国でも言葉を知るとか，知らぬとかということよりも，もっと大切な根源的なものがあるように思うので

す。それは身についた血のかよう社会的感覚というか，おおらかな人間的の豊かさではないでしょうか。

臥は口癖のように，何処でも申しあげて来ましたが，やはり我々日本のロークリアンに取って最も大

切なことは，ものわかりがよくて，ものにこだわらず，奉仕を理想とする〈おとな〉になりたいという

ことでしょう。つい近頃までは直接世界のことなど話題にの底らなかった日本の田舎で，この頃は外国

から来る研究グルーブの話などをしているのを聞くと，日本も成長したものだなと思います。

ロークリー年度の後半期はどうぞきびしいクラブの自己批判とそれに基く明日への成長の時にして下

さい。
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No. 11 April 15. 1968 ガバナ一月信 第11信 （昭和43年 4月15日）

第 365区ロータリークラプ

会長 並びに幹事 殿

国際ロータリー第365区ガパナー

平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

ホッジス R.I.会長

第522区からの研究グループを迎えて

各位にはいつもながら世界社会奉仕や研究グループの仕事などに熱心な御協力を賜わり ，厚く御礼申

上げます。先ずもって御同疫にたえないのは，世界社会奉仕の仕事が極めて短時間に，立派に実を結ん

だことでありますが，これはひとえに各位の印度救願事業に対する深い御理解の賜と存じ，惑謝のほか

はございません。

次に嬉しいことは，去る 3月18日予定の如く伊丹空港にカリフォルニアの第522区からの研究グルー

＜写真は来日前，第522区ヵ久ナーAlanD. Christensen 

（今回不参）とともに撮られたもので，団長のBillRogers 

は同地区のバスト・ガバナーです。＞

•前列左より • 後列左より

Jeff Meeks. Bruce Rowlison. 

Bill Rogers. Carl Buxman. 

(Rotary Leader) Alan D. Christensen. 

Bob Meyer. (District Governor) 

Charles Bloch. 

James West. 
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ブの一行7名を迎えたことであります。まさに「朋有り，遠方より来る，亦楽しからずや」という感じ

であります。空港では研究グルーブ委員会の委員長絹川清君を始め奥村竜三君，酒井美智男君，不破治

君，井狩弥治郎君等の諸氏，大阪ロークリー・クラプの塚本義隆会長，昨年日本から訪問した研究グル

ーブの諸氏や御婦人など多数の方々が出迎えされ，原田ガバナー・ノミニーも私も参りました。いかに

もロークリーらしく打ちとけた明かるい出迎えで賑やかでした。一行は直ちに空港から自動車で京都に

向い，京都市では先ず京都新聞社に立ちより，簡単に京都訪問の挨拶をし， 5時頃パレスサイド・ホテ

ルに到著，殆んど休む暇もなく 6時から祇園の「やさか」で第365区の歓迎レセブショソに出席，初対面

にもかかわらず，十年の知己の如き親しさで，楽しいひと時を持つことが出来ました。

研究グルーブの各個人についてはここでは触れませんが，何れ一行は各地域に参ることですので，そ

の必要もありますまい。ここではただ短時日の間にうけた二，三の印象について述べるにとどめます。

一行は団長以下まことにすばらしい人々です。第522区で十分厳選された人々だから，さだめしよい

人々だろうとはかねて思っておりましたが，嬉しいことに，それはさらに予想以上で短時日の間にすっ

かりわれわれを魅了いたしました。私はすぐに団長のウィリアム s.ロージャース，通称くビル〉とはす

っかり仲よしになりました。人生の何もかもを知ったこの善意のおやじ， しかもゆるぎない信仰と真実

とで貫かれているまじめなこのロークリアンは，本当によい団長だと思います。彼の目は若者への愛に

満ちながらも，何ごとをも見逃さない鋭さを持っています。

一行6人の団員たちも，それぞれ個性を持ちながら， しかも実にすなおで，明る＜，研究心が強く，

まことに打てば響くというようなものを持っており，年令は25オから32オで何れも大学卒であり，高校

の先生2人，実業家3人，牧師が 1人で深い教養と鋭い批判力とを持っております。この 5日間の若者

たちの言葉の二，三を拾って見ましょう。

「日本へ来て驚いたことは， これほど日本が文化的に進んでおる国とは思わなかった。今われわれは

日本文化の古さと新しさ，そしてその不思議な融合を自らの眼で見，自らの耳で聞いて正直のところ全

＜驚いている。」「こういう日本の状態を一人でも多くのアメリカ人に見せたいと思う。こういうことを

教養のあるアメリカ人が知ったら，日本に対するアメリカ人一般の考え方は大いに変るだろう。いや，

ただ日本に対してのみならず，アジア全般に対しても変るだろう。」「同質の文化だけを見ていたのでは

気のつかぬような色々のことが心に浮んでくる。若い間に歴史や習慣を異にする他国を見ることが，ど

れほど重要かということが少し分ったような気がする。」「どこへ行っても，日本の建物がこわされて西

洋式にたてかえられているが，これは一体どうしたことか。我々にはどうも合点が行かぬ点がある。」

「表面だけを見て，ものを判断してはならぬ。真の理解には表面的の理解だけでは駄目で，ものの内面と

か，民族の心理などまでも知って見ねばならぬ。」

これらの発言でわかることは，一行の若者たちが，ある面ではきびしすぎる程の批判と内省とを以て，

鋭くものを見ていることであります。恐らく彼等の鋭い観察は京都でやっとわかったと思ったような現

象が，ほかの土地へ行くと再び分からなくなるようなこともあるかと思いますが，どうぞそういう時は

出来るだけ親切に説明してあげて下さい。

異なる文明や文化を理解することは決して容易ではありません。世界的の歴史家 A.J.トインビー博

士はく異文明間の逍逗接触＞のなかで述ぺておられますが，まことに傾聴に値します。

「われわれが文明とよぶ人間歴史の発展段階がはじまって以来今日まで，時代を同じくしていた，ぃ

くつかの異なった文明のあいだに翅返接触 (Encounter)という歴史的現象がつねに見られる。もろもろ

の局地的な文明は，みな，それぞれの発生地とそれぞれの郷土とをもったものではあるが，それらは全



部，同じ地球の表面を生存の場所とし，自分の領分を拡大しようとし，また生き方を異にしている人ぴ

とのあいだに自分の努力を拡大しようとする傾向をもっている。そのために文明の黎明よりいままで絶

えず，局地的諸文明のあいだに遅涯接触が行われて来た。そういう逐返接触のあり方は親友的だったり，

敵対的だったり，平和的だったり，暴力的だったり，多種多様であった。そのあり方がどんな性質のも

のであっても，そういう逐返接触は，社とんどつねに多くの実を結んだ。そのような異文明間の遅涯接

触の経験は，技術とか戦争とか，政治，経済，建築，芸術，宗教とか言った，数多くのさまざまな活動

分野における創造行為の主たる刺激剤の一つとなったのである。 （トイソビー歴史の教訓，松本重治網

訳，岩波む店）

たしかにトインビー博士のこの観察は正しかろう。しかし，ロークリーの考え方と行動とは独特で，

異なる文明の遅逗接触もつねに国際的な友情と理解とを以て行われ，あくまでも平和的でありました。

恐らくロークリーの活動の中には，ただ自然にまかせたのでは， とかく異文明間の遅涯接触には不幸な

形がとられ易いので，そういうことにならぬようにとの祈りもあったことでありましょう。研究グルー

プなどもそう した国際理解の理想具体化の一つとも見られましょう。

研究グルーブの諸君はみな卒直の方々ばかりですので，各クラブでもどうぞあまり日本的の遠慮をし

ないで下さい。一行のロークリー・クラフ＾訪問には，どこでも親切にして戴き，一行も心から喜こんで

おります。あ りがたいことですが， しかし，あまり大事にしすぎて一行に固さを与えてもいけませんの

で，あるがままに各位の友情と親切で気楽におもてなし下さい。ロークリーにはロ ークリーの心の言葉

があり，団長はじめ一行の人々は，みなすばらしい目と頭とを持っておられますから，各位の心はその

まま団員一同にも通じることと存じます。

私は昨年わが第365区からの研究グルーブの一行がアメリカから帰った時，短時日の間に，よくもこ

れだけ多くのものを学びとって来たものだと，その素睛しい成長ぶりに全く感心いたしました。しかし，

この度第522区からの研究グルーブの一行を見て更に感歎を新たにし，大きな期待をかけております。

たしかに人類の将来にとって若者ほど茸く ，大切なものはないでしょう 。それは日本にとっても，ア

メリカにとっても，否全世界にとっても同じことでありましょう。国際的な正 しい理解と深い友情とに

は，何よりも若人の柔軟さと誠実さとが望ましいのです。国際ロークリ ーが近年，研究グルーブとか，

イソク ーアク トとか，更にはロ ークーアクト等に格別の力を注いでいるのも，その目指すところは，そ

ういうところにあると存じます。

どうぞ皆さま，第522区からの研究グループー行を心から迎えて， しかも，できるだけ気楽に，一行

が所期の目的を達成できるよう御協力下さい。一行の訪問先クラプからはいろいろ有益な御感想など戴

きつつありますが， これらについては追って御報告申したいと思っております。

花の春は今やまさにたけなわであります。初夏の新緑ももう遠くはありません。美と光のシーズ｀ノ，

切に各位の御自愛をお祈り申します。
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No. 12 May 15. 1968 ガバナー月信 第12信（昭和43年5月15日）

第365区ロータリークラプ
国際Clータリー第365区ガバナー

会長並びに幹事殿 平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effecti匹

ホッジス R.I.会長

ロータリーと青少年問題

目もまばゆいばかりの新緑となりましたが，各位にはロークリー活動のためにいよいよご精進のこと

と存じます。取もあと残された僅かばかりのロークリー年度のなかで，てんてこ舞しているような状態

でございます。ちょっとここ 1ヶ月の主な行嘩だけを拾って見ても， 4月2日の京都山科ロークリー・

クラブの創立総会， 4月9日の大阪での万博委員会， 4月20日の京都教育大学附属高等学校イソクーア

クト・クラプの認証状伝達式， 4月21日の大和郡山クラプの創立5周年式典， 4月22日の地区世界社会

奉仕事業としての印度救麒事業病棟寄金の贈呈式， 4月27日の大阪天満橋クラプの認証状伝達式， 4月

28日の大津における R.1．第522区からのグルーブ・スクディ・チームの会合， 5月1日の信州飯田ロー

クリー・クラプ第600回例会の記念式での講演等いろいろありますが，しかし，これらのどれ一つを取

って見ても，ロークリーの行事は感激的で，楽しいものばかりであり，いわばガバナーはこうした雰囲

気の中で活力を与えられ，教育されているとも言われましょう。

この度は，この地区としては第4のイソクーアクト・クラプたる京都教育大学附属高校インクーアク

ト・クラプの認証状伝達式もありましたので， ロークリーと宵少年というようなことについて考えて見

たいと思います。この問題は，更に高い立場から見ますと， ロークリーと教育という問題の一つとも見

られましょう。ロークリーと教育という風な表現はやや固すぎるためか，あまり用いられないようです

が， しかし，情報委員会— Information Committee一~を教育委員会などと呼んでおるところもある

ように，イソフォメージョソもたしかに広い意味では教育の一部と考えて差支えなく，ロークリーの組

織そのものがあたたかい友情のなかで，奉仕と国際理解とをめざしている教育的組織だと考えても大過



はなかろうかと存じます。元来，長所をひき出して人間を伸ばそうという教育そのものをあまり固いも

のだと考えるところに無理があるのであって，その理想とするところは，むしろあかるい環境，よい社

会をつくりあげて，その中で育てば，おのずからよい人間が出来あがるというようなところにあるので

あろうと思われます。しかし，実際にそういう社会や環境をつくりあげることは決して容易ではなく，

ロークリーのいう広義の社会奉仕も，その重点は窮極的にはそういうところにあるのではないでしょう

か。

ロークリーでは従来から青少年問題を重視してきましたが， しかもその重要性は年ごとに加わるばか

りであります。たとえばロークリー財団奨学生は従来は大学院在学生だけであったものが，新しく大学

在学生にもその範囲がひろげられたとか，研究グルーブ交換が年ごとに活発になり， 現にわが第365区

でもカリフォルニアの第522区から目下団長以下7名のチームをお招きしているとか，青少年の国際的

交換として 6月から 8月まで米国と 2名の高校生の交換を行うなどということは，みなその現われであ

ります。

こういう構想の中でも，イソクーアクト・クラプの結成は国際ロークリーの企画としても特鉦すぺ

きもので，ご承知の如く，ィンクーアクト・クラプは大学課程へ進学前の 1~3学年に在学の男女学生

によって作られ，奉仕と国際理解の精神を養うことを目的としたものであります。日本ではちょうど高

校の学生に相当するもので，学校中心でも，学校とは無関係に地域中心につくってもよいのであります

が，会員は従来正式には男子学生のみに限られていたのが，今後は過半数を超えない限り，女子学生の

参加もよいことになり，インクーアクトの結成もよほど楽になることと存じます。しかし，日本でも他

の地区ではイソクーアクト・クラブの結成も盛んで，第370区は70クラブ，第357区は22クラブ，第358

区と第369区は各々19クラプ（昨年11月末現在）等々よい成績をあげておられるのでありますが，残念な

がらわが第365区は，いろいろの事情があるとはいい，この点では大いにおくれております。さいわい，

この度，関係各位のなみなみならぬ御骨折りにより，京都教育大学附属高校イソクーアクト・クラブの

結成と，これにつづく奈良市立一条高校イソクーアクト・クラプー一ー創立総会をすませて目下R.1．に認

証申請中ーーが結成され， tまずかしいことながら，これでやっとこの地区にも 5つのイソクーアクト・

クラプが成立して，イソクーアクト・クラプのガバナーを選出することができるようになりました。イ

ンクーアクト・クラブの理想は，奉仕と国際理解で， ロークリーとその目的を一にするもので，たえず

スボソサー・クラプと連絡をとり，その助言をうけるべき立場にはありますが，しかし，ロークリー・

クラブそのものではなく，その目的に反しない限り，自主的に運営さるべきものであります。この奉仕

と国際理解を目ざす自主的実践の中にこそ，新しい時代の若人の成長があると存じます。奉仕とか，国

際理解とかいうことは，言葉の上だけならば，ロークリアンは耳にクコが出来るほど聞いておりますが，

しかし，私自身顧みても，それほどからだにはしみついておらず，必ずしもわれわれの日常生活のすみ

ずみにまで浸透しているとは言われません。世界が日毎に狭くなりつつあることは，われわれにもよく

わかるのですが，それでもまだわれわれには世界はかなり広く思われます。戦前日本では社会は家庭と

国家との間に圧縮されて，欧米諸国で理解されて来たほど身近かのものとしてじかに肌身では感じられ

なかったようです。こういう日本の社会状況の中ではイソクーアクト・クラブなどの重要性も，あまり

ピソとこないかも知れませんが， しかし，人類への奉仕を目ざすわれわれロークリアソは，それだけ，

よりよき人類の将来のために，もっと，もっと，こういう仕事に眼を向けねばならぬと存じます。

こういう方面の仕事で，もう一つ新しいR.I．の企画として特に目だつことは，ロークーアクト・クラ

プの提唱です。このロークーアクトは，イソクーアクト・クラブとロークリー・クラプとの間をうずめ

るいわゆる YoungAdultのための企画で，提唱クラプの地域内に居住する就職または勉強中の17~25

オまでの男女を対象とし，男性が半数またはそれ以上でなければならないことになっております。その

目的はやはり奉仕と国際理解を主とするもので，イソクーアクト・クラプと同じく，学校（大学）単位で

も，またそれとは無関係に地域単位でもよいことになっております。いわゆる YoungAdultを対象と
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したこのロークーアクト・クラプの計画もR.I．で長い検討をへて始めて実行に移されたものと聞いてい

ますが，こういう計画を通じて， しみじみ惑じることは，いかにR.I．が世界の現在のみならず，将来に

向っても浩実に，その理想の具体化に真食lltことり組みつつあるかということがわかります。イソクーア

クトとか， ロークーアクトとかいうようなものは，ただ近視的，現実的に目前しか見ないようなものに

は充分にその真意を把握することはむずかしく，実はかく申す私自身もその例外ではないようですが，

まあ多少tませのぴをしても，一日も早くそういうインクーアクトとか，ロークーアクトなどのなかにあ

る息の長い理想とか国際性とかいうものに，深く思をいたし，こういう感覚が本当に身についたローク

リアンになりたいものであります。

青少年への奉仕の問題はまことに広く，深く何もインクーアクトやロークーアクトで始まったことで

はなく， R.I．としても既に久しく社会奉仕部門などで，その重要性を強調して来たのでありますが，地

域社会に密着した組織的な企画としては，いろいろ不充分な点がありましたので，近年イソクーアクト

の結成となり，更にロークーアクトと進んで来たのであり，更に各方面の経験から女子をも正会員に加

入せしめなければ無理があるということで，この度始めて正式に女子の加入も認められることになった

のであります。久しく関心を持ちながらも，まだR.I.としても青少年への奉仕の歴史が浅いことは，手

続要覧の中のその関連事項を見ても，インクーアクトの項がその主要部をしめていることなどからもよ

く分かります。双がここで，特にイソクーアクトとか，ロークーアクトのことを強調するのは，何も新

しいものに飛びつくというようなことからではなく， R.I．が明日の世界の奉仕に如何に苦心し，如何に

熱心であるかということを示して，われわれ日本のロークリアンも島国的な偏狭且つ近視的なくさ味を

すてて， R.I．のこの前向きの姿勢におくれをとりたくないと思うからであります。

しかし，同時にここで一言触れておきたいことは，青少年問題の解決は決してロークリーの独占では

なく，この問題には多方面の活躍があるということであります。たとえばポーイ・スカウトやガール・

スカウトなどのスカウト運動，国際ユースホステルの運動，国際赤十字青少年の運動等は，何れも広く

考えれば，直接または間接に自己の訓練，社会奉仕または国際理解などを目ざしているもので共通点も

多く，健全な青少年の育成には手を握りあってよい組織であり，また国際的な奉仕組織としても決して

ロークリーだけが唯一のものではなく，既にわがロークリーの創始者，ボール・ハリスも説く如く，ラ

イオンズやキワニスなども手を握って，堂々とそれぞれわが道を歩きながらもよりよき人類社会の建設

に大乗的に協力してよいものだと存じます。

なお，ここに青少年問題を論ずるに当って，どうしても忘れてはならぬものに，ロークリー以前の問

題があります。それは青少年の教育における親の責任であり，家庭の責任であります。近頃の日本では

あまりに学校教育に力を入れすぎて，入学試験などには本人のみならず，家庭全体が血眼になりすぎて，

何よりも大切で， しかも教育の最も基礎である家庭教育がとかく忘れられがちになっております。しか

し，子供の教育にとってほ，家庭ほど重要なものはなく，それは教育の基礎の中の基礎であり，人間の

真の教育は決して学校で始められるものではなく，就学前の家庭そのものに始められるものであり，こ

の意味では家庭こそは一国の基礎であり，人類社会の基礎だといわねばなりません。 「三つ子の魂百ま

で」と俗言にもいいますが，正にその通りで，人間の基本的な性格，たとえば誠実，努力，親切，忍耐

などというようなことは，意識的に口で教えられるというよりも，むしろその芽は家庭で教育以前の問

題として，いつとはなしに父母などの日々の行動を通じて自然に子供がまねをしながら身につけるもの

であります。父や母が自らの過去も現在も忘れて，自らやったこともなければ，また出来もしなかった

ことや，そして最も悪いことは現在も自ら真剣にやろうと思ってもいないようなことを，ただ口先で子

供に説教しても，決してよい効果を持つものではなく，時にはむしろ逆効果さえもたらすものでありま

す。私には現在6人の子供と11人の孫がありますが，この年頃になって， しみじみ思うことは，われわ

れ夫婦が過去におかしたか，あるいはおかすおそれのあった以外の過ちをおかしたようなものは子にも

孫にも 1人もなく，どうも子供の過ちは即ち私ども肉身の中にあるものの現れだと言っても過言ではな
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いようであります。時には子供の行為に驚いたり，あきれたりするようなこともありますが，それとて

も静かに考えると，若き日の私どものある一面でしかないのです。

要するに子供の家庭教育では親自身が持たないようなことや，また持つぺく真剣な努力をしないよう

なことを，ただ口先で教えてもだめで，子供をよく育てようということなら，先ず親自身がまじめに考

え，誠実に行動することだと存じますc そして規律正しい生活の中で甘やかさず， 目のついた愛情の中

できびしいけじめをつけ，子供を信じて，決して子供がやけくそを起さずに希望を以て生きられるよう

にすることだと信じます。家庭教育は言葉ではなく ，親の行動がもとになるのです。いや，これは家庭

教育だけではなく，恐らく教育一般においてそうでありましょう。

公式訪問の際など刊少年の問題を聞いて見ると， どうもお座なりのものが多うございますが， これは

一つには問題があまりにも広く，深いからだと思います。非行少年の防止，交通災害の予防，不良少年

の善避等，いろいろとあげられますが，思うに私は背少年対策の最も重要なことは，先づ以てロークリ

アソ自身が家庭で，その子女を立派に育てることが先決問題であり，この家庭における青少年教育の経

験がそのまま地域社会での青少年指涵の甚礎となると存じます。何ごともそうでしょうが，特に冑少年

の指郡には，ただの口先きではなく ，心からの真実さと，現実社会の正しい把握が必要であります。現

在の日本を見て，特に淋しいことは慟く青少年に対する配應の乏しさでありますが，こういう方面には

各クラプでも格別のご配慮を賜わりたいと存じます。この意味では奈良クラプの慟く青少年のためのス

ボーツ団結成などは特箪に値すると存じます。

人類の運命は，個人のそれを超越した永遠のものであります。われわれ個人はこの地上ではひと時の

旅人で長生きをしてもせいぜい百オぐらいで地上の生命を終りますが，それをうけついで人類社会を前

進せしめるものは，われわれにつづく次の世代であります。こうした見地からは恐らく若人をよりよく

伸ばすこと，そしてそれによって次の世代をよりよくすることほど索哨しい仕事はないでしょう 。若も

の，それはおとなを小さくしただけのものではなく，無限の可能性をその中に潜存し，やり よう によっ

てはいかほどにも伸び得る神秘をその中に蔵した不思議な存在であります。RI．が大きな夢を具体的に

実現しようとして，イソク ーアク トやロークーアクトを結成していることも，こうした角度から眺める

と，実に索哨しいことだと言わねばなりません。ロークリーは大望を描きながら，社会奉仕に生きよう

という組織です。腸光に輝く新緑のように，われわれロークリアソもロータリーの箭熱にもえましょう 。
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第 365区Clータリークラブ
国犀ロータリー算365区ガパナー

会長並びに幹事殿 平 澤 興

ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effective 

＊ッジス R.I．会長

ロータリーの歩み

この間あるバスト・ガバナーから月信受け取りの御礼に「いよいよガバナーの仕事もホームストレッ

チにはいりましたネ」というお言葉がありました。辞書を引いて見ると， Homestretchというのは，

本来は決勝点の直線コースのことだそうですが，転じて仕事の最後の部分などというような意味にも用

いられるとのことであります。 「いよいよホームストレッチにはいりましたネ」というお言葉のなかに

ほ，かつてガバナーとしての御体験を通じての御同情と御激励のようなものがあるようであります。

仰せの如く，ガバナーとしての私の仕事はたしかに終りに近づき，月信もこの号を除いてあと一回と

なり，惑慨無呈のものがあります。この仕事が終るということは，ほんとうに私にはうれしいことであ

り，またありがたいことであります。これは恐らく私だけではなく，各ロークリー・クラプの役員理事

ー同についても御同様のことと存じますc

ロークリーの仕事は，それ自体としては楽しいことでありますが，油断の出来ないことは， ロークリ

ーはたえず前進しつづけているということであります。ロークリーは，仕事の質においても，歳におい

ても決して一点に停止したり固定したりすることなく，たえずその感覚において，思索において成長を

つづけております。ただ過去のまねをしておるだけならば，過去のあり方や，考え方だけで間にあうで

しょうが，たえず考えながらその理想の実現に前進するロークリーでは，何よりも先ず新しい事態に対

する正しい理解と人間的生長が必要であり，そのことはまたロークリアソの人間的幸福にも貢献するこ

とと思います。

国際ロークリーの今日までの足跡を大観して，つくづく惑心することは，そのすばらしい生長振りで



あります。 1905年2月23日に始めて集まった PaulP. Harris, Gustavus Loehr, Hiram Shorey, Silvester 

Schielなども恐らく僅か63年の間に，ロークリーが会員約63万人，参加国約140ケ国というような大き

な組織になろうとは思わなかったでしよう。もともとロークリーはボール・ハリスの優しい頭脳と孤独

の心に根ざしたものであります。ロークリーは，もし人間がただ機械的にビジネスの面からだけではな

く，もっと人間的に親しく深く交わることが出来たら，はげしい生存競争や混乱の中ででも，人生をも

っと明かる＜楽しくできようとの素朴な夢から生れたものであります。したがって始めはむしろ友情と

相互扶助が目的の主なもので，会員間の関係も自然で，無理や行き過ぎなどはなく，会員の選択にも学

力とか，社会的地位などにあまり捉われず，共通の理想に対する情熱と人柄とがすぺてであったようで

あります。ロークリーの 4人の創立会員のうちで，大学教育をうけたものは弁護士のボール・ハリスだ

けでありましたが，しかし，そんなことには無頓着に石炭商のシルベスクーが第一次の会長に選ばれて

おります。鉱山技師のローアと洋服生地商のショーレイは何れも火の玉のような人間で，もしこの 2人

がおらねばロークリーの発足がおくれたのではないかと思われるくらいでありますが， 2人とも問もな

くその事業が面白く行かず，会員を辞退しておりますが，こういう創立当時の事情は，いろいろと今日

のロークリーのあり方にも示唆するものがあるようであります。私がここで言いたいのは，決してロー

クリーがその創立当時，よい加減に会員を選んだということではなく，むしろその逆で，創立当初には

いかに人選が自然で索朴であったかということであります。

文化社会は一面組織化であり，組織化ということは望ましいことでありますが，へたをすると血のか

よった索朴さを忘れることになりますので，やはり心すべきものがあると存じます。網領第2の第2項

には， 「総ての有用な職業の価値あることの認識」と書いてありますが，特に日本では世界的の眼で社

会を見，職業を見て，世界におくれることなく，あらゆる職業に対する認識をより深くしたいものであ

ります。

ロークリーは前述の如く，創立当初においては友情と会員の相互扶助などに重点がおかれておりまし

たが，ただそれだけでは利己的にすぎるというような声が起り，会員の鋭い反省もあり，間もなく奉仕

ということに重点をおき，これを以てロークリーの理想とするようになりました。この奉仕も始めはま

ず最も手近のものとして各自の職業を通じてのいわゆる職業奉仕ということになり， 「超我の奉仕」と

か， 「最もよく奉仕するものが最も多く報いられる」とか， 「4ツのテスト」などがロークリーの標語

となりましたしかし，ロークリーの奉仕は，ただ自己の職業を通じての職業奉仕だけでは狭すぎるの

で，より広い地域社会の全面に亘ってのいわゆる社会奉仕に展開し，この社会奉仕は国家社会への奉仕

を越えて今や世界社会奉仕にまで生長しつつありますC 一方クラプが大きくなるにつれ，クラプの自家

運営をするための世話も必要となり，ここに世話女房的ないわゆるクラプ奉仕が生れました。このクラ

プ奉仕によるゆるぎないクラブ内の活動があり，その基盤に立って始めて主として対外的な他の領域の

奉仕も出来るわけであります。

国際ロークリーが今日の発展を見るに至りましたのは，もとより決して 1人や2人の力ではなく，大

きく見れば恐らく奉仕を目ざす世界の全ロークリアンの力でありましょうが，しかし，特に奉仕に徹し

た偉大な先輩たちに負うところが多いのであります。そしてそういう偉大な先輩たちのなかでも，特に

すべてのロークリアソが忘れてはならぬ人は， Chesley R. Perryでありましょう。 1960年2月彼が死

亡した時．ボール・ハリスは「若し真実私が設計者と呼ばれ得るとすれば．チェスはたしかにロークリー

の建築者と称ぶことができましょう」と言いましたが，彼は正にそういう人であります。ペリーは1942年

70オで退くまで，前後実に32年間ロークリーの事務総長の職にありました。その後，彼は名誉事務総長

とか，国際ロークリー会長などにもすすめられましたが，彼は悉くこういうものを辞退して，最後まで

彼の所属ロークリー・クラプの一員に踏みとどまりました。恐らくペリーなくしては，これほど急速な

国際ロークリーの拡充発展は考えられなかったでしょう。彼は 1人のロークリアンとして偉大でありま

したが， 1人の人間としてはより偉大でありました。国際ロークリーの大きな骨組で彼が頭や手を全然
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触れなかったものは恐らく一つもなかろうと言っても過言ではなく，彼の目は深く，広くロークリーを

見， ロークリーを愛しておりました。彼は一面きぴしい人間でありましたが，それでいて決してただの

つめたい理屈屋ではなく ，真に規則を生かして使える人だったと言われています。ボール ・ハリスと共

に， ロークリーのつづく限りチニスレー・ペリーの名は消えないでありましょう 。

ロークリーに限らず，ある一つの組織が発展するうしろには，必ずそこには洋なる理想や原理だけで

はなく，それを動かす人間がおります。邁進すると ころには，必ず道は開けます。国際ロークリ ーの今

日の発展も偶然ではなく，そのうしろに歴代 R.I.会長や役員諸氏の無私の奉仕があることを忘れては

なりますまい。

言うまでもなく国際ロークリーの原則は， ロークリー網頷に示されていますが，具体的の活動はその

時々の国際ロークリーの会長によって示されるのであります。ここ数年来の国際ロークリーの活動を見

て特に気づくことは， ロークリーの内的及び外的拡大， ロークリー精神の普及とこれを次代にうけつぐ

ための各種の青少年教育，世界を身近かに感じて，その幸不幸を共にしようといういわゆる世界社会奉

仕などに重点がおかれているということであります。 ロークリーと粁少年教育の関係については前号に

も触れま したが，各クラプにとっての最も具体的な問題としては，イソク ーアクトやローク ーアクトな

どの結成があります。こういう問題はただ目新しい問題にとりつくということからではなく， もっとひ

ろく遠く世界の将来，日本の将来を見るという角度から， じっくりと努力せねばならぬ問題だと存じま

す。世界社会奉仕についても，全く同じことが言われましょう 。実はこういう問題になると，私自身が

島国的時代の中に育ったためか，頭では理解が出来ても，まだからだでは何の抵抗もなくうけ入れると

いうほどには成長しておらず，わかったようなことをいうことはまことに恐縮に存じます。 しかし，頭

ではわかりながら，まだからだではすなおに感じとれないという私の中にあるこの矛盾とはがゆさはま

すます問題の璽婆性を私に迫るのであります。 こうした私のロ ータリ ーア ノ`と しての未熟の自覚が，た

えず私自身によりよきロークリアソを要求しますが， こうしたことがあるいは私の言葉をいつも固いも

のにしているかも知れません。

ロータリーの拡大は昨日今日の問超ではありませんが，本年度は特にお骨折りを戴いて三ツの新クラ

プ，即ち大阪天満橋ロークリー ・クラプ，大東ロークリー ・クラプ及び京都山科ロークリー ・クラプが

できて，大いに感謝しております。新クラプの結成についてば会員の選択，地域の割演など大小いろ

いろ骨の折れることが多いのであり ますが，本当にスボンサー・ クラプはよくやって戴きました。新ク

ラプの結成は決してただ外に新しいクラプが出来るというだけのことではなく，そのうしろにはスボソ

サー・ クラプや協カクラプなどのロータリー的理解と人間的成長があるのであり，その意味ではこの外

部拡大は実は同時に真の意味における内部拡大をも蔵しておるのであります。

ただ規則を覚えるだけではなく，生活の中にロークリーを生かして一筋の， しかも限りないロークリ

ーの道をどこまでも，どこまでも歩き続けましょう 。
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第385区ロータリークラプ

会長並びに幹事殿
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ロータリアンとしてのあなたの資格を効果的に

Make your Rotary membership effect幻e

＊ッジス R.I.会長

第 522区からの研究グループ交換チームを送って

カリフォルニアからの研究グルーブの一行が帰ってから，もうやがて 2ヶ月になります。ピル団長以

下6名の若ものは，皆すばらしい人々ばかりで，彼等の帰国以来，何かわれわれは手の中のものを落し

たようなわぴしさを感じております。この度の第522区からの一行は昨年3月から 5月にかけて世話に

なった当地区からの一行に対する交換チームで，本年3月から 5月の 2ヶ月に亘って本地区の各地をま

わられたのですが，どこでも温かい歓迎を受けられ，ビル団長以下一行も極めて満足して帰られました。

これはわが地区としても，誠に嬉しいことであります。これで第522区と，わが第365区との今回の研

究グループ交換計画は一応終ったわけでありますが，その具体的経過については，どうぞ，この計画に

ついて並々ならぬ御骨折を賜わった研究グループ交換委員会の絹川委員長の御報告をご覧願います。

私は，今回の研究グループ交換がこれで，一応終ったと申しましたが，わざわざ一応と言いましたの

は，この研究グルーブ交換の影唇には大別して 2種，即ち研修の間，或はその直後のものと，更に長く

尾をひく永続的のものとがあると思うからであります。これはカリフォルニアから来られた一行につい

ても，また昨年この地区からカリフォルニアを訪れた一行についても言われることで，若い日の外国訪

問の真の消化と醗酵には，長い歳月を要するものでありますの

たとえば私自身について見ても，私が初めてスイスを訪ねたのはもう40年にもなるのでありますが，

そこでの 1年間の留学はまことに意義深く，未だに私はその時の収獲を完全には消化をし，醗酵せしめ

ておらぬようであります。当時の直接の目的はチューリッヒ大学脳解剖学研究所における神経学の研究
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でありましたが，実は私はそこに思わざる拾いものをしたのであります。即ち私はそこで，ただ神経学

ゃ，スイスについて学んだのみならず，鷲いたことには，それよりも， 日本自体について，さらには自

己自身についてより深く学ぴ， より深く考えさせられたのであります。どこを見ても日本人ばかりの日

本では，それまで気づかなかった日本の欠点や長所が，はじめてしみじみと私にとって問題となり，思

索の対象となりましたし実はこの私自身についての深い思索こそが，私の最初の外国留学たるスイス留

学の最大の収獲のようにさえ思われるのであります。それは，その後の私という人間の人間づくりにも，

また学者としての成長にも根本的な要因となっておるようであるからであります。一般的に言って，異

なる自然や現境，異なる歴史や遣伝質の下で展開される文化や人間の姿が違うのはむしろ当然ですが，

しかし，それだけにそれぞれ本質を持っており，それらを正しく理解するには，あくまでも先入観をす

てた深い考察と善意とが必要であります。そうした時，はじめてわれわれは， しばしば表面的には違っ

ておるようで，実はむしろ本質的には同じであったり，あるいは逆に一見同じようで，実はむしろ内面

的には違うものがあることなどを発見するのであります。恐らくロークリ ーの研究グループ交換などに

も，きっと，そういう経験がありましょう。さればこそ，自らの目，自らの耳で学ぷ研究グルーブ交換

計画が，ますますその重要性をますことにもなると思うのであります。

ビル団長以下団員のすぺてが無事に楽しく，研修の目的を達せられたことは実に焙しいことでありま

す。一行はそれぞれ各地で，生涯忘れ得ぬ友情を得て帰られた模様であります。そ して今は第522区の

各地で，あらゆる機会を利用して，この度の研修旅行について，熱のこもった精一杯の善意の報告をし

ておられるようであります。何と しても若ものの純情は尊いものです。一方では鋭い批判を持ちながら，

他方ではとろけるような誤美ができるのです。各国の若ものの間における囚われることのないこの全人

的な誤美と思索こそは，明日の人類の歩みにとって最も望ましく ，且つ最もたのもしいものでありまし

ょう 。この点ではこの度の研究グループの米国からの一行についても，また日本からの一行についても，

等しく大きな期待が持てるものと，私は固く信じております。

もとよりこの研究グループ交換は，わが地区については，最初のことで，こまかな点については，将

来改善を要すぺきものがいろいろあると存じますが，これらについては委員会の報告でも触れられてお

りますので，ここでは繰り返しません。

骰後に私はこの研究グループ交換計画に御尽力を賜わった第522区及ぴ第365区のパス トガバナーや

ロークリアソのすぺてに対し，なおまた直接この計画に対しお骨折を戴いたこの地区の研究グルーブ交

換委員会や各地のロークリアンに対して心からの感謝を申しあげます。わけても，病気をおして頑ばり

ぬいて戴いた絹川清委員長， 若ものにとけこんだ惰熱の名リーダー奥村龍三君及ぴ WillamS. "Bill" 

Rogers君，終始当地区と相呼応して労を惜しまれなかった第522区ガバナーAlanD. Christensen君等

の印象は強烈であります。Alanや Billのからだのぬくみは，きっと生涯私のからだからさめることは

ないでしょう 。日ごとに狭くなりつつある世界が，肌と肌との直接の接触によって，ますます明る＜，

あたたかいものになることを念じてやみません。ほんとうに，ありがとうございました。
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感謝と祈り

梅雨の晴れまに遠くの東山はかすみ，庭の緑も輝くばかりです。その中でひときわ目立つ白い花，そ

れはクチナツです。去年私がガバナー月信の第 1号を書いた時にも，妙に私はこのクチナシの花に心を

ひかれたのですが，もうあれから 1年，私は同じ机で最後のガバナー月信を書いているのです。このガ

バナーの 1年は長いようでもあり，またまるで一瞬のようでもあります。無我夢中で過したというのが

偽らざる私の気持ちです。

今ガバナーを終るに当って，私の胸に浮かぶものは，ーにも感謝，二にも感謝，三にも感謝でござい

ます。会長，幹事をはじめ，理事，役員，会員のすべてに対し，心から厚く御礼申しあげます。わけて

も手足となってお助け下さった京都の地元クラプ，ホーム・クラプ，ガバナー補佐の方々の徹底した御

奉仕には感謝の言葉もございません。

最後のガバナー月信はロークリー年度最後の 6月分の出席報告などがありますので，新年度にまたが

りますが，もう新年度が始まっておるのです。御承知の如く，ロークリーでは原則として， 1年ごとに

役員，理事，委員長などが変りますが，これはロークリーの硬直と老化を防ぎ，たえずロークリーに若

さと創造性を与える意味において，まことにすばらしいことだと存じます。これはまた，ロークリアン

が互に仕事を分かちあって，出来るだけ多くの会員がよくロークリーに通じるというような意味でも，

大切なことだと思われます。

我々は立場が違っても，みな等しくロークリアンであり，年ごとにいろいろ情熱を燃やしてよりよき

ロークリアソ，よりよき世界人になりたいものです。いくつになっても人生には余りにも学ぶべき事が
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多うございますが，しかし，さればこそ人生は限りなく尊いものだと存じます。我々個人はいわば地上

におけるひと時の旅人に過ぎませんが，しかしその努力のリレー的集積によって人類の歴史も文化もつ

くられて来たのであり，今後もそうであります。そういう角度から見ると，真の意味で完成された人間

像などというものはなく，すべては相対的な当座的の人間像で，長い将来に亘っての完き人間像はいよ

いよこれからだと思われます。人間を特長づける精神活動の中枢たる大脳皮質の構造もそれを裏がきし

ており，大脳皮質を占める凡そ 140億の神経細胞の全部を利用しつくした人間は，如何なる天オをも含

めて過去5万年の人類の歴史の中にはまだ一人もないという
ことであり，神経学的立場からは人類の将

来にはまだまだまことに前途洋々たるものがあり，
むしろ人類の将来はこれからだとも言われるのであ

ります。
こういう人類の運命を考えると，殺しあうのではなく，互に奉仕の精神で助けあうロークリーの意義

はいよいよ深くなります。一日も早く殺しあうような時代を終らせて，互に助けあう時代になるよう努

力いたしましょう。そしてこの夢がただの言葉ではなく，之を日々の生活の中で生かすように頑張りま

しょう。祈りはあくまでも大きく，しかもこれを最も身近かのところから実行いたしましょう。

ありがとうございました。ありがとうございました。
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「皇太子さまの御婚儀に列して」

平 沢 興

このたび私は，皇太子さまの御婚継とその祝宴に参列す

る光栄を得，御盛儀をまのあたり拝して，ひとしお感激を

深くいたしました。 当日の模様は「ラヂオ」・「テレピ」

などを通じて，くわしく報道されておりますのでこゞでは

細かなことには敏れません。たゞひときわ感銘の深かかつ

たのは， 4月10日の賢所の儀の形容の出来ないおとそかな

商素さと， 4月15日の祝宴の儀における喜びに満ちtころう.. 
ろうたる陛下の御言葉でした。

4月10日の東京は一点の雲もない青空で， おそ咲きの八

重桜と色とりどりの新緑とを背景にした喪所での古風ゆか

しい静かな儀式は私共の血の中にとけこんでいる日本の古

さを呼戻すかのように思はれました。4月15日の祝宴の俄

での天皇さまの御言葉は今まで何度かお問した陛下の御言

葉の中でも，最も人間的な喜びと温かさとを含むものであ

りました。このたびの御儀ほど古さと新しさとが渾然と調

和したものはありません。

哀の新しさはこの古さを内蔵した土堀のうえに成長する

ことを信じて疑いません。新しい日木は静かに，力強く伸

びております。

70 



---・・--------・ I I 

： 年頭所感： 世界家族を．／ 会貝平 沢 興
9 1 . --------・----
新年おめでとう。お互に今年も無事にお正月を迎えることができたことは，何としても有難いことです。たとえ大きさ

から言えば，広大無辺のこの宇宙の中ではとるに足らぬ小さな人間であっても，その知能に於ては全宇宙の中で最もすば

らしい人間という生命を持つて， 5雌位になんなんとするこの地球の生命の一年を今年もまた楽しみ得るということは実際

考えれば奇蹟そのものと巾してよいでしよう。世の中にはいつの時代も明るい面もあれば，暗い面もあります。科学技術

の進歩で地球がだんだん相対的に小さくなり，テレピやラジオなどで毎朝毎晩世界中の出来ごとが手に取るように分るも

のですから，本当に批の中がめまぐるしく，よいことも悪いことも余りに多過ぎるように思われます。しかし考えように

よっては，人類の歴史始まつて以来こんなすばらしい時代は，未だ営つてなかったといつても過言ではなく，文字通り世

界は今や新しい宇宙時代にはいりつつあり，昨年も人間宇宙船の第 1号，第2号が飛び，この地球も 2時間足らずで 1周

できるようになりました。聞けばJ-J旅行の成功もここ 5, 6年には間違なかろうとのことですが，木当にすばらしい時代

だと思います。

宇宙のひろがりにしても従来は2雌意光年．即ち毎秒30万キロという光の速度を以てしても，その光が地球に遠するまで
メツ＇

には20i意年もかかるという違距離まで達するといわれていました。ところが昨年12月7日付けの読売新聞の「科学の目」

の関口直甫氏の記事によれば，最近アメリカで．ある 1つの星雲までの距離が4碑ぎ光年であることが測定されたとのこと

である。もちろんこれは．今日まで人類が測定したことのある距離のうちで最大の距離であり．まことに宇市の広大無辺

の広さにはただただ呆れると申すほかはありません。しかも，恐らくこれは宇宙の最後的の広さというのではなく，科学

の進歩によって更にこの距離は拡大し得る可能性を持つているのです。

とにかく，これほど広い全宇宙の中で，大きさから言えばピールスよりも小さい人間が最高の智者だとすれば，人間も，

もつともつと考えねばならぬと思います。既に科学は宇宙時代にはいりつつあるのに，その研究をする人間の立場が地球

はおろか．それぞれ一国の利害や戦争の武器として宇宙的研究をやつておるとすれば，これほど矛盾に満ちたことはなく，

またこれほど馬鹿らしいことはありません。これは決して一国だけでよく処理出来る問題ではなく．またそう考え出した

からとてすぐ今日や明日で解決し得る問題でもありません。しかし，宇宙時代においてはせめてこの地球位は，全宇宙に

比すれば一粒の砂にも及ばぬこの地球ぐらいは一つの家族とし他の天体に対して共同動作をとるようにならねばならぬこ

とは人類に与えられた義務であります。人類は科学の進歩によって自らを滅ほすほど愚かではなかろうし，われわれもま

たそうでないことを祈らずにはおられません。しかしそれにはそれだけの人間の努力がいります。最も広い意味で世界の

人間教育が先ずこの方向に向かねばならぬでしよう。そして現実の政治も経済もこの方向に向かねばならぬでしよう。と

にかく何よりも新しい時代に対処する徳性をもった人間づくりが最も大切だと存じます。

こういう問題に対しても，わたしは，世界的交友機関たるわがロークリーの使命を考えずにはおられません。ロータリ

ーは何よりもサーピス精神をそのモットーとしておりますが，サーピス精神とは，自己を超えて他の人々をも自己と同様

に考え，他人の幸福をも自己の幸福の如く考えて，社会全般がよりよくなるような精神ではないでしようか。鈴木大拙氏

は1月号の大法輪の対談の中で仏教の出発点について，

「（仏教は） いわゆる絶対矛盾の自己同一というところから出発している。普通に言えば自分は自分，他人は他人で絶

対矛盾だ。それではどうしたつて二つになる。誓願は自分を超えて自分の中に他の人を見るのであり，自と他とは相対し

ているが，そのまま同ーなんだ。絶対矛盾に同一性があるのだ。仏教はここから出発しているんだな」と述ぺておられる

が．まことにその通りでありましよう。しかし，これは広い意味では恐らく仏教だけの問題ではなく，キリスト教，また

その他の宗教もその根底においては共通のものがあると見てよいのではないでしようか。少くとも教理とかその説明では

なく，生きた宗教的生活ということになれば，余程のあやしき宗教でない限りはそうだと息います。わたしがここで強謡

したいのは宗教論ではなく，真のサーピスは，ただ体裁やきれいごとではできるものではなく，深い宗教的な感覚或は裏

打ちなくしては不可能ではなかろうかということであります。

真のサーピスは笑われるとか損をするとかいうことを覚悟の上で，高い知性と覚悟とを以てせねばなりませぬ。目には

目を，歯には歯では永久に人類は救われません。狭い地球をもつと明る＜，自由に，且つ楽しいものにする唯一の方法は

正しい意味でのサーピス精神に徹し，己の如く人を愛することよりほかにはありますまい。国際ロークリーの使命も大な

るかなと言わざるを得ません。今年もみんな仲よく．よい年に致しましよう。

会報 1962年新春特別号所収
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事務所祇111会饒東山区祇閲石段下電兌ー0163

新 年 度 を

佑会場紐オ．テル東山区蹴上電77-6001

迎

会

今日ここにロータリー新年度の第 1回例会に当り，京都

東ロー タリーの新会長として挨拶をすることは，私の深く

喜びとするところであります。私は何よりもまづ会員各位

並びにその御家族の御多幸と御繁栄とをお祈り申しあげま

す。そして会員各位とともに，前年度の荻生会長，木村副

会長を始め，理平，幹事，会場監督，会計などの各位の御

苦労に対し，心から原くお礼を巾しあげます。

なお切にお願い申しあげたいことは，ロ ータリ アンとし

てなお未熟な私に対し，各位の心からの御友情と惜しみな

き御援助とであります。幸に役貝，理事， 幹罪会場藍怪

会計等には当クラプとしてのペテランをお雌iいすることが

できましたので，この点はまことに心強く感じております。

さて，新年度のロータリー運営については，まことに業

睛しいペッテンギル会長のメッセージがありますn 印刷を

して差しあげてありますから，ただその文字だけではなく ，

からだ全体で， ペッ テンギル会長の心をお汲みとり下さい。

Live Rotary by 

sharing Rotary. 

Live Rotary in 

every business 

relationship. 

Live Rotary thr-

ough your com-

munity leadersh-

ip. 

Live Roねryth-

rough our world 

fellowship. 

365 DISTRICT 

ぇ

長

て

平 沢 輿

轍業関係において，地域社会の指導的任務を通じて，更

には世界的友好を通じて，ロ ーク リーを分ち合うことによ

つてロークリーに生きよう，とは何という響にして，しか

も心を魅する言葉でありま しよう。いや．これはただの営

葉ではなく ，会長の長いロークリー生活を通じて生れ出た

魂の祈りであります。

論語の中に，孔子は「これを知る者は，これを好む者に

如かず，これを好む者は，これを楽しむ者に如かず」と言

つておられるが，アインシュタイン，ロダンなど偉大な学

者，芸術家などの生き方を見て，これを楽しむなどという

なまやさしいものではなく，むしろ全生命そのものを仕事

に旅げ尽して，仕',iiIC!:J・：きるという意味で，私は数年前更

に以上の孔子の語に， 「これを楽しむ者は，これに生くる

者に如かず」とでも附けたらよかろうと，ラジオで放送し

たり，新聞で習いたりしたことがあります。私はこの度，

ロータリーに生きよう，というペッテンギル会長のメッセ

ージに接して， はげしい共慇と感動とをうけたのでありま

す。そしてペッテンギル会長のロ ークリーに生きようとい

う表現を次の如く ，

「ロークリーを知る者は，これを好む者に如かず。ロー

クリーを好む者は，これを楽しむ者に如かず。ロークリ ー

を交しむ者はこれに！しくる者に如かず」

とも表現することができると思うのであります。ここに

はロ ークリアンとしていろいろの段階があるのであります

が， ペッテンギル会長は長い体験を通じてロークリアンと

しての最後のあり方を，そのものずばりと苫いきつておら

れるのであります。空念仏のローク リアンではなく ，生活
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の中でロークリーを'l:．かし，あらゆるiiiでローク リーに徹

して生きよと， tつておられるのでありまl•。 'fーテ（ふ人

は自らの知ることのみを見るものだ．とけつておりますが，

ロータ リーに11・：きるなどということも．一見分りきつてお

るようで．実はペッテンギル会長のl'I!.h,（されるように深く

理解することは決して容易のことではありません。 rlらの

乏しさを深く惑識する私などは，ベッテンギル会Jとの，―f岱

に屯＇収的！邸 JIを・文けながらも，j,;J時にそ(})＆ばざることに

おののく作のー・人であります。しかし各位とともにベッテ

ンギル会長の心に応えるよう，屈沌をつくそうとlli<flら

に秤つております。

ロークリーにII:．きるまでには，（イ）これを知り，（口）これを

好み，りこれを悲しむというようないろいろの逍程があり

ますが，すべてのロークリアンはある程度までは既にそう

いう党fi・でロークリーに入会しておられる筈であり．少<

ともある粍度までは，ロークリ ーの規則とか，ロークリア

ンのあり）iについてはりし知の笠であります。しかし残念な

がら． 11、I,1身を省みても，なかなかそういう岨にはなって

おりませぬ。株にわれわれII本のロークリアンとして1人省

を要することは．ロークリーのルールのl'I！り名にはJ'I¥知llりな

碩だけではなく社会とか，投務とか，サービス＾序々につい

てIi猜際的感槌を身につけねばなりませぬが．これは'Kにむ

ずかしいことで，かく 1|lすfl、I'1身なども極めてtそしいもの

であります。しかしそれに気づいておるのはまだ恕すぺ＜ ．

最も恐ろしいのは． l14<il'•J感党で文字だけを説んで，それ

でルールが分つたような錯虹を持つことであります。お 1」:
いに心からのJ£iliの中で）戌めあつて，我流に陥らぬよう心

がけたいものであります。何としてもよきローク リア ンた

るためには，その感じ）iや杓え）iが11猜際的になるよう ，人

I:',lil'.)に1|．:Jとせねばなりません。

Live Rotnryーロークリーに'tきようとは実に無上の栢

柄であり， 一見まことに簡iltO)ようですが，実はそこに達

するにはいろいろ0)沿程があろことを深く認識して，火い

に頑ばりましよう。

Shake Roteryーロークリーを分ちあう， ということも

如こ：意味深J~であります。ロークリーを分かち合うという

ことは，ロークリーの心を，ロークリーのll••Jiを，ローク リ

ーのり・話を分かち合うということであり，ロ ークリーII・：活

のll]で，ひとつ心になつて｛狂・・びも悲しみも分け合つて1l:．き

るということであります。ローク リーを分け合うというこ

とは，（,ifどとも一つ心で）Jを介せてやるということで，そ

U)ためにはそ1ぼ‘4LU) 、'r.k,}における各i伽）， 各人の t'湘I•I‘•J

O)f,1i合と協IL,1fl：没とが必要であります。ロークリーに4:．き，

ロークリーを分ち合うために，最も恐ろしいことは，いわ

ゆる無関心であります。どうぞ各位は，みんなが役L1であ

り， J'Iじドであり，委llJ砂のようなつもりで，｛l＼席を始めロ

-'J')-I))すぺてのihiの i,ri!Til)に休‘'ii) 的な伯 hiil'•Jl~I心と深

いl人1，りとを以て協J)して卜さい。

貞にlリ1かるくて珠しいロークリー

会li一人残らず，心と心の通じたロ ークリー

ルールを知るのみならず，国際愁槌を身につけて襄にル

ールをこなしたロークリー

みんな手を脱つて，掘内ガパナーの下で，こういうロー

クリーをつくるよう碩ばりましよう。これにはロー クリー

を分からあつて， ロークリ ーに！l：．きることが最も近氾なの

です。

Liw Rol;iry by shnring Rolnry. 

・ •一••一•"•—••一••一••一..ー••一••一••一·•一••一••一••一••一••一••一••一••一..ー·•一••一•.＿.•一·•一••一••一••一••一••一j

I ••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一•--」••一••一••一••一••一••一
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新年おめでとう。いくつになっても，やはり新年は森羅

万象ここにあらたまると言った感じである。信網先生は数

年前「邪ここに生まるる朝の日をうけて，山河草木みな光

あり」とよまれたが，まことにそのものずばりと言ったさ

わやかさである。さらさらと新年の大自然を詠じて，しか

もその中に己の心までもよみこんでおられる。新呑の朝日

に照り輝く山河卒木の姿は，そのまま信網先化の心の姿で

もある。

さすがに新呑は，われわれにもそんな感じがする。それ

はどこかに LiveRotaryの心にも通ずるものがあるよう

である。 リプ，ローク リー， このRIペッテンギル会長の言

葉は，われわれにことしのロー タリ ー年度の初頭，文字通

り衝激的感動を与えたが，これは考えれば考える程，すば

らしい言葉である。思い出すごとに新しい希望と身のひき

しまる癌激を与える言葉である。 仕事にり・：き，友情に燃え，

奉仕に徹するロークリ ーの心を心として生きる生活は，正

に人矧l'I！想の窮極とも言われよう。しかし，ここで最も大

会長 平 沢 興

切なことは，そう考えるだけではだめで，それをそのまま

日々の日常生活の中に生かすという事である。完全にそれ

を実現することはとてもなかなか出来るものではないが，

しかし，容易でないからこそ，そこに夢があるのであり，

容易でなければない程，われわれロータ リアンは少しでも

それに近づかねばならぬのである。考えてみれば孔子のよ

うな人でも「吾口に三たびわが身を省みる」とのきびしい

生活を生きられたのであり，また 「朝に逆を聞けば夕に死

すとも可なり」などと，激しい言葉をも叫んでおられるの

である。

「汝のうちなる火を燃やせ」というラハリ前RI会長の言葉

も，私はほんとうに好きである。人問は内なる火を燃やし

ておる限りにおいて永遠に若人であり，輝く 山河草木とと

もに，師く英知の人問になれるのである。ことしは巳の年

だが， じは英知の表象だとも云われる。心から会員各位の

御柄進と御多幸をお祈り申し上げる。



京都東 R.C．十用年記念

□]ーなき道ローターリニ
奉仕の理想 胸にひめ こころあわせ 手をつなぎ

友梢花と 咲かせつつ 平和と幸を 祈りつつ

生きよう今日も にこにこと 生きよう今日も にこにこと

ひとすじの道 ロークリー ひとすじの道 ローク リー

限りなき道 ロークリー 限りなき道 ロークリー

--. ~:.~~や＿;1···.J..Iu1 i1方'?：片~｀ g f i 作 詞 "'. 1 作 曲

―̀ ・ 

会員

平沢興

どうした風の吹きまわしか、昨夏琵琶湖畔で当クラプ

のアッセソプリーが行われた際、木下会長から私にクラ

プソソグを作れとの話があり、始めはまあ軽い気持で聞

いていたのであります。ところがまだ作詞もできぬうち ‘‘限りなき道ロータリー”の作詩を頂いたのは、昨年

に、何瑣にもまめな木下会長から、作曲はもう知人の藤 の荘でしたか、平易な詞だけに、日常会話と同様のアク

山一郎さんに頼んで快諾を得たとのことで、とやかく言 セ・ノ トで作曲せねばならぬと心掛け、 1番と 2番との字

ってはおれず、作詞に及んだ次第であります。 作曲に当 数を揃えて頂いたり数回に亘って速達の往復、最終決定

っては藤山さんからまことに懇ろな御指示を戴き、深く の詩を頂いた瞬問、スラスラと害き上げる事が出来まし

感謝をしております。 た事、御報告申し上げます。

歌そのものについてはもうくと・い説明は必要なかろう こう簡単に祖いてしまうと御期待に背く様ですが、日

と思いますが、果して私の気持が索直にあらわれている 数をかけても駄目な場合が多く、淀みなくさ らさ らとお

かどうかについては内心伍泥たるものがあります。 玉じやくしが出る方が又歌い易い曲を生み出す結果にも

真の奉仕はただ真似ごとではなく、家族をも世界をも なり、 1月30日ピアノ伴奏窮も苔き上げて完了致した次

含めた広義の社会に対して、おのずから胸にわく報恩惑 第であります。

謝の念と奉仕の理想がなければ出来るものではなく、た 10周年を御記念なさっての制作に、一員として参加さ

えず生活のまっただ中でそれを胸におさめておかねばな せて頂き心から感謝申し上げます。そしてその上にお願

りませぬ。 「奉仕の理想胸にひめ」とは、そ ういう気持 い申し上げたいのは、曲が出来て発表されます亭は、し、

を歌ったもので、 「生きよう今日もにこにこと」という わば子供が生れた誕生日の如きものです。どうぞ皆々様

のは、ただ観念だけではなく、日々の生活そのものを明 によ って立派にこの歌を育てて、一人前のロークリー ソ

る＜ロ ーク リーの精神で生きぬこうという気持を歌った 、ノグ集の仲間に入れてやって下さい。

のであります。 「ひとすじの道ロータリ ー、限りなき道 終りにのぞみ、会長はじめ、幹事皆々様の御熱心な御

ロークリー」はくりかえ しにしてありますが、これは口 努力に包まれ作曲させて頂けました高、心から焙しく存

ークリーの道は奉仕℃とすじの一本道であり、しかもこ じ居り ます。

の一本道は身辺のことから始まって全人類に及ぷもので 3月20日

尽しても尽しても尽しきれぬ限りない道だということを

歌って、我々自身にロークリアソとしての覚悟を促した

ものであります。手を携えて友情の花を咲かせながら、

楽しくがんばりましよう。

ì‘ 
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東京西 R.C.

NHK音楽部

藤山一郎

会報 1966年 3月号所収
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ロータリーの心

平 澤 興

周知の如く、本年は国際ロ ータリー創立65周年、日本 創立者PaulHarrisの神に通ずるロ ークリーの心と、之

ロークリーの創立50周年に当るが、この年のロークリ ー を受けついで来た優れたロ ークリアソ達のおかげであろ

創立記念日に改めて会員諸君とともに「ロークリーの心」 う。そういう意味では、われわれはただその時々の流れ

に就て考えることはまことに意義深いことと思います。 に動かされず、常に先師の源流にかえって深くその心を

1905年 2月23日の夜 PaulHarrisを中心としてSilvester 味わい、天をわれわれロークリアンの心とするよう、た

Schiel, Gustavus Loehr, Hiram Shorey等僅か4人に えず心がけねばなるまい。

よってッカゴに創立されたロークリーが、今日、国際口 Paul Harrisの写真に接して驚くことは、弁護士を業

ークリ ーとして世界の隅々にまで及び、現在148カ国、 としながらも、全く垢のぬけきった沖純な型者のような

14,055クラプ、 660,500人の会員を有する巨大な組織にま 相をしていることである。だが、そうした消純な人がと

で伸び、更に日々発展を続けていることは誠に勲歎すぺ かく世俗に対して感ずるように、 PaulHarrisもいわゆ

きことで、恐らく之は当初 PaulHarrisを初め何人も予 る淋しがりやで、一面とうにもならぬ孤独感を持ってい

想しなかったことであろう。この予想を超絶する巨大な た。しかし、そ うした理想家肌にもかかわらず、彼にお

発展には、種々の原因もあろうが、何よりも先ずそれは いて特に感心することは、他面極めて常識的で、人に対

カ ッ トは 会員楠郎弥キ君酉「季問水漬J
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して甚t錢寛容なことで、決して無理をせず、従って人と

の肌触りが柔かく、天衣無縫的な組鏃力を持っていたこ

とである。われわれ日本人として特に注目すべきことは、

こうした場合、日本ではとかく淋しがりやは孤独惑に囚

われて、之を消極的に楽むような傾向さえあるが、Paul

Harrisにおいては然らず、常に淋しさに対しては稼極的

に対処し、自 ら淋しいが故にいよいよ友を求め、温かい

友情によって社会を明る＜、楽しく、意義あるものにし

ようという奉仕的態度に努めたことである。ロークリー

綱領の第 1に「奉仕の一つの機会として、知り合いを拡

めて行 くこと」と困かれているが、これはこうした明る

い積極的態度で、これこそロークリー綱領の基本中の基

本ともい うべきもので、この気持ちが真にわかれば、他

のことはおのずから身につくとも言われよう。かく申す

私自身も分かっておるようで、果してその体得がほんも

のか否か、自ら恐れている次第である。

Paul Harrisは弁護士としての戦業柄いろいろの人に

接したが、どうもそうした表面的関係だけでは、彼が望

む心湿まる友情を得るまでには至らず、何とかそうした

友惰の会を持ちたいという願望を以て、石炭商のSchiel

や、鉱山技師の Loehr、洋服生地商の Shoreyなどに話

を持ちかけたのである。当時、ンカゴは混迷その極に達し、

職業的にも全く弱肉強食の時代で、彼等もそ ういうもの

を望んでいたので、これら同志の心からの安成を得て、

ロー クリーの創立となったのである。当時はまだアメリ

カでも大学教育はそれほど普及しておらず、創立会員4

名中大学を出たものは PaulHarris 1人だけで、他の 3

人は何れも高い学校教育は受けていなかった。しかし面

白いことには、それだけ彼等は教育によるよごれも少な

く、何れも梢熱と純情にはひけをとらぬさむらい達で、

Paul Harrisへの彼等の絶対の信頼はむしろロ ークリー
かどで

の門出を容易ならしめたとも考えられるようである。と

にかく創立会員のすべてが火のような存在であった。不

幸な経済的事情で、 LoehrとShoreyの2人は間もな く、

，，ークリ ーを去ることになるが、しかし PaulHarrisの

彼等に対する友柄はかわらず、その思い出の中にも彼等

について切々と語っている。

もとより・ンカゴクラプ創立の当初には、人数も少ない

ことで、あまり面倒な規則などはなく、週 1回まわり持

ちに自分のところで会を開き、情報を交換しながら友梢

を楽しんだ。当時は弱肉強食時のはげしい生存競争の時

代なので、同業者が多くては紅篇tょどの起る恐れもある

ので、会員は 1業 1人制として、そのかわり初めのうち

は互いに職業上の便宜などをも計りあっていた。しかし、

そのうちに会員同志だけの助け合いでは少し利己的過ぎ

るとの反省なども起り、地域社会全体の幸福を考え、こ

れへの奉仕ということになり、いわゆる社会奉仕が始ま

った。そして自己の職業もただ自分の利益のためだけに

ではなく 、労慟に対する正しい報酬は之を受けながら、

同時に社会のためにもなるようにとの考えで、之が職業

奉仕となった。更にロ ークリ ーはその視野の拡大ととも

に、社会奉仕はただ地域社会に対するものだけではまだ

不十分だということになり、之を国際的視野にまでひろ

げて、今日のいわゆる国際奉仕にまで発展するに至った

ものである。ところで、こ うしたロー クリークラプの活

動にとっては、クラプはいわば活動の根拠地ともい うペ

きもので、その運営如阿は直接クラプ活動の成果にも影

閾を及ぽすので、奉仕の重要な仕事としてクラプ奉仕が

生れたわけである。

クラプの 4大奉仕部門についても、いろいろ考えるペ

きことはあるが、今日は之には触れない。ここでは分か

りきったことながら、ロークリー活動の根本はやはり友

情と奉仕であり、奉仕もよく考えて見ると、世界的に拡

大された友情とその実行にほかならぬと言われるようで

ある。も とより世界的に拡大されたこの友t肖には、どう

しても高い視野に立つ愛と認識がいり、また常に変動す

る世界と共に前進し、之に適応し得るだけの弾力と適応

力とが必要である。 これは楽しいこ とだが、しかし、惰

眠を許さない。 「ひとすじの道ロー クリー、限りなき道

ロークリー」と私が歌ったのもそのつもりである。今日

も明日もニコニコとして、楽しく 、しかも遥しく一筋の

この道を進もう ではありませんか。

••一..•一••一••一••一••一••一••一••一••一..一••一••一••一•,＿．．＿••一••一••一• •一••一..一..一..一..一．．＿．．＿．．＿．．1 i 
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新春随感 平澤 輿

A TIME FOR ACTION  

“今こそ行動のとき'’

(R. I．会長クーゲット）

“心のこも った活動”
Whole-hearted Activity 

（京都東 R.C.会長ク ーゲット）

正月はいくつになっ

ても良いものである。

もとより年をとってか

らの正月の喜ぴは子供

の時のようにうずくほ

どのものではないが、

それはそれで自然でありそれでもよいのであ

ろう。

私は越後の片田舎に生まれたが、六、七0
年前の越後は正月には殆んどいつも雪があり

それも多くは 1メートル以上もの深留があっ

た。正月の哨れ沼姿でご馳走を頂き、雪の静

かな夜こたつで聞いた祖母の昔話などは遠い

昔のことながらつい昨日のことのように思わ

れ、いまだにその当時の雰囲気をあつく肌に

惑じるのである。もうその話の一つ一つはく

わしくは覚えていないがそうした天地に溶け

こむような心のあたたかさとゆとりは今も私

の体質の一部となって、現在の私をつくって

くれているように思われる。

中学の二三年頃から、どうしたことか私は

年末には過ぎた 1年をふりかえって反省し新

年の新しい計画などをきめ、正月にはそうし

た新計画の実行にかかることにしていた。そ

れだけに年末年始は私には大きな意味を持つ

ようになり、またいろいろの思い出などもあ

る。今最も大きな惑激をもって思い出される

のは大学 1年の時の年末年始のことである。

私は大正9年 9月京大医学部に入学し、当時

の荒木寅三郎総長の入学式辞には全く身ぷる

いするような惑動を覚えた。しかし、その後

の大学の講義はどうも思ったほど面白くもな

く、それに大学では、ただ購義を聞く受け身

の勉強だけではなく自らも原帯の参考揚など

も読んで稼極的且つ徹底的に勉強しようとい

う私の計画も思うようにはいかず、 9月に始

まった諧義も 1か月ばかりで欠席がちになり、

さりとて下宿で勉強するというわけでもなく、

だんだんひどい神経衰弱になり、ついには眠

れぬ夜がつづくようなことになった。それで

その年はもう冬休みにならぬ前に早々と越後

の郷里へ帰ったっ私を絶対的に信じていた家
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人たちは、くどくそのわけを聞くこともなく安心

した。ここでは一歩外へ出れば、私を取りまくも

のは雪に埋れた白皓々たる広野のみであった。私

は毎日そうした広野を歩いたが、そうしているう

ちに調子のくるった私の心も次第に平静をとり戻

し、ある日散歩の途中で突然ペートーペソのこと

を思いだした。そして私は私自身に言ったのであ

る。 「何をお前はそんなに苦しんでいるのか。お

前はまだ、何もやるだけのことをやっておらぬで

はないか。まず命をかけて、やるだけのことをや

ってみるぺきだ。人生には迷いはあろう。だがや

るだけのことをやらずにそんな迷いに負けてはな

らぬ。とにかくやることだ。やがて新年が来る。

スクートの新年が来る。」私はこの時、 かつて読

んだロマソ・ロラソのペートーペソ伝を思い出し

たのである。この偉大な、一見強情我慢にさえ見

える楽聖ペートーペソも、その耳の病にへこたれ

て倒れかかり、 25オのある日自らにむかって叫ん

でいるのである。「さあ勇気を出せ、 たとえわが

肉体にどんな弱点があろうとも我が魂はこれに打

ち勝たねばならぬ。25オ、そうだもう25オになっ

たのだ。今年こそ男一匹全き人間たるぺく決心を

せねばならぬ。」もと よ り音楽家たる彼にとって

耳の病は致命的ともいうべきものであったが、彼

は遂にこの困難を克服して偉大な足跡を残したの

である。おかげで私の神経衰弱も治り大正10年 1

月からは毎朝 2時の起床を実行して勉強しどうや

ら大学 1年の危機は脱却した。やはりやれば出来

るのである。もちろん私の指導者はペート ーベソ

だけではなく私にはそのほか実に数多くの先達が

ある。親鸞・聖フランシス ・ミレー・ ロダソ ・パ

スツ ール ・コ ッホ ・キゥリー夫萎 ・エジソ` ノ等々

あげれば限りがなく、またロークリーの創始者ボ

ール・ ハリスなどもその一人である。私は伝記が

好きでことに若い時は伝記らしい伝記は片っばし

から読んだものである。尤も伝記と言っても 「せ

んだんは双葉よりかんばし」などと始めからその

長所だけをあげて惑心しているような伝記は縁が

なく頻味もないのである。人間は本来動物と神と

の間にあって、へたをすれば動物にもおセ鍛えあ

げれば神にも通じるような不思厳な存在でいかな

る人間にも長所も欠点もあるはずである。我人が

先人として仰ぎ見るような人々はそうした弱点を

ももちながら、それに負けず、次第にその長所を

伸ばして偉大な存在にまで成長したもので、ただ

その長所を知るだけではそれほど面白くなく、む

しろいかにその欠点を征服したかにより大きな興

味があるのである。しかし偉大な先人をその内面

的成長の過程からくわしく見ているような伝記は

案外少くことに日本の伝記には少いようであるが、

しかしたとえばパスツール、キゥリ ー夫人、コッ

ホやロダ‘ノの伝記などにはそうしたすばらしいも

のがある。

伝記を読むなどというとどうも何か窮屈らしく

聞えるかも知れないが、しかしそれはたとえば劇

通がすきな人生劇を探し廻るようなもので、誠に

楽しく面白くそれに教わるところも多いものであ

る。楽迎などと言われるペー トーペソにしても時

々下女と喧嘩をしたり面俄くさくなると部屋の中

から鍵をかけたりしているが少しもそれは真の偉

大さを傷つけるものではなく、むしろ私などには

彼に近づく気やすさにさえ惑ぜられるのである。

時は正に新年、世の中は決して安泰などとは言

われまいが、しかしのんぴりしすぎた後のある程

度の厳しさにはまたそれだけの意味があり、緊張

一番、ここで気をひきしめて再出発するのも面白

いではないか。さあ、みんなで元気を出そう。

ー..ー••一••一••一••一·•一••一••一••一••一••一·“―一9•一•• •一•‘―••一••一••一••一••一••一～ー••一••一••一••一..ー·

孟

｝ 輩ぷ“い丸Itl.._••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一..—••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一..―••一••一••一
79 



あすの太陽に燃える夢を

バスト ・ガバナー

平澤 興

会報 1976年 5月 号 所収

わが京都束ロークリークラプでは去る 5月21日

都ホテルで宮本正消会員の新ロークリソ ソグ 「同

じ理想に」の発表と共に創立20周年を迎えること

が出来た。何たるしあわせであろう。国際ローク

リーそのものの歴史はまだ比較的若く 、今年でや

っと創立71年だから、それを思うと、わがローク

リークラプの創立20周年は決してそれほど短かく

はなく、改めてその存在意義を考えさせられる。

私はチャ ークーメンバーではなく、創立の翌年

の昭和32年4月15日の入会だから、私は個人的に

は19年のロータリー歴しかないのである。だが、

この19年は私にとっては誠に重大な歳月で、考え

れば考えるほど、ただ惑謝のほかはないのである。

この問に私はクラプ会長や、地区カ・バナーなどを

やらされたが、 ロークリ ー経験の少い私が何とか

して、こうした関所を通過出来たのは役貝として

直接お助け戴いた方々はもとより、更には会員す

ペての方々の温かい御支援のおかげで、私は会員

のすべてに手を合わさずにはおれないのである。

ロークリーの理想に共唱し、何とか以実にそう し

た道を歩きたいとの願いは始めから心深く持って

はいたが、なかなか自 らの生活の中でそれを実現

する ことは容易ではな く、私は夢見るロークリア

ンとして唯とぼとぽと歩いて来ただけである。 だ

が、とぽとぼとしながらも、強くそれを念じてい

ることだけは今も変りはない。

わがロータリ ークラプの10周年の時、私が作ら

せられた、ロークリ ーソングもそう した私の願い

を述ぺているのである。 「奉仕の理想胸に祓め

友情花と咲かせつつ 生きよ う今日もニコニコと

一筋の道ローク リー 限りなき道 ロークリー」

なる歌は、ある意味ではあまりにも索朴かと思わ

れる。しかし、 「生きよう今日もニ コニコ」とい

う以下の句は、ただ観念の遊戯としてではなく、

今日の生活の中に、奉仕と友情なるロークリーの

ひとすじの理想、しかも、やればやる仕どいよい

よ奥深いこのロークリ ーの理想を生かしながら、

にこにこと退しく歩きつづけようではないかと呼

ぴかけているのである。しかも、これは誰よりも

先ず至らぬ私自身に対する呼びかけであるが、私

は生涯之を私に叫ぴつづけて行くつも りである。

東ロータリークラプに入会した前年の昭和31年
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12月に、私は京大医学部長になり、対外関係も次

第に多くなったが、 研究室生活に終始した私は、

社会的知識の不足に大いに悩んだ。 ちょうどその

頃チャークーメンバーだった親友の寺柳安誠、山

本俊平両君から、京都東クラプヘ入会のすすめが

あり、ロークリーの目的や綱領を知るに及んで大

いに心が動いた。殊に網領の第一たる「奉仕の一

つの機会として、知り合いを拡めて行くこと」と

いう一条には、よく分らぬながら、 全く 心を奪わ

れたのである。それぞれ職業の違う人々が集まっ

て奉仕をするために知り合いを拡めて行くという

生き方は、実にすばらしいことであり、こういう

考え方でゆけば、経験不足の私にも、あるいは学

部長の仕事もやれるのではないかというような希

望も出て、ついに入会を決意した。

入会に際しての御指導は岡林事会員から受けた。

これは私のロ ークリー生活において生涯忘れるこ

との出来ない感動的のものであった。実に分か り

易 く、しかも心から沸き出る誠実さと熱意とを以

て、ロータ リーについて本質的の御説明をうけた

が、この時私は「 ローク リーヘ入会してよかった。

こういう方々が会貝としておいでになる会なら、

すばらしい会に違いない。しっかり一つ勉強して、

私もよし、ロークリアンになりたい」と心から喜ん

だ。 こう した入会時の説明は極めて重大であり、

しかも、それはただ事務的だけの指罪ではなく、

出来ればロークリーがそのからだに融けておる人

からの心の指導が願わしい。私のロ ークリ一生活

は、 実に岡林先輩による入魂に始まり、今日に及

んでおるのである。

ロークリーは言わば世界的な親類づきあいであ

り、自分のクラプはいわば家族づきあいのような

ものである。私のような世問知らずの人間が、今

日まで楽しく、無事にこのクラプの会貝としてや

ってこれたのも、全く会員各位の温かい友情のお

かげで、そのことは年と共にいよいよ強く感ぜら

れ、ますます各位の姿に頭がさがるのである。世

に友ほどありがたいものはない。私は相変らずと

ぽとぽと しておるが、願わくば今日は昨日よりも、

明日は今日よりも、もっと人問らしく、も っと よ

きロ ークリア ンになりたいものである。 明日 の太

陽に燃える夢をかけて元気に生きようではないか。
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''SERVICE" I BELIEVE IN ROT ARY 

“奉仕’'ロータリーを私は信奉する
(R. I.会長メ ッセージ）

ロータリー創立記念日に因んで

gi 
人問の出合いほど面白 く、 またふしぎなものは

なかろう。 1905年2月23日のポール・ハリスとほ

かの 3人が集まって第 1回のロークリーの夕を持

った出合いなども、正に世界史に輝く出合いの 1

つであろう。当時、ンカゴは不況のどん底にすさみ

きっていたが、そうした味気ない世の中で、何と

か利害を超えた心からの友情を楽しみ、明かる＜

助け合って生きょうとの願いをこめたのが、この

会合であった。何んとそれが非常な勢でまたた＜

問にシカゴから全米へ、更にはヨーロッ パヘ、 そ

して遂には殆んど全世界に拡がるに至ったが、そ

れはロークリーが人間にとってそれだけの価値と

理想とを持っているからである。

醗って思うに、この世界的組織は何と素朴な姿

で始められたことか。最初に集まった四人という

のは、ポール ・ハ リス、シルペスクー ・シール、

ガスクーバス ・ローア、ハイ ラム ・ショーレーで、

その場所はガスタ ーバス ・ローアの何の飾りけも

平 澤 興

ない穿務室であったが、これこそは後年すばらし

い発達を遂げる国際ロ ータリーの発現地となった

のである。

ボール ・ハリスは本来内省的だが、しかし明か

るい性格の人であった。彼は 4人の創立会員中で

は唯 1人の大学出であるが、大学を出ると 5年問、

人と社会とを学ぷために欧米の各地で新聞記者、

演劇家、殷夫、運搬者等殆んどあらゆる戟業に従

事した後、シカゴで弁護士を開業したのである。

だが、すさんだヽンカゴの生活は、淋しくてたまら

ず、何とか明かる＜正しく生きようとの願いをこ

めて集まったのが、この ロークリ ーの最初の会合

である。ボール・ハリスも田舎出であるが、この

点は他の 3人も皆同じく田舎出で、内心淋しさを

どうすることも出来ず、ひそかにそういう友を求

めていたものばかりであった。

、ンルペスクーは石炭商でドイツ人を両親とし、

天性誠に親切で、友に会うや満面歓喜で迎えると
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いう風の人で、第 1回のロークリークラプ会長で

あった。彼は高等教育は受けておらず、あくまで

も自成の人で、シカゴにおける生活は終始苦難に

満ちたものであったが、常に誠実と奉仕とを以て

その生涯を貫いた。

ガスクーバスもまた独乙人を両親とした田舎出

の人で、その特徴とするところはすぐれた総合的

性格で、鉱山技師を職としたが、病的な不景気的

波瀾は彼をして長くその会員たることを許さず、

ボール・ハリスはこれには非常に心を傷めていた。

ハイラムも田舎出の洋反物商で、実に敬愛すぺ

き人であったが、大都市の生活には完全には滴足

出来ず、それだけロークリーの会には格別の熱意

を持っていた。だが恐ろしい不景気のあおりで彼

もまた長く会員として留まることを許さなかった。

既に述べた如く、これら 4人のシカゴ、ローク

リークラプの会員中、大学教育を受けたのは、ボ

ール・ハリスだけで、他の 3人は何れも高等教育

などは受けておらなかったが、しかし、これらの

創立会員にはむしろそのためにこそ、われらによ

り深い感謝と反省とを促すぺきものを持っていた

ように思われる。それは彼等がすぺてややもする

と、長い学校生活で失いがちなはげしい情熱とけ

がれなき誠実さをもっていたということで、この

ことはそのまま新しいロークリーの発展には、燃

えさかる獅子奮迅の力となったのである。不幸に

して創立会員中、ガス・ローアとハイラム・ショ

ーレーは、困難な職業事情のために退会のやむな

きに至ったが、初期ロークリー発展のために尽く

した両氏の功蹟と惑謝とを忘れてはならぬ。

もとよりロークリーの組織は始めから今日の如

く、整然たるものではなく、最初はお互に知り合

いをひろめ会員間の商売上の便宜を計ったり、生

活の援助をしあったり、激烈な商売上の競争をさ

けるため各職業からの会員は一人にしぽったりす

る程度のことであった。しかし、そのうちに会員

問だけの利益を計るだけでは、高い立場から見れ

ばやはり利己的会合にすぎぬということになり、

より広く社会への奉仕という考が次第にロークリ

ーヘ導入され、 「超我の理想J とか、 「最もよく

奉仕するものが最も多く利益を受ける」などとい

う標語も生れることになり、奉仕は友惜を共にロ

ークリーの指導理念となり、今やこの奉仕は職業

奉仕、社会奉仕、国際奉仕、世界社会奉仕などと

次第にその活動分野を広めつつある。この奉仕の

理想は、また青少年育成の問題に退して展開され、

ロークリー財団、米山財団、地区またはクラプ単

位の青少年交換なども、いわば広い意味での特別

の奉仕活動の一部とも考えられる。

ロークリーとは何か、ということはよく新入会

員などの間に問題になるが、一面これは尤ものこ

とだと思われる。これについては国際ロークリー

50周年記念として出された「奉仕の冒険」の中に

は次の如く述ぺてあるが、誠に適切な意見と思わ

れる。

『その発展のどの過程においても、人々は「こ

れがロークリーだ。これがわれわれの停止するこ

との出来る処であり、そして世界は独りでに進む

ことが出来る」ということはできませんでした。

何故なれば世界は進んで行きます。そしてロータ

リーも世界を動かす人々と共に動きます』o ロー

クリー創立後30年以上もたった頃、創始者ボール

ハリス自身も、 「世界は変遷しつつある。われわ

れはそれとともに変るよう準備しなければならな

い」と述ぺているが、これには変動する世界に適

応しながら、たえず、前向きにロークリーを発展

せしめようという強い積極性が見られ、頼もしい

限りである。

たえざる世界の進歩発展の中で、その採るぺき

を採り、捨てるべきを捨てて、何よりも真理に忠

実に、言語、宗教、民族、国家などを超越して、

しっかりと自らの職業に自信を以て立ち、世界の

友情と奉仕とに最全を尽そうということこそは、

基本的にはロークリアンにとっては変らざる一筋

の道であり、近くして、しかも限りない道であろ

う。思うにロークリアンはその職業の代表者たる

のみならず、願わくば更にひろく社会一般の代表

者なり得たらばと思われる。それでこそ、最も高

い意味における社会奉仕の文字通りの実現とも言

われよう。ロークリーは頭で動く前に、先ずあた

たかい心とからだで動くところであろう。

ここ数年来、ロークリー一般、わけてもわれわ

れのクラプに対する私の感謝はただ増すばかりで

ある。年甲斐もなき不甲斐なさを感じつつも、例

会へ出ると、また生きる元気が出るのである。わ

れわれの間脳には生命中枢があって、愛はその働

きを弱め、喜ぴは之を強めてその生命力を増強す

るが、わが京都東ロークリークラプには、たしか

にそうした生命力を強める力を持っている。何と

もありがたいことである。

会員各位、ロークリーが今日あるのは、その創

立者ボール・ハリスが偉かったことはいうまでも

ないが、しかし、今日まで無事に発展し、更に明

日の前進を約束する状態にあるということは、国

際ロークリーの役員を始め、世界のロークリアン

すべての努力と善意の賜であろう。

各位と共に今日ロークリアンたる幸福を喜び、

明日はもっとよいロークリアンになるよう祈りた

いものである。
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"SERVE TO UNITE MANKIND" 

全人類を結びつけるために奉仕せよ

(R．I．会長クーゲット）

ロータリーの創立記念日に因んで

平澤 興 凪i
1905年 2月23日に創立されたロークリーの創立

記念日に因んだスピーチをホームクラプでやれる

ことは、誠に嬉しいことで、その原点や基本的性

格などの二三に触れて、会貝諸君と共にロークリ

アソとしての思いを新たにしたい。

弁護士の PaulHarrisを中心とし、石炭商 Sil-

vester Schiel、鉱山技師 GustavusLoehr、洋服

商 HiramShoreyの合せて僅か4人で始めたロ

ークリ ーが、現在152の国家及び地域にひろがり、

クラプ数17,499、会員数814,000名に逹するとは果

して誰が想像したことか。 日本でのロータリーの

発展も誠にめざましく、 クラプ数 1,382、 会員数

75,513名に達し、 そのすばらしい成長ぷり は世界

でも注目されている。

ロータリ ー創立当時のシカゴは不況のどん底で、

儲けるためには手段をえらばぬような時代であり、

まじめな人間にとっては誠に苦しく、淋しく、心

あるもの、殊に地方から・ンカゴヘ出て来たような

人 に々とっては堪え難い時代であった。ボール ・

ハリスは大分前から心を許しあえるような色々の

職業の人々が集まって会をつくり、 1週間に一度

でもよいから会って話 しあったら、どんなにか楽

しかろうと考えていたが、前にあげた創立会員は

みなそういう気持ちの人たちであった。この4人

は、 ポール ・ハリスが大学を出ただけで、他の 3

人はそうした高い教育は受けておらず、何れもひ

と慟きしたいと地方から・ンカゴヘ出て来た庶民た

ちで、決してニリート的な人たちではなかった。

しかし、ある意味ではそれだけ純情で、 一途で

あり、心から信じ合え、助け合うことができ、例

会日には子供がお祭りにでも行くような気持ちで

出かけて、ロータリーを楽しんだ。

ロークリーは現在は四部門に分かれ、それぞれ

定款や細則によって営まれているが、もちろん始
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めからこんな整然たるものがあったわけではなく、

こうした定款細則などはロータリーの発展につれ

て次第に藍えられて今日に至ったものである。シ

カゴ・ロークリーの創立当時などは、なにしろ不

景気のどん底なので自然に商売上の助け合や情報

交換などに力を入れていたが、しかし、こうした

ことで次第に友情も深まり、また自分のためより

も人のためにというようなことで、ロークリーは

次第に会員を増し、創立の年末には会員は既に30

名にも達した。なお、そのうちに奉仕はただ会員

問だけでは、ある意味ではやはり利己的だという

ような反省から、奉仕はただに会員問だけではな

く、次第にあらゆる面で之を行うこととし、奉仕

の理想こそがロークリーを貫く理想だということ

になった。

ロークリーの創立とその後の発展について、絶

対忘れてはならぬ人に、ボール・ハリスのほかに、

もう一人あるが、それは ChesleyR. Perryその

人である。ペリーは1908年シカゴ・ロークリーク

ラプに入会し、 1910年 R.I.の前身であるローク

リー全国連合会の幹事となり、 1942年まで R.I.

事務総長を務めた。ポール・ハリスが「ロークリ

ーでは私を創立者と言うが、実は私が設画をし、

之を実際につくりあげたのはチェスリー・ペリー

である」と言っている如く、彼は文字通りその一

生をロークリー発展のために捧げた。彼はその後

R. I．会長や名誉事務総長などにも推囲されたが、

こうしたすべてを固辞して受けず、ロークリアン

として終始した人である。たしかに彼は今日のロ

ークリーの輝しい成果を考える時、ボール・ハリ

スと共に名をつらねるべき人であるが、時間の関

係でここには深く触れぬ。

後になって分かったことだが、職業代表でつく

られて、ある程度ロークリーに似たような会合は

ロンドソやその他にもあったそうだが、しかし、

その後特に発展もしないのに、ただロークリーだ

けが世界を驚かすほどの発展をつづけているのは

そもそも如何なる原因によるのであろうか。これ

にはいろいろあろうが、その最も主なものは、恐

らく (1)会員が職業代表的に選ばれていること、 (2)

その理想が奉仕と友情におかれていること、 (3)毎

週 1回の例会開催と、それへの出席が厳重なこと、

(4)原則的に役員の任期が 1年で、毎年変ること、

(5)会員推薦が庶民的に、人物本位に行われて来た

こと、 (6)会貝選考が宗教、言語、民族などに束縛

されず、その決定に大きな包容性のあったことな

どではなかろうかと考えられる。この一つ一つに

ついては、ここでは詳しく論じないが、お互にこ

ういうロークリー創立記念日などによく考えて見

ることも無意味ではあるまい。たとえば役員の 1

年性などは一見非能率的かとも思われるが、しか

し、ロータリーの租極的前進性や全会員の前向き

の成長などから考えると、誠に合理的であり、ま

た会員選考がより庶民的に行われるためには、日

本のロークリーでは「あらゆる有用な職業は尊重

さるべきであるという認識を深めること」という

網領{2)はもっと索直に理解さるべきものだと思わ

れる。特にロークリーの発展を見て感心すること

の一つは、決して固定されず、たえず世界の変動

を見ながらゆとりを以て之に対応して来たことで

ある。これには創立者たるポール・ハリスの人と

なりが、特にその初期に大きくものを言っておる

ようである。彼には生れながらにして徹底した善

意と実行力のある哲学性があった。彼は大学では

法学を勉強し、将来は弁護士になるつもりでいた

が、しかし、自ら顧みてあまりにも世事に疎いこ

とを知り、弁護士たるためには、自らの目で生き

た社会を見る必要があることを認め、大学卒業後

5ケ年間、生きた社会の修業のために旅をして春

らすことをきめ、その費用はゆく先々で稼ぐこと

にした。この旅はひろく北米の各地から中米及び

欧州諸国にも及び、彼はこの旅行を「放浪」と呼

んでいるが、決して単なる放浪などではなく、こ

れこそは彼を一人の若者から退しい社会人につく

りあげたのである。彼はこの旅で農夫、カウボー

ィ、舟のり、新聞記者、俳優、会社の代理人など

各種各様の仕事をやり、多くの知人をも得ること

が出来た。大理石と花栂岩の採堀業者ジョン・ク

ラークなどもその一人であるが、クラークは何と

かしてポールを自分のところに留めたいと思って、

「私と一緒tこここにおれば、もっとお金を儲ける

ことができるはずだ」などと言って、しきりに翻

意を求めた。だがボールは、 「あなたのおっしゃ

る通りでしょう。でも私は金儲けをするためにシ

カゴヘ行くのではありません。人生を生きるため

に行くのです」と答えて、ついにクラークの許を

去った。

ボール・ハリスがこの 5ケ年の「放浪」の旅を

以て彼の人生をスクートしたことは、実にすばら

しいことだと思う。確固たる信念ならでは不可能

なことであり、これだけのゆとりと忍耐性とがあ

ればこそ、彼は如何なる場合にも屈せず、断固と

して、わが道を行くことが出来たのであり、それ

はまたロークリーの成長にも大きな意味を持った

と思われる。 19世紀における文化史上、その影薔

するところ最大の業綾たる生物進化の法則の発見

者たるチャールズ・ダーウィンもまた大学卒業後

直ちに22オから27オまで5年間、南米、オースト

ラリアなどの各地への旅に出かけているが、こう

した先砦たちの心には何か共通のものがあるよう



である。

会員諸君、ロークリーの創立記念日はただ過去

の追憶に耽るだけでは申訳がないようであります。

今日は、われわれロークリアソはポール ・ハリス、

チェスリー ・ベリーをはじめ、多くの偉大なロー

タリーの先人たちに心からの惑謝と敬意とを表し、

併せてお互にロータリアソとしての今日及び明日

の歩き方に思いを致し、 R.I.がいよいよ人類社

会の宝となるよう、心を新たに致したいものであ

ります。有難うございました。 (1978. 2. 24) 

（き
）

（ぬ
）

（つ
）

（く
）

（り
）

会報 1966年 3月号 所収

平 沢 興

私どもは新潟から京都へひっこす時、数日間、それま た。 「Yさん、あなたのお心持には全く 感心しました。

では交際もしていなかった同村の先甜Y氏のお宅にお世 その金は失礼ながらあなたに差し上げましよう。そして

話になることになった。氏は貧塁に生れ、小学校も 3年 あなたが本気で仕事をしようというのなら、その金も無

位でやめてやくざの世界に入り、44オ迄は暴れに暴れた 利子無期限でお世話しましよう。」 Y氏感激した。長い

人である。 ところが44オを境にして全く生れかわられた 間曇っていたY氏の心に新しい光明がさした。その日か

人で、私どもがお世話になった頃はもう70を相当こして ら神に誓って氏の新しい生活が始まり、やがて産も成し、

おられた。この数日の同氏宅での滞在は、私にとって全 人間の中の人間になられた。私がお世話になったのは敗

く生涯の惑激であった。氏の柔かい物腰、それでいて頑 戦の翌年で、 Y氏の所へは殆んどあらゆる種類の人々が

としてものに動じない鉄の侶念、そして臭味というもの 出入していたが、氏はそういう人々に湿い心で奉仕の生

はもうみじんもない透明さー私は文字通り生きた聖者を 活を捧げておられた。文字といえば新聞も満足には読め

目の前に見るような気がした。 ない程の人であるが、到達された心の世界は、すねかじ

生れかわられたのには動機がある。44オの年の；；；tこ、 りの私などにはとてもまねのできるものではなかった。

高利貸しのM氏から借りた金が返せないので、氏はたま 大学は出ても、私が得たものはとかく断片的な知識で、

たま東京へ出ていたM氏の所まで、新潟から草畦ばきで 周囲を照らす高い智惹ではない。 Y氏宅の数日の滞在で

お詑びに出かけられたのである。これには高利貸しも鷲 しみじみ私は何とかして氏のように香り高い智惹を身に

いた。 M氏の長い高利貸し生活の中でも僅かの金が返せ つけたいと思った。道は遠いが、私は今もそんな夢を抱

ないというので、わざわざこんな遠路を詑びに来るなど いて生きている。

という人はかって 1人もなかった。感激したM氏は言っ
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カッ トはロークリー創立75周年記念マーク

ロータリー創立75周年を迎えて

ROTARY CLUB OF 

KYOTO-EAST 
DISTRICT 265 

MONTHLY BULLETIN 

No. 2 8 o 1 9 8 0 ・ 2 

ロータリー創立75周年記念号

LET SERVICE LIGHT THE WAY 

奉仕の灯て道を照らそう

(R. I．会長テーマ）

おおらかな心さわやかな奉仕

（京都東R.C．会長モットー）

バストガバナー乎 澤 興

1905年 2月23日に弧々の声をあげた国際ローク

リーは今や154の国家及び地域に及びクラプ数

18,374、会員数853,000に達し、ここにその創立75

周年を迎えることになった。何たる光栄であろう。

何よりも先ずわれわれはボール ・ハリス及びほか

3人の創立会員に深い敬意を表し、更にこの75年

間、己を虚しくしてロークリーの発展に尽された

先翡各位に心からの感謝を捧げよう。国際ローク

リーの75年の歴史は決してただ坦々たるものでは

なく、その間にはいろいろの迂余曲折もあったし、

また全人類に対するロ ータリーの奉仕組織として

のあるべき理想を考えると、向上発展の途上にあ

る今日と雖も、手離してただ喜こんでばかりはお

られず、更に一段の創意工夫が必要である。

創立会員 4名ということを思うと、確かに現在

の会員数853,000は鷲くべき数字だが、 しかし、

目を転じて世界人口40余億と対比すると、その率

はまだ余りにも低く、ロ ータリーの真なる理想の

追及と実行とにはいよいよ今後の努力が望まれ、

新クラプの開設とよき会員の獲得こそは、ロ ーク

リーにとっては永久に古くして新しい問題である。

確かにロークリ ーはその独自の 4奉仕部門を通

じて人類に多くの貢献をして来た。これら各部門

の活臨は何れも、ロータリーを特長づけるもので

あるが、こうした創立75周年記念などという節に

は、更にその原点に深き思いを致し、自らのあり

方を反省して見たいと思う。そして改めてそこに

新しきものを発見して、之を身につけてこそ、初

めて真の記念となるのであろう。

職業奉仕は、 会員選考が 1業 1人となっている

ロークリーでは最も基本的のもので、ロ ータリア

ソは何よりも先ず身を以て之を自覚し、良心的菩

意的に、しかも誇りと喜びとを以てその腺業に当

り、 之によって社会に奉仕したいものである。こ

うした職業人は、ふえればふえるほど世の中を美

しくし、明るくする。うわすぺ りのうぬぽれでな



く、自らの戦業に心からの誇りと喜びを持つこと

は決して容易ではなく、そこには如何なる湯合に

も乱れることのない誠実と倒れてやまぬ根性とが

いる。

国際ロークリーが近年最も力を注いでいる問題

に一般冑少年の問題、ロークリー財団奨学生の問

題、イソク ーアクト、 ロー クーアクトの問題なと

があるが、何れも極めて重要な問題で、今後ます

ます努力をせねばならぬ。一般青少年の問題では、

近年クラプ単位或は地区単位などで行っている高

校生交換などは特筆すぺきものだが、幸いに活々

その実を挙げていることは嬉しいことである。こ

うして濁りない若者に高い世界の目、世界の心を

開くことは、極めて重要なことである。同じ意味

でロークリー財団の諸活動、即ち種々の教育補助

金による大学生や大学院学生の奨学及び研究グル

ープ交換なども、誠に有意義のことで、こう して

選ばれた若人たちによって世界文化に美しい新し

い花が咲きつつある。幸いにロータリー財団への

寄附では、日本殊にこの地区、このクラプは堂々

と世界の王座をしめていることは誠に婚しく、い

よいよ今後もこの方向にご協力を願いたい。米山

奨学財団は日本独自の国際奨学組織で、その点で

は特築すべきものだが、その成果もまた次第に向

上しつつあることは嬉しいことである。しかし、

どうも日本の社会一般はこうしたことにまだ充分

理解があるとは言いかねる面もあるようだが、何

とか一般社会のより深い理解と協力を得るよう、

一段とロータリアソの精進が望ましい。

人類の地上における国際関係などを見ると、人

類社会はまだ余りにも自己中心的で、ロークリー

の目ざす国家、民族、言語、宗教などの束縛を超

越した人類社会とは余りにも開きが大きい。そん

なことまでロークリーは関係がないと言えば、そ

れまでだが、しかし、私はそこまで考えても決し

てロークリアソとして越権ではなく、そこまでの

長い夢を持つことこそ、真のロータリア｀ノではな

いかとさえ思うのである。

友情と奉仕に基いて自己と社会の向上を計ると

いうロークリーの理念は誠にすばらしい。しかし、

ただ規則や手続を覚えて濁す程度では真のロータ

リアソとは言い難くロークリアソの最も重要なこ

とはロータリーの心と実行で日々の生活を生きる

ことである。何とかしてただ口先きのロークリア

ンではなく、心と実行のロータリアソになりたい

ものである。実は私の「限りなき道ロ ータリー」

は、そんな気持ちを素朴に表わしたいと思ったも

のである。これは決して単なる言葉の羅列ではな

く、本当にそういう気持ちをそのまま文字にした

のである。ロータ リアソの行くべき目標が友情と

奉仕だとは、はっきりしているが、しかし、これ

は決して簡単なことではなく、 1人の人間として

真にロータリーの理想を考えると、それは一筋の

道に違いないが、行けば行くほど奥ふかい限りな

い道である。だが、そこには人間としての無限の

夢があり、揺れがある。

人間ー地上のこの人間こそは、現在の天文学を

以てしても未だその限界を掴み得ないこの全宇宙

においても、高度の精神作用を有する文字通り唯

一つの存在であり、その意味では人間こそは、地

球はもとより、全宇宙よりも重く、且つ尊い存在

である。

われわれロ ークリア｀ノは、ただ日々の雑事に追

われて自らを見失うことなく、 一方においてはそ

の人間としての尊さを意識し、他方に於ては 1業

1人の選ばれたロークリアソたることを自党し、

ロークリーの網領をしかと身につけて、今日も一

日ロークリー心で、堂々と生き抜きたいものであ

る。

r..―••一•一•一•,＿．------•一•一•一•-----••一•一•一•一•一ー••I
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創立25周年紀念に寄せる

会員 ・パストガバナー 桑 靖 占
〗

去る 5月22日、京都東ロータリークラプは、その創立25周年を盛大にお

祝いして、静かにその過去を省み、更に将来への夢を新たにした。森田福

男会長、奥村忠実行委員長を始め、関係各位に心からのお礼を申しあげる。

25周年の事業は、その紀念式典も祝宴も、また紀念事業の行事そのもの

も全くすばらしく、京都東ロークリークラプらしく、垢のつかない清らか

さと雑音のない静けさの中に執り行われ、私自身もこのクラプの偉大な成

長ぶりに全く 心からの感激と興蛮とを感じた。個々の事柄については、そ

れぞれ擁当者から報告があると思うので、重複をさけて、ここには触れな

し、

国゚際ロークリーは1905年の創立以来、鷲くべき成長を示して来たが、わ

が京都東ロ ータリークラ プも25年閥それと喜びを共に して今日に至った。

幸いに当クラプも熱心に活動をつづけ、 ロークリー財団への貢献を始め、

種々の点でその特徴を示し、地区的にも国際的にも見るべき貢献をして来

たが、これ偏えに歴代会長を始め、会員各位の積極的協力の賜にほかなら

ぬ。

京都東ロータリ ーク ラプの創立10周年紀念の時、私は当時の木下伊平会

長の命をうけて、 「限りなき道ロータリー」を作ったが、 その気持ちは今

も全く同じである。ロ ークリーの心棒をなしているものは、何としても広

義の奉仕と、友情とである。しかも、この奉仕は、先ず自らの職業を通し

ての奉仕であり、これが更にのびて社会的、国際的な奉仕と友情につなが
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るものと思われる。世界の現実に混乱が多ければ多い程、 いよいよロータ

リーのこの考え方と行動はその国際的重要性を増してくるのである。

最も恐ろしいことは、奉仕とか、友情とかが、 ただ目先きのきまり文句

に終ることで、 われわれは何としても、 このロータリ ーの心を、 日々ニコ

ニコと生活の中に生かしてゆきたいものである。 クラプの創立25周年の紀

念としては、 この「ロータリ ーを日常生活の中へ」などは最も望ましいも

のの一つであろう。その進むべき道や方向はわかっていても、 その理想の

到達は限りなく遠く、 且つ広いのである。

ひとすじの道ロークリ ー」という言葉の中には、今日の行動を含めて、

の限りなき理想への祈りが秘められているのである。

京都東ローク リークラプの会員諸君 ！

「生きよう今日もニコニコと、

時は容赦なく流れる。

そ

この瞬間

もやがては過去となるが、 悔なき今日を送り、 限りなきロータリーの明日

のために新しい夢をもやそうではないか。わがクラプは何としても恵まれ

ている。いや、恵まれ過ぎている。千余年の古都京都の東北部に位して日

本文化の粋を呼吸しながら、国際ロータリ ーの新しい姿に燃えているので

ある。 何 としても一日も早く国際ロ ータリ ーの創立者ボール ・ハリスが心

から喜こんでくれるようなクラプになりたいものである。

つないで頑ばろうではないか。

しっかりと手を

東ロータリークラプ創立25周年記念誌 所収

1••一••一••一••一••一••一••一·•一••一••一••一••一••一••一•ヽー••一••一••一••一••一••一••一••一•,＿

25 years of 

｝ 
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内裕‘’C,I(>（ぷ］ 9

翠 ＇し一 ・

Share Rotary - Serve People 

みんなにロークリーを一みんなに奉仕を

R. I．全長クーゲット

服虎のうちに、ブライドを持とう

満田会長クーゲット

〔巻頭随想〕

近頃思うこと

私はここ十数年、 1ii•朝一つの感

動を以て目をさましている。その

感動とは、 「よくも人間に生れて、

今日も無事だ」ということである。

「何だ、そんなことか」と言われ

る人もあろうかと思われるが、私

にとって、それは決してそんな平

凡なことではなく、考えれは考え

る程、不思議なことであり、ありがたいことである。そ

れは過去40年間も生命について研究して来た私の鷲きで

あり、一見尤もらしい説明はできるが、しかし、考えれ

ば考えるほと不思議なことが多く、とても完令に説明な

どできるものではなく、分からぬということが分かれば

分かるほど、いよいよ私には大きな葱きとなるのである。

人間は全宇宙の中でも、深い思考力を有する唯一の存

在である。他の動物のそれとは比較にならぬすばらしい

脳を与えられ、各日の努｝J料I巡に応じてそれぞれ濶い梢

神生活が保証され、本能的に生きるだけではなく、各自

の習練によってそれを升化して｀文学、芸術を始め、い

ろいるの文化活動、 戦業活動などに生かして生きておる

のであり 、いわゆる天才なども科学的に見れば決して別

種の人間ではなく、ただ厳しい精神の産物にほかならぬ

のである。

人間が他の動物と異なる特徴の一つは、自らわが道を

選ぴ、如何なる苦難に当っても、徒らに挫けることな く、

漆＿一．：lhlH風バト ラスの月より ll!（部俊大公ll

断l舌lとしてわが泊を迎み得ることである。ダ｀ノテもその

「神llll」の中で、 「汝1む女の道を行け、人には人の語る

にまかせよ］と うたっておるが、決してこれは簡iltなこ

とではないが、 1・［に人liりが人IMIたるには何としても必要

なことである。

人生に夢を持つこ とは誰にも許されたことである。夢

を11に実現する ことは決してそう岡ltなこと ではないが、

しかし、そう いう 中で［Iら選んだ辺を'.;i:々 と歩く ことは、

またそれだけの面白さがある。ロークリ ーなども、そう

した夢の一つのように思われる。 ロー クリーには決 して

人並Itずれた非凡さとか、超俗（Iりなどということはな く、

むしろ一見平凡でさえある。だが、この平凡さの中には

Ill:界に開かれたIムさと明るさがあり、人類愛と誠実さと

があり 、いつ、どこで、誰が行っても問違いのない道で

ある。われわれは甘自ら進んでロ ータリアソとなったの

である。 何とか11らの夢としてロークリーを身につけて、

よきロー クリアンになり たいものである。

私は近頃、よくポール ・ハリスが数人の会員と共に心

から視乳しんだ初期のロークリ ーのことを、私が幼き fl、
祖深い故郷越後のこたつの中で11!lいた祖母の背ばなしの

ように、たまらない懐かしさを以て思い出すのである。

説明の多すぎるロークリーではなく、心の底から楽しく

反応し合 うロークリー、そういうロークリ ーを持とうで

はなし、か。

（平澤典 1964~65年度会長）



クラブ創立30周年記念に思う

バストガバナー ・会員

乎澤興

会報 1986年 5月号 所収

1956年に発足したわが京都束ロークリークラプ

は、今年で創立30周年を迎える。何たる惑激ぞ。

私はチャークーメソバーではないが、創立の翌年

4月に山本俊平君、宵柳安誠君両会員の推薦によ

り入会したので、私のロークリー歴も既に満29年

を過ぎた。その間、私は各位のご友情により、 1964

年ー65年度の当クラプの会長と、 1967年ー68年度

の当地区のカバナーを勤めたが、各位のご友惰に

は心から深く感謝している。

この30年間の当クラフ＇会長は、第 14年度の前半

が野村元次君、後半が日下公平君の 2人のため31

人になるが、既にその過半数の18名が逝去され、

残っておられるのは13名で、その最年長者は山本

俊平君である。有難いことに当クラプの会長はみ

な、それぞれ確固たる信念の持主で、その思い出

などを書いても害き足りない。だが、そうしたこ

とはここでは、 一切略する。いや、略するという

よりは、与えられた紙数では、とても担けない。

しかし惑謝すべき方々は、ただ会長だけではなく、

当クラプ会員のすぺてにである。人ごとに、それ

ぞれ、趣きも味も違うが、それがまた当クラプの

特長の一つで面白く、そこには常に、バラニティ

の澄刺たる刺戟と、面白い調和とがある。

「夢に生きる」などとい う言葉があるが、私も、

恐らくそういう人間の一人で、いろいろの我がま

まもあったであろうが、皆さま の愛情により、今

日までロークリーを楽しませて戴いたことは何と

も有難い極みである。年ごとにいよいよしみじみ

と思うことは、よくも生物の長たる人間に生まれ、

しかも国際奉仕組織たるロークリーの会員にして

戴いたということである。

いつ頃からか、はっきりしないが、 何とかして

私もほんもののおとなになりたいとの熱願を持つ

ようになった。しかし、 80余歳になってしみじみ

思うことは、どうも私は真の意味のおとなにはな

れずに、子供のまま年寄りになったような気がし

てならないのである。真に味と豊かさと深みのあ

るおとなになる ことは、なかなか容易なことでは

なI,ヽ゚

私が当クラプヘ入れて投ったのは56歳の時であ

るが、このロークリーヘの入会は改めて私にいろ

いろと考えさせた。何よりも先ず惑動したのは、

この組織の目ざす高い目標である。その目ざすと

ころは、先ず自らの生活の基礎たる職業を大切に

し、奉仕的情熱を以てその自立をはかり、更に出

来るだけ多くの知人をつ＜って、国家とか人稲、

言語とか宗教などの節碍を超越して奉仕と愛情で

これに接し、何とかしてこの地上の人間生活を真

に人間の名に値する楽しく、美しいものにしよう

ということである。だが、世界の現実はまだまだ

これらは遥かに遠く、いよいよわれわれの退しい

巽悟を促してやまないのである。

現在の世界はまだ一般的に、あまりにも、対抗

的であり、戦闘的でさえある。しかし、ロークリ

ーのめざす人間生活は、各自の職業に対し、友人

に対し、更には社会一般に対する奉仕と友情であ

り、こういうロータリー精神が、世界に広がれば

広がるほど、世界の文化も政治も経済も単なる競

争や対立的のものではなく、もっと友惰的、奉仕

的となり、握手の文化がつくり出されるようにな

るであろう。

だが、もとよりこれはー朝ータには出来ない。

ただいい加減に夢を述ぺるだけではなく、われわ

れは高い精神的意欲を持って、わがままな本能的

自己に打ち勝ち、自らが目ざす高いロークリー的

目標に向って前進せねばならぬ。

ボール・ハリスがロークリ ーをつくってからは

今年でまだ81年だが、その中でのわがロ ークリー

クラプの創立30年には意味深きものがある。どん

な片隅におろうとも、われわれはみな世界のロー

クリアソであり、人類生活の理想に生きるローク

リアソである。

創立30周年記念はただのまねごとではなく、退

しくわが心の改革記念の日にし、よき家庭人、よ

き社会人、よき世界人たる夢の実行にその全情熱

を傾けようではないか。
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会報 1986年 7月号 所収

一 ー

燃えてほんもののロータリアンに

免

1986年 7月、それは正に国際ロークリーの

新年である。私は今でも新年という言葉だけ

で、わくわくするような老いたる子供である。

ローク リア｀ノは世界のどこにいても、どん

な隅っこにいても、世界人なのである。今こ

そわれわれは、世界の心を心とした、のぴの

ぴとしたロ ークリア｀ノのほんものになろう。

ロータ リーは、国家や民族を超え、言語や

宗教を超えて、唯人間たることだけで互いに

結び、互いに奉仕をする世界組織である。ロ

ークリアソは、この奉仕を先ず向う三軒両隣

から始めて地域社会に及ぽし、更にはそれを

母国の全体に、そして遂には世界全域に拡げ

たいと願っている。世界の現状は、まだこう

したローク リーの夢からは遥かに遠いが、さ

ればこそ、ロークリアソはこの夢を忘れず、

いよいよ世界の平安と理解とに努めねばなら

ぬ。

人類文化の歴史は、人類の発達史から見れ

ば、まだ決して長いとは言われず、釈迦、孔

沼 央[

子、ソクラテスなどの世界三聖人の存在も、

今から僅か2500年ほど前に過ぎず、人類文化

の発展はいよいよこれからである。

人間には、精神中枢たる大脳皮質に、生ま

れながらにして約140億の神経細胞が与えら

れておるが、天オを含めても、未だこの全細

胞を完全に利用した人は一人もないと言われ

ている。われわれロークリアソも、この無限

の可能性を忘れてはなる まい。やれば出来ち

のである。 「仁に当りては師に譲らず」と孔

子も言っておるが、人が人たるの道を実現す

るには、何人にも遠慮はいらぬのである。

ほんもののロ ークリアソ ！ それには先ず、

何よりも自らの仕事に燃えねばならぬ。日々

の生活を友情と奉仕の中で楽しく生きねばな

らぬ。よき子供であり、よき父母であり、そ

してよき社会人であらねばならぬ。

会員諸君 ！ 今こそ燃えに燃えよう。そし

てほんもののロ ークリアン、ほんものの世界

人になろう。
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ロークリーのスピーチはロークリーの例会

に一つの雰囲気を与える大事の花である。ス

ピーチの目ざすところはいろいろあろうが、

だいたい次のように要約されよう。

互に自己の経験や戦業のことなどを話

し友情と理解を広める。

スピーチを通じて社会の現実を知り知

性を高める。

話し合うことにより、ロークリーの共

通の理想を求め、真に世界的惑立を身

につける。

この30年余のわが京都東ロータリークラプ

の流れを見て焙しいことの一つは、年ごとに

スピーチが形式的にも、内容的にも、よくな

りつつあることである。しかし、よくなるこ

とは、いくらよくなってもよいことだから、

更によくするために二、 三のことを述ぺてみ

よう。

先ずスピーチの時間であるが、ス ビーカー

の紹介は出来るだけ短くし、出来るだけスピ

ーカーに予定の時間を与えるように努めよう。

スピーチの内容は全く自由で各自の好むと

ころでよかろうが、しかし、なるぺく唯のう

けうりのような話しではなく、自己の職業と

か経験とかを基礎とした独自性のあるものが

望ましい。ロークリーはそれぞれ戦業を異に

する会員から成るので、そうしたスピーチに

より、各会員から異なる社会の知識を得、生

きた社会の現実を知って、自らの知性を高め、

人問的向上を遂げることが出来る。

なお、スピーチは唯ダラダラと述べるだけ

ではなく、なるぺく要所要所にアクセ‘ノトを

つけ、聴く人の理解を容易ならしめるように

したし ‘o

ところで、スビーチの効果が実際に挙がる

のは、唯スビーカーの努力だけではなく 、聴

者の態度や聞き方も大変に重要である。それ

は表面上それほどでないようなスピーチにも、

実は限々内容的にはすばらしいものがあるか

らである。特に注意を要することは、真に分

かると分かったつもりとは決して同じではな

く、大切なことは分ったつもり程度の聞き方

ではなく、真に分かるまで聞くよう努力する

ことである。話すこともむつかしいが、正し

く分かるように聞くことは更にむつかしいと

と思う。
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ロータリーは友情と奉仕の会だというが、

いかにもさらりとして分かりやすい。だが、

友情と奉仕などというと、 ちょ っと対立する

ようにも響くが、決してそうではなく、友情

を形で現わせば奉仕になり 、友情とか愛情の

ない奉仕などというものはないのではなかろ

うか。

奉仕という言葉にも、いろいろ議論がある

が、 Heprofits most who serves best.を最

初に提唱した ArthurF. Sheldonによれば、

奉仕とは 「他人の立場を考えて、その人のた

めになるように尽すことである」と言う 。

昔、孔子は子貢が「人生でたったー語でそ

れを守っておれば、生涯何とかやれるという

ような言業がありますか」と尋ねた時「それ

恕か」と答えておるが、恕は今は「ゆるす」

などとも読むが、本来は「わが身を思うが如

く、相手のことを思う」ということで、広義

での思いやりであり、東西時と所を異にする

シェルドソと孔子との問に何か共通のものが

あることは面白い。

ロークリーでも、 1905年のボール・ハリス

往か 3人の初会合では奉仕などという 言葉は

全くなく、ただ友情ひとすじのもので、混乱

しきったシカゴで、純心の田舎出の四人が、

庄
[

せめて 1週間に 1度でも腹をわって話し合い

たいという会であった。そのこと自身が互に

元気づけ、助けあう ことにもなり、期せずし

て奉仕になるのである。従って、その奉仕は

始めは友人同志だけのことであったが、次第

に非ロークリア｀ノにも及ぷことになるのであ

る。

ロークリ ーでサービスをやかましく論じる

よう になったのは、どうも1908年頃からで、

ン`カゴ ・クラプのシェルドソなどがその中心

をな しているようである。前述の彼の言葉が

ロークリー標語に採用されたのは1911年、ポ

ートラソドでの第 2回全米ロークリークラプ

連合会であり、同じくその時ミネアボリス

の会員 FrankColinの超我の奉仕 (Service

above self)もロータリーの標語となった

のである。その後シェルドソの言葉の中の

profitなる語に多少文句をいう人もあるが、

しかし、ボール ・ハリスなども言う如く、 こ

の語はただ物質的な所得だけではなく、精神

的な修得をも意味するもので、やはりシェル

トツの言葉はよい言葉だと思う。

「いつでも、どこでも、人のために」とい

うよ うに生きる奉仕の人は、絶えず人間的に

も成長の機会を得るのである。
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ああロータリアン、 故青柳安誠君！

矛

人生にはいろいろの宝があるが、しかし、

心を許す友ほど尊い宝はなかろう。かつての

当クラプ会員・故青柳安誠君は私にとってそ

ういう人であった。

君は秋田県の生れで、鹿児島の七高を経て

1920年京大医学部に入学した人で、それ以来

の友であった。君は京大のいわゆる青柳外科

の教授であるが、鳥潟隆三教授の愛弟子であ

る。君はよく「俺は烏潟先生にほれこんで先

生の教室へ入ったので、外科が好きで選んだ

のではない。もし先生が内科なら内科へ行っ

たであろう 」などと話していた。この恩師へ

の君の傾倒にはただ鷲くばかりである。烏潟

教授の頭脳の明敏さと学的情熱には、われわ

れも敬服していたが、しかし、とてもこわい

先生で、われわれは君ほど、先生の内なる情

熱と誠実はよく分からなかった。そこには君

の先天的な鋭い感性と、退しい明敏とがあっ

たのである。

君については書くべきことが無限にあるが、

ここでは、こよなき探い友情と鋭い聯業意識

について述ぺるに止める。

君は私が同じく心を許す山本俊平君と共に、

私のロークリー入会の時の推瓶者であるが、

沼 豆
レ9 —、

入会の時の紹介は君がやってくれたのである。

その時君は「平澤君は京大総長選挙の時、否

を入れた親友です……」と言って、人々をま

どわせたのであるが、これは本当の話である。

私が京大総長に始めて当選したのは、 1957年

であるが、その前の総長選挙の時は君などが

私に否を入れてくれ、おかげで私は数票の差

で敗れて、助かったのである。

落選を喜ぶのは、一般の人々にはおかしい

かも知れないが、これは出来るだけ長く研究

室にいたいという私の真実の心を君は本当に

知っていて、恐らく他の数名の誠実の友と共

に、否を入れてくれたのだと思う。これは唯

の表面的な友惜ではなく、 一見常識に反する

ようだが、真に友の心を知っての友情で、友

情の中の友梢である。

もう一つ照くことは、君は手術執刀の前の

一瞬、静かに「どうぞ手術がうまくいくよう

に祈った」ということである。天下無双の国

手が手術の前に祈るとは、何ともすばらしい

ことである。これは、その仕事に全力以上の

ものを捧げることで「仕事は祈りである」と

言えば、そのままロークリ ーの戦業奉仕など

にも通じよう。青柳君、天国で元気かな。
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ロークリ ーでは、一業ー会員が原則で、会

員選考の時、それ迄の社会的活動が問われ、

ある程度までは職業奉仕の如何なども吟味さ

れて、入会が決定されているのである。

ところがどうしたことか、よく職業奉仕は

むずかしくて分らぬなどということを聞くの

である。確かに職業奉仕と言っても具体的に

は各職業ごとに異なる面があり、之を完全に

解き明かすことは決して容易ではない。

だが職業奉仕に共通の原理は決してむつか

しいことではなく、恐らく各自がそれぞれ、

その職業に最普の惰熱と工夫とを尽し、しか

も唯自己中心的の利益だけではなく、蚊も広

い意味でどこかで世のためになるように努め

ることであろう。

その実行は決して口でいうほど箭単ではな

く、職業にもいろいろあって、別に奉仕など

と言わなくとも、その仕事そのものがそのま

ま奉仕になるようなものもあれば、そうでは

なく奉仕には特別に気を使わねばならぬよう

なものもあり、誠に千差万別である。

真に職業奉仕をするためには、幾つかの基

礎条件がある。第一に先ず職業に対する正し

き認識であり、第二には認識以上の誇りであ

り、第三には戦業に対する心からの感謝であ

る。

各自の職業には、自ら選んだものもあれば、

父祖から継いだものなどもあり、様々であろ

う。だが、その何れにせよ、各位はロ ークリ

ー会員に選ばれる程その業を励んでおられた

方々であり、自らそこには、瞼業に対する認

識とか、誇りとか、感謝などはあると思われ

る。

だが、職業奉仕はロータリーでも最も重要

な基本的のものであるので、ロークリアソtこ

なられた以上は、更に退しく意慾を燃やして、

世のため、人のために職業奉仕をして、ロー

クリー入会以前よ り更に業紹をあげて既いた

い。入会後、成果が落ちるようでは、それは

決して望ましいロークリアソではない。

にこにことした、命をかけた職業奉仕、そ

こにこそ、火と燃える生き甲斐がある。
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四つのテスト

四つのテスト、即ち

(1)真実か どうか

(2)みんなに 公平か

(3)好意と友情を 深めるか

VI 

(4-)みんなのためになるか どうか

は周知の如く ，，ヽーハー ト・テイラー氏

Herbert Taylorが破産に瀕した、家庭用ア

ルミ製品会社の再建を頼まれて、その仕事に

当った時に考え出したもので

ある。

テイラー氏は1932年、製茶

会社の社長候補であったがそ

れを断り、破産に瀕した会社

の復典を頼まれて、それを引

き受けたのである。

だが、決してそれは簡単な

ことではなく、 いろいろ考え

た末これには自分だけではな

く、全社員の覚悟と協力とが

必要であるとの結論に達し、

会員中の各宗各派の神父など

にも相談をし、誰から見ても

妥当と思われるような座右の銘を作りあげた。

始めは文章として書いたが、文章では如何

に立派でも、いざきめねばならぬ、とっさの

判断を要する時には間に合わぬので、更にエ

夫に工夫をこらして、現在のような短い四つ

のテストにまとめあげたのである。

四つのテストは英語では Four-Way-Test

で、これは『四つのテスト』と訳するよりも、
カド

『四つ角テスト』と訳すべきものであり、こ

れは四つ角でどちらへ行ったらよいか迷った

ような時に、すぐにこの言葉を思い出して参

考にすべきものである。

長い文章と違って、四つのテストなら簡単

会報 1986年 12月号 所収

免沼 茫 、

に思い出して、参考に出来るもので、そこま

で作りあげるには、いろいろの工夫と独創と

が加えられているのである。

実行は決して簡単ではなく、ハーバー ト・

テイラ ー氏自身でも、とても満点などはとれ

ぬと言っているが、私が心から氏に感心して

いるのは、そこに如何に考え、如何に行動す

べきかという真実が溢れているからである。

ここではいちいち各項につ

いて説明しないが、如何に努

力しても満点をとるなどとい

うこ とは、殆んど不可能であ

ろう。

しかし、ハーバート・ テイ

ラー氏は確かに、そのテスト

の実行に真剣に努力し、また

社員にも実行させて、破産に

瀕した会社を数年かけて、立

派に復興したので、決して説

教のための説教ではなく、現

実に大きな効果をあげたので

ある。

私がここで最も惑動するのは、先ずテイラ

ー氏の燃える惜熱であり、愛と誠実でこれを

貫いたその実行である。やろうという仕事に

対する燃える情熱と実行― これこそが生き

た人生の真の道である。

なんとしても、四つのテストに対する燃え

る情熱を持とうではないか。満点はとれなく

とも、先ずやれると ころまでやろう。そして、

成長するほどに、いよいよ退しく 伸びよう。

敢えて四つのテストと言わず、真実を目ざし

た燃える人生とは、そういうものではなかろ

うか。
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四つのテスト (2)

兌 沼 央、

VII 

私が四つのテストで、もっとも心をうたれ

ることは、そこにテイラー氏の燃える情熱と、

実行に対する徹底的な創意工夫があることで

ある。

だが、四つのテストのどの項にも、ほとん

ど無限の幅があり、ただ言葉を覚えるぐらい

では、まだ真の実行はむつかしく、言葉とと

もにさらにテイラー氏の燃える↑祐熱を、じか

に共感しうる真剣さが望ましい。そして四つ

のテストはほんらい四ヶ条のテストという意

味ではなく、迷い易い四つ角でのテストとい

う意味なのだから、その四つに各自が、自己

にもっとも望むことなど一、 二を加えるのも

実行成就への一策であろう。

たとえば迷い易い人は「百策一忍に如か

ず」とか、克己心の弱い人は「自己との約束

は絶対に之を守れ」とか、 失敗に弱い人は

「失敗に失敗せず、成功への道とせよ」など、

いろいろあろう。

四つのテスト知るのは、多くの人はロータ

リアソになってからであろうが、私もそうで

ある。それまでにすでに私という人間の骨格

は出来ていたが、それは無数の人々からの教

えと、自らの経験とによるもので、例えば、

論語などもその重要なものの一つであり、孔

子の教える「忠恕」などは、私にももっとも

基本的なものである。

忠とは、生まれたままのまっすぐな心、即

ち真心であり誠実であり、恕とは、自分のご

とく人をいたわる心、即ちおもいやりであり、

愛である。

この真心と愛、たしかにこれはすばらしい

もので、四つのテストのうしろにも、必ずそ

などは、主として恕の心のように思われる。

真心とは、自己に対し、人に対し、社会に対

し、仕布に対して、誠実 ・公正であることで、

例えば自己との約束なども勝手に破って、自

分をだましたりなどしないことである。

実は私は、大学入学の一年一学期、自分に

約束した勉強が、思うがままできなくてノイ

ローゼになり、自分との約束が守れぬような

らもう蒸発しようかなとまで腐り、冬休み前

に郷里の越後に帰り、雪の野原をさまよい続

けたようなことがあった。

そのある日のことである。ふと幻聴として、

耳の病に悩むペートーペ‘/25歳の自戒の言葉

が、 ドイツ語のまま聞えて来たのである。

「たとえ肉体にいかなる欠点があろうとも、

わが魂はこれに打ち勝たねばならぬ。25歳、

そうだ、もう25歳になったのだ。今年こそい

よいよ党悟をして、ほんものにならねばなら

ぬ」この瞬間、目がさめ、心機一転、大学1

年の 2学期、即ち大正10年 1月からは2時起

床、 10時就寝を実行して、やっと自分との約

束を果して立ち直ることが出来たのである。

やれば出来るのである。やればである。

四つのテストでも

っとも大切なことは、

ただ言葉を覚えるだ

けではなく「よし、

やろう」という真剣

さと情熱である。夢

はつねに人々に若さ

を与える。四つのテ

スト実行への夢を燃

やして、われわれも

ういうものがあると思う。例えば四つのテス 若々しい世界人にな

トの(1)(2)などは主と して忠の心であり、 (3)(4) ろうではないか。
又れ＂員の II
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一 VIII 

ロータリーの例会について

週一回のロ ークリーの例会は、ロータリー

の各種の会合の中でも、最も基礎的なもので、

多くの下部委員会を持つ、クラプ奉仕の代表

的な行事である。

この例会は、ただ集まるだけに意味がある

のではなく、友情と奉仕とをめざすロ ークリ

アソの、楽しい語らいの場であり、また学習

の場である。

ここでは、会員はすぺて平等で、互いに年

齢や、職業や、地位など、すぺてを忘れて、

裸になり、あるがままに自由に語り、互いに

意見を交換しながら成長するのである。それ

はまた、その度ごとに行なわれるスビーチな

どで、毎週何かを学ぴ、限りない人生の深さ

と味とを知り、改めて、我と我が身を顧み、

いよいよ伸ぴる意欲を焼やす場である。

これこそは夢を持つわれわれロークリアソ

の、夢実現の場である。硬くならず、のびの

ぴとした世界の自由人として、明るい例会を

持とう。

「生きよう今日もニコニコと、一筋の道ロ

ークリー、限りなき道ロータリー」である。

ロークリーの例会は、それぞれ選ばれた人

人の集会で、言わば芸術的な人生の場であり、

何よりもそこには、心を溶かすほんのりとし

た香りが望ましい。

ロークリ ーは、狭義では、いわゆる「教育」

の場ではなかろう。だが、それは教育につい

ての考え方にもよる。

広い意味での教育は、人生の至るところに

あり、例えば酒の場でも、踊りの場でも、ま

た市場にも、往来にもある。それは、受けと

る人の目と心によってきまるのである。そう

言う広い視野から見れば、ロークリーは、確

かに、すばらしい教育の場であり、特に毎週

会報 1987年 2月号 所収

艮矛 沼 .... ―、

の例会などは、その最たるものであろう。

しかし、ロークリーは、ただ受けるだけで

はなく、同時に与える場で、若者は年寄りに、

また年寄りは若者に、互いに受けつ、与えつ

して成長する場である。

ロータリーで最も大切なことは、ただの理

論ではなく、友情と奉仕とを、日々の生活の

中で生かすことで、これは家庭生活から始ま

って、国際生活にまで及ぶものである。

ロークリーのクラプ奉仕には十余の委員会

があるが、ここではその一々には触れない。

要するにこれらは、ロークリーの例会を如何

ように楽しく、且つ有意義なものにして、よ

きロ ークリア ソをつくるかということのため

のもので、ここで絶対に必要なことは、ただ

まねごとではなく、各自委員会の真の意義を

よく弁え、心から協調することである。

そこには、わが大西会長が強調されるユー

モアもある。例えば会場監普の S.A.A.など

がそれである。 これは Sergeantat Arms 

の略で、直訳すれば、 「軍装の曹長」である

が、楽しかるぺき会湯に、わざわざ「軍装の

曹長」など、いかめしそうなものをおくのは

おかしいようだが、

これこそはユーモア

であろう。

笑いのある会、そ

して夢のある会、我

が京都東ロークリー

クラプは、いつもそ

ういう例会を持とう

ではないか。

II駐11の鴨
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会報 1987年 3月号 所収

― IX 

青少年奉仕について

免 沼

齊少年問題とロークリーとの関係は極めて

深く、且つ遠い。疲初の少年週間行事が行わ

れたのは1920年で、1946年には世界的規模で

のロークリー財団奨学制度が確認され、この

制度は次第に拡大され、現在では 5種類の奨

学金がある。

その後1961年度にはイソクーアクト ・クラ

プ、 1967年度にはロークーアクト・クラプの

制度が定められ、青少年問題に対するロ ーク

リーの熱意は年ごとに強まり、それは最近の

4半世紀ではロークリ ーの活動中、最も顕著

なものの一つである。

そうしたことから近来、青少年奉仕は従来

のロークリーの四奉仕部門とは別に、新たな

独立部門としてはどうか、という声も強いが、

まだ、そうはなっていない。しかし、以前は、

青少年問題は一部は社会奉仕で、一部は国際

奉仕で行われていたが、現在は取扱いの上で

は、脊少年奉仕として、まとめて考えられて

1,ヽる。

何れにせよ、青少年奉仕の基本楷想は原則

的には共通であり、それはよき世界をつくる

ために、人類の将来を担う青少年に、ただ頭

で理解するだけではなく、人類愛的な社会性

や国際性などを、真に骨身につけて、なかば

本能的なものにして貰いたい、ということで

ある。

私なども、社会性や国際性の重要なことは、

頭ではよくわかるが、それが本能的に肌身に

ついているかといわれると、どうも怪しい。

この肌身についた、殆んど本能的な社会性や

国際性に、私が初めて触れたのは、若い日、

スイスに留学した時である。 27歳の私は、そ

れまで日本でも経験しなかったほど、ここで

湿かく待遇され、特に二家族では真の親子の

見., -、

ような愛情を受け、大いに惑激した。だが、

残念ながら、こうしたものは、まだ私の肌身

にまでは、ついていないようである。

私などの青少年時代の 日本は、世界的には

まだ極東の一孤島で、その国家観や世界観に

も何となく、狭さや一人よがりなどがあった

が、その点、世界の日本になった今日は大分

事情が違い、日本の脊少年の感覚にも昔とは

違うものがあろう。

だが、この日本の世界性も、主として経済

活動などによるもので、その社会性、国際性、

文化面などでは、国際的になった今日でも、

なお考えねばならぬものが多い。

国際性は言わば世界的の社会性で、それを

深めるには先ず国内で明るい社会性を高め、

とかく見落とされがちの、日本社会の偏狭性

や閉鎖性を改めねばならぬ。 日本の政治、経済、

教育の面などでも、これを原因とするひずみ

が少なくない。だが、こうした問題の解決に

は時問がかかる。 ゆっくりいそげ (Festina

lente)である。あまり急ぎすぎて、ただ形式

的のまねだけでは駄目である。

真に必要なのは、将来を見透す長い目と実

行への燃える情熱であ

る。青少年をロークリ

ーが考えるような方向

に育てる ことは、重要

中の重要事であるが、

忘れてならぬことは、

それに対する成人側の

真剣さで、今こそ我々

ロークリアソは、 「各

ロークリアソは青少年

の模範」なる標語を真

剣に考えよう。
nl9漏鼠の囀

-
9贔
一
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- x
 青少年奉仕について ロ

矛 沼

青少年奉仕の個々の項については、 手続要

究に詳しく述ぺてあるが、不要なことは一つ

もなく、経験上必要最小限のことのみである。

ここでは私が経験した二、三のことに触れる

にとどめる。

まず第ーは、ガバナーの時、九州地区で聞

いたことである。それは、高校生などの短期

の交換学生についてのことであったが、照い

たことには、交換学生が最も早く親しくなる

のは、多くは、どうなることかと、始め最も

心配したロークリア｀ノのご夫人だと言うこと

である。これを聞いて私は嬉しく、またすぐ

に納得できた。

それは若い日、私自身がスイスで経験した

ことであるからである。恐らくそれは、本質

的には何も特殊のことではなく、むしろ普還

的のことであろう。国が違い、風俗習慣が異

って、感惰の表現などにいろいろ相違があっ

ても、人間の自然感情そのものにはそれほど

違いはなく、互いに温い心がありさえすれば、

何よりも先にそれを感じあうのではなかろう

か。も とより、だからといって言葉などはい

らぬ、と言うのではなく 、言葉が出来れば更

によく、言語の重要性は決して忘れてはなら

ぬ。

だが、ここで一つ強調しておきたいことが

ある。それは、日本人はとかく梢緒的だが、

外国人は一般に、より知的、より合理的だと

いうことである。

それから、ロータリー財団にせよ、米山財

団にせよ、外国から日本へ来る青少年に対し

てのことであるが、そういう若ものへの影磐

は、ただ直接それに接するロークリアソだけ

ではなく、日本人全体の問題だということで

ある。

見.... -、

この点については、日本ではまだ遣憾のこ

とが少なくなく、せっかく学校などでよい友

達が出来ても、下宿に帰ると思わぬ不快に遭

うなどという話は、よく聞くことである。こ

れは日本社会が、まだ充分に、国際的な社会性

を身につけておらぬためで、その改善には、ロ

ークリアンは特に大いに努力せねばならぬ。

イソクーアクトや、ロークーアクトなども、

日本ではまだいろいろの困難があるが、これ

も日本の社会性や教育制度の窮屈さなどによ

ることが多い。特にインクーアク トのように

年齢的に高校生を対称とする若者では、その

困難さが更に大きい。だがこういうことを改

善するためにも、長い目で見れば、イソクー

アクトやローターアクトの意義はいよいよ大

きI,ヽ゜

こうした真の国際惑党を身につけた若者が

次第に多くなり、これが日本の社会に常識化

された時、初めて日本社会は、真に世界に開

いた生きた国際社会になるのである。 こう考

えると、 前にも述ぺた如く、青少年奉仕こそ

は、将来の日本にとり、更には将来の世界に

とり、緊急事中の緊急事であり、我々ロークリ

アソは、いよいよ青少

年奉仕への理解と情熱

とを深めねばならぬ。

『二十一世紀』は偏

狭な愛国心や功利主義

の時代ではなく、殆ん

ど距離がなくなる密接

な接触時代で、相互関

係はいよいよ深くな り

友情と奉仕がますます

望ましくなるロークリ

一時代である。
菖II"＂の膚
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一 XI 

ロータリアンとして心に火を

ふしぎなことだが、私に対するポール・ハ

リスの魅力は、年ごとに強くなるばかりであ

る。それは彼に備わる独特の近親感で、例え

ば私の同郷の聖者、良寛に対する燃える情感

にも似たもので、抱きつきたいような魅力で

ある。だが、そこには自ら厳と して、 胃し難

い尊さがあるのである。

シュワイツァーは若き日、 30歳以後は不幸

な人々への奉仕をしようと自らに誓い、 30歳

にして改めて医学に志し、 38歳にして医学博

士の学位を得た後、アフリカに渡り、途中幾

多の困難をへながら、 90歳そこに没するまで

生涯の奉仕を実行した。彼は晩年「生命への

畏敬」なる思想に到達したが、ボール ・ハリ

スの培さに対する私の情感は、たとえば、こ

のシュワイツァ ーの「畏敬」の心に通じるも

のであろう C

周知の如く、ロークリーは、1905年3月23

日ボール・ハリスと共に集まった 4人の会が

その始めであるが、これこそは荒れ狂うシカ

ゴの中で、人間の消さと温かさを求める独特

の会で、人々はこ入で心に溢れるものを吐き

出し、新しい希望と力とを見いだし、 嬉々と

して一夜を楽しみ、その前の晩などは嬉しく

て眠れなかったと伝え られているし

かくして真の友惜は、更に一般への奉仕に

ひろがり、しかも、この奉仕は、地域社会の

奉仕から、次第に国際社会の奉仕へと拡大し

て、今日に及んで来た。
マ ｝

組識が大きくなれば、自然にこれを括める

ため、いろいろの約束や規則が出来るが、こ

れは何もロータリーに限ったことではなく，

尤も至極のことである。こうした規則も、そ

の歴史をよく理解し、 自主的に守ってゆけば

問題はないのだが、必ずしもそうばかりは行

会報 1987年 5月号所収

牙 沼 艮.., .... 

かず、ロークリーの心をよ く知らぬ人には、

とかく規則などが先きになり、窮屈になった

り、形式的になったりする。だが、この点は

先人の苦労をよく知らぬ我々は、心して深く

考えねばならぬ。

去る 4月下旬のある 日、私は新緑の東山へ

登り、尊い暗示を与えられた。一言で新緑な

どというが、そこにはただ緑だけではなく、

紅の紅葉などもあり、また緑と言ってもその

緑には限りないバラエティ があるが、そこに

は何の対立もなく、総合的に新緑という極致

の美を呈していた。個性を生かしながら、全体

としての調和を求めるロ ークリ ーにも、何か

そうした広々とした道があるような気がする。

元 R.I.の会長ラハリー氏は、そのクーゲッ

トに「内部に火を燃やせ」 (Kindlethe spark 

within)と唱えたが、その実行方法と して3D、

即ち

(1)自己を発見せよ (Discoveryourself) 

(2)力を伸ばせ (Developyour power) 

(3)目的を表示せよ (Demonstrateyour pur-

pose) 

を挙げた。ここでは一々説明しないが、深

く考える価値ある言葉

である。

友よ、人間として伸

ぴられるだけ伸びよ

う。 ロークリアンとし

て伸びられるだけ伸ぴ

よう。そしてあくまで

もボール・ハリスの心

を心として生きよう。

我々はみんな国際的な

ロークリアンなのであ

る。
言｀属の●
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「ロークリーのこころ」も約束の 1年にな

る。最後に言いたいことは、みんな手をつな

いで、よいロークリアソになろう、というこ

とである。ただロークリーの例会だけではな

く、いつでも、どこでも、日常生活の中で、

ローク リーのこころを心として、よいロ ーク

リア‘ノになるという ことは、決して簡単なこ

とではない。

私も当クラプヘ入会以来三十年余、それを

心がけて来たが、なかなかそう はゆかず、今

もって自ら許せるような、よきロークリアソ

にはなっていない。この「ロ ークリーのここ

ろ」の中でも何度もそういう夢を述ぺたが、

この夢の実行は、決して口でいうほどなまや

さし くはない。しかし、私は決してその夢を

忘れず、命の限りそれを追及して行きたいと

思う。

「ロ ークリ ーのこころ」については、まだ

述ぺねばならぬことが数々あるが、しかし、

ローク リア ンとして最も基本的なことは、概

括的ながら、だいたい述ぺたように思う。舌

足らずの点は、いろいろあろうが、しかし、

いい加減のことや、ただ人まねをして古いた

ものは一つもなく、何れもあくまでも自らの

体験を基にして、考えて書いたものばかりで

ある。論語の中で曽子は「吾日に三たび吾が

身を省みる。人の為に謀りて忠ならざるか。

朋友と交わりて信ならざるか。習わざるを伝
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うるか」と言っているが、いま「ロークリー 各民族がそのよき独自性を、いかように他民
し

のこころ」を終るに当って、しみじみ考えさ 族のそれと調和して、より高い文化をつくり

せられる言葉である。中でも特に「習わざる あげるかということである。

を伝うるか」という項は恐ろしく、この原稿 心をむなしくしてみれば、いわゆる先進国

の中でも、時にはまだ充分自分自身でも、修 にも直すぺき弱点があり、逆に発展途上国な

熟しておらぬようなことが述べられているが、 どにも、学ぶものがある。私などは、若い時

しかし、これは決してでたらめを言っている は日本を知らず、世界を知らず歩いて来たが、

のではなく、何とか自分でも、そういう望み つくづく思うことは、せめて日本の特殊性ぐ

を果したいという気持からである。 らいは学ぴ、世界文化の向上に貢献せねばな

ここで一つ考えねばならぬことは、反省な らぬということである。

どと言うと、従来は弱点のみを考える傾向が 世界は、いまや正に歴史的な大転換期で、

あるが、しかし、反省とは、本来ふり返って 至るところに考えねばならぬことが溢れてい

見ると言うことで、とかく外の方しか見ない る。だが、それを改善するのは、人間以外に

人間が、ふりかえって、わが身を内側から見 はなく、それはわれわれ人間の共同責任であ

ることで、何も弱点だけを見る険性のもので る。特に、友惜と奉仕とをその基礎とする、

はなく、自らの長所をも見逃してはならぬと 世界組織たるロークリーなどの資任は大きい。

いうことである。 しかも、この衰任は、ただ外からの力によっ

私などは高校以来、自己の弱点のみが目に て受身的に果すぺきものではなく、内なる自

つき、若い時は、とかく陰性の自虐的な反省 らの惜熱によって自発的に果すぺきものであ

i l のみをしていたが、これは余り感心したこと る。

ではなく、体験を横むにつれて、反省にも従 特に嬉しいことは、ロークリーは前にも述

来の陰性的のものとは違う、明るい陽性のも べた通り、世界文化の弱点を正す組織でもあ

のがあることを知り、しかもこれが極めて重 る。望ましい文化とは、頭の文化（科学的文

要であることに気づいた。 化）と心の文化（情緒的文化・芸術・道徳・

問題は、あくまでも積極的に伸ぴることで 信仰等）との調和のとれたものだが、残念な

ある。植物などでも、小木の時は曲がってい がら今日の文化は前者は強いが、後者はあま

ても、伸ぴるにつれ、ゆがみは小さくなり、 りにも弱く、いびつである。ロークリーの友

大木になれば必ず真っ直ぐになるのである。 情とか、奉仕とかいうことは情緒的のことで、

徒らに弱点に囚われて、くよくよするよりは、 心の文化を強めることになり、そういう意味

むしろ積極的に自らの長所を知って、伸びら ではロークリーは、現代文化の弱点を正す組

れるだけ伸びることである。 織でもあり、いよいよ意味深きものがある。

だが、現実的には、いつまでも伸びるとい 先日奥西会員と、弟子の許六が師たる芭蕉

うことは、決して簡単なことではなく、これ に別れをつげて、国もとの彦根へ帰ろうとし

には真に内から燃える惜熱が必要である。こ た時、芭蕉が許六に与えた言葉を話しあった。

れはよきロークリアンになるということにお それは「古人の跡をもとめず、古人の求めた

いても、決して例外ではない。 る所をもとめよ」という有名な言葉だが、何

もう一つ、最後に触れておきたいことがあ ともすばらしく、これはまた、ロークリアソ

るが、それは国際性ということである。ロー にも通ずると思われる。

クリーが国家・民族・宗教・言語などを超越 ただポール・ハリスのまねごとだけではな

して、人類そのものを対象とした、国際的組 く、その限りない偉大な夢を偲ぴ、変化して

織であることは、今更いうまでもないことだ やまない世界の現実に対応しつつ、友情と奉

が、ここで一つ強調しておかねばならないこ 仕を心として、限りないロークリーの道ひと

とは、真の国際性とは、単なる模倣ではなく、 すじを、歩み続けようではないか。

104 



0にi6応EAST
DISTRICT 265 

ROTARIANS--

UNITED IN SERVICE 

DEDICATED TO PEACE 

ロータリアン一一

奉仕に結束一平和に献身

囲際ロークリ ーのテーマ

身近な奉仕

真の友情

ひたむきに新しい友をさがそう

京都東R.C.会長のテーマ
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世紀 末に向けて

’― ｀
 

．ヽ

バスト・ガバナー

平澤興

本世紀も余すところ、僅か12年になった。文化

の発達はいよいよ加速度的に増し、本世紀には、

特に曽てのどの世紀にもないほどの驚くぺき進歩

があった。注目すべき 2、3を拾って見ても、原

子力学の発達とその平和的及び戦時的利用、関連

科学の発達による宇宙船の発達と宇宙の研究並ぴ

に情報及び交通等の異常の発達などがあり、この

瞬問にも、これ等の研究は分秒を争うて行われて

おり、明日の変化は容易にこれを予測し得ない。

世界の歴史は、戦争の歴史だなどとも言われる

が、本世紀にも広範囲の第一次及び第二次世界大

戦の後をひく大平洋戦争では、われわれも古今未

曽有のみじめな敗戦を経験した。第二次世界大戦

のあとで、 194彩曰.0月には国際連合がつくられ、

国際間の交渉は出来るだけ武力によらず、話し合

いで解決し、更に積極的に世界の平和と繁栄に協

力することを習い、ユネスコ、ユニセフなどの補

助機構の協力をも得て教育、経済、文化などの面

からも極力平和に努力して来た。だが、国際関係

は初め予想したほど簡単ではなく、国連に発展途

上国などの加盟国が多くなるにつれ、その関係が

いよいよ複雑になり、なかなか思うように行かず、

現にイラソ ・イラク戦争、その他世界の各所に紛

争があり、今日もなお世界は決して真に乎和では

ない。だが、あくまでも現実は現実として、しか

と見つめる必要がある。しかし、徒らに現実のみ

に囚われず、われわれは与えられた無限の可能性

を生かしながら、常に退しい理想を持ち、この目

慄に向って努力せねばならぬ。

人類の文化が進んだと言っても、神経学の示す

ところによれば、人類はまだ与えられた無限の可

能性を完全に利用してはおらず、その大脳表面の

精神中枢にある約百四十億の神経細胞を完全に全

部利用 した人は一人もいないとのことである。文

化の発達はまだまだこれからであり、われわれは

その将来の文化を、何とか国際乎和の向上に貢献

するよう、努力せねばならぬ。

こうい う角度から見ると、 1905年2月のローク
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リーの誕生は世界史的にも大きな意義を持つもの

であり、世界の人類がその友情と奉仕によ って、

世界平和をもたらすことは、何ともすばらしいこ

とである。このロークリーも、まだ完全にその夢

を果しているなどとは、とても言えないが、しか

し、いろいろな困難にうちかちながら、ひたすら

に一筋の理想の道を歩き続けて来たことは特筆す

べきことであり、今後もその理想達成に向って、

邁進したいものである。

だが、われわれもただ徒らに夢を語るだけでは

なく、ロークリーの過去82年の活動を反省し、改

めるべきものはこれを改め、ただ過去のまねごと

で終ってはならぬ。

近頃はよく、近づく 21世紀についての希望など

が述ぺられているが、残念なことに、とかくその

流れには、思索なきおめでたき夢が多いようであ

る。21世紀が来たからと言って、急に人問の脳力

とか、体力とかが変るわけではなく、 21世紀の現

実は、むしろそれを迎えようとする本世紀末の今

日の姿そのものにあるのである。人間の将来の運

命は、普通考えられるが如く、将来にあるもので

はなく、実はむしろ、その基礎をなす現在にある

のであり、すばらしい今日の生活こそ、すばらし

い将来を約束するのである。今や人間生活は、正

に転換期の絶頂にあるが、今こそ過去のあらゆる

経験を生かして、これを将来望ましい方向に生か

すべき最も重要な時期である。それはたゞ国家や

世界についてのみならず、個人生活においても全

く同じことである。

新しい世紀へ向って、私にも夢がある。それは

新世紀が、たゞ力の競争だけではな く、より深く

人間の内面生活に心が注がれ、人間は他を幸福に

することによって、自らもより幸福になれるとい

う哲理を知るような文化をつくることである。こ

れは容易なことではないが、しかし、面白いこと

には、現在も地球の縮少化と惜報化などにより、

国際政治も、ある程度この方向への転換が強制さ

れつつあるということである。 160余にものぽる

すぺての独立国が衣食住にことかかなくなるのは

とても大変なことであり、種々の事梢で自力だけ

では自立不可能なような国も少なくなく、こうし

た国際状剪を如何ように高い視野と混かい調節に

よって、自立せしめるかは、誠に重大である。だ

が、日々飢餓に苦しむ国があるよ うでは真の世界

平和はむづかしく、どうしても今後の人類の努力

は、その改善の方向に向けられねばならぬ。これ

には教育による世界人類の心的改革が必要であり、

この先まだ長い時間を要する。こ ういう意味では

ロータリーの友情とか奉仕はいよいよ世界的意義

を深めるが、何とか形だけではなく、心と実行の

ロータリアンになりたいものである。
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ロータリーに活力を…

あなたの活力を

国際ロークリーのテーマ
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“みんなて楽 しむこの一年

みんなが尽くそうこの一年”

京都東R.C．会長のテーマ

畏友山本俊平君を偲ぶ

平澤興

故山本俊平君

山本君、君は死んだのか。若い頃「朝臣俊平は けた。早速、宇治木幡の君の家を訪ねた。そして

このクラスで一番長生きするぞ」などとよく冗談 仏になった君の額を拝んだ。ああ何たるおだやか

を言っていた君だ。その君が死んだのだ。君の死 な顔か。この安らかな表情に接して、 やっと少し

を聞いたのは 1月2日の午後2時頃だったが、私 私の心も落ちついた。

は全くびっくりした。 一瞬立てない程の衝撃をう 君は1898年11月に静岡県の田舎に生れ、私より
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2つ年上だが、ちょうどクラスの乎均年齢、 90歳

であった。高校は鹿児島の第七高等学校造士館で、

われわれの京大入学の大正9年には医学部の入学

総員75名のうち、 12名が七高からであった。驚い

たことに、七高からの諸君はみなすばらしい人た

ちばかりであった。これはいいかげんのことをい

うのではなく、私はしみじみと、七高出身者の人

問性のすばらしさに惑心したものである。私はク

ラスの誰とも仲よくしていたが、しかし、その中

でも、七高出身の山本俊平君、青柳安誠君、木村

潔君などは私の生涯の心を許す親友であった。た

しかに七高出身者には七高出身ならではの独特の

風格があり、それぞれ異なる個性を持ちながらも、

そこに何か共通のもの、例えば誠実、勇気、温惜、

無私、明朗などがあり、しかも、バラバラとして

ではなく、これらが渾然一体となった香り高いも

のであった。

山本君などは、そういうものがからだにとけこ

んでおり、学生時代からクラスのすべてからそれ

を認められて、心から親しまれて来た。あまり理

屈っぼいことは言わぬが、どんなややこしい問題

でも、君が一人はいると、自然とうまく話がすす

み、和やかに解決した。随分とやかましい理屈家

もいたが、どうしたわけか、山本君には歯がたた

なかった。私は山本君の父君には、ついにお会い

する機会がなかったが、君が時々語る父君につい

ての断片的の話の中に、何かそういうものを感じ

させるものがあった。しかし、あの山本君の柔か

で、しかも筋の通った強さが、どこから来ている

のかは、今もなお私には、よく分らぬものがある

が、とにかく、私などから見ると、むしろ不思議

な人であった。

山本君は私らと共に大正13年(1924)京大医学部

を卒業、直ちに皮癖科の松本信ー教授の許に残り、

助手、購師を経て関西医科大学の前身、大阪女子

高等医学専門学校の教授となり、ここで抜群の好

評を得て昭和20年教授として母校に帰り、その後

は京大病院長や京大医学部長などをも勤め、常に

優秀な成績を挙げた。また京都東ロークリークラ

プのチャークーメンバーで、その第二代目の会長

であり、私なども君と青柳君の推薦で1957年4月、

当クラプの会員になったのである。昭和37年定年

退官、定年の前年から特別の事情により大阪の北

野病院長となり、更に昭和40年、偉大な理想をも

って新設された天理教の病院、‘‘憩の家”の準備に
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当り、続いて初代院長となり、逝去まで院長、名

巻院長などを勤め、教団の病院としては歴史的運

営の実績を挙げた。

山本君はどこへ行っても、その周囲にはいつも

ほほえみと人の和があり、必ずうまく治まった。

あえてむづかしいことを言うわけでもなく、また

説教するわけでもないが、談笑の間に、山本君の

周囲は明るくなり、笑が生れるのである。

昭和21年の京大解剖教室は、戦後いろいろの事

情で3人の教授がすぺておやめになり、一時教授

が1人もおられなくなり、後任教授の選考が始ま

り、当時新潟医科大学にいた私が、その後任に内

定し、私を京都へということで、先ず山本教授が

新潟へ見えて、いろいろとすすめてくれた。しか

し、新潟医科大学は断固として、私の京大転出を

拒否し、私にもいろいろの事情があり、その実情

を述べて京大復帰をお断わりした。もの分りのよ

い山本君は、京大とは板ばさみになり、さぞ苦し

かったと思うが、よく了承してそれを京大医学部

へ伝えてくれた。しかし、京大ではなかなか諦め

ず、更に木村廉医学部長、ついには学部教授の選

考としては前例のない鳥簑利三郎京大総長と医学

部長と同道で新潟まで来られて、新潟医大へ厳し

い懇願があり、新潟医大もついに諦めて私の京大

復帰を認めて話がまとまり、山本君には随分とご

迷惑をかけた。こうした間における山本君の情理

を尽した、心のこもった友梢には、唯々感激があ

るだけである。

私には山本君と共に生涯の無二の親友として、

やはり同級の京大外科教授青柳安誠君がおる。こ

の2人はお互い同志、また文字通りの親友だった

が、しかし、その人間的肌合いは大分違い、ーロ

に言うと青柳君は如何にも外科的で、言いたいこ

とは、ハキハキと思う通りに言った。私が京大へ

赴任して先ず膀き、且つ惑心したことは、 2人は

個人的には親友でありながら、ある教授の選考に

当り、選考委員として堂々とそれぞれ自らの意見

を主張して一歩も隈らなかったことである。公私

の別とは、こういうことをいうのかと私は改めて

教えられ、 2人に対する私の尊敬は更に深まった。

もう一つ青柳君、山本君の友情について伝えて

おきたいことがある。それは昭和28年の京大総長

選挙の時、青柳君は山本君などと相談して、心を

許すごく少数の友人と共に、総長候補になった私

に否の投票をしてくれたことである。当時は私は



そんなことは少しも知らなかったが、私を本クラ

プの会員に推薦した時、平澤君は総長選挙の時、

私が否を入れた人だと紹介したので、私も始めて

知ったのである。この時は僅か数票の差での落選

であったので、この落選こそは、研究室に残りた

いという私のほんとうの気持ちをよく知っていた

青柳君達数名の友情の賜で、しみじみと感謝して

いる。しかし、こうした心のこもった否の数が何

人であったかなど、その詳細は今もよく知らぬの

である。ところが、私が当選した昭和32年の総長

選挙の時には、もう否を入れても、とても当選は

さけられまいとの考えで、どうせ当選するなら贅

の多い方がよかろうと、青柳君は遠い出張先から

夜行で帰って、 「焚」を入れてくれたとのことで

ある。 4年おくれただけであるが、しかし、この

4年は私には研究、その他の点で大変有難い 4年

であった。ロークリ ーではやかましく友情などと

説くが、こうした青柳君や山本君の友情こそは、

ほんとうに心のこもった、真の友情だと、思い出

すごとに感動している。

若い日の私などは、余りにも解剖学的で、固く

て窮屈であったが、山本君や青柳君などから教え

られ、その友情から得たものには無限のものがあ

る。特に山本君には山本君ならではの独特のもの

0 0 

があった。それは、人間全体としてのおおらかさ

であり、総合性である。恐らく君のその一部は先

天的、遺伝的であり、一部は後天的のもので、君

自らの精進によるものであろうと思われる。だが、

私は先天的一部に就いても、また後天的一部に就

いても殆んど云々するだけの充分の材料を持たぬ

のである。しかし、君が心から敬服していた松本

信ー先生から受けたものが、何としても最も大き

なものであったであろうと思われる。私も松本教

授からは学生として教えを受けたが、先生にはそ

れぐらいではとても分らぬ深いものがある。私も

四高の先薙としてそのごく一部を伺うことが出来

たが、とにかく先生は人間離れのした偉大な存在

で、接し易いが、しかし、悦はしめ難い人であっ

た。山本君は、こういう先生に長く誠心誠意お仕

えしている間に、いつとはなく、この偉大な先生

の一部を体得したものと思われる。

山本君．／君の姿はもう見たくとも見えなくなっ

たが、君の心はいついつまでも、私の心の中に生

きている。これからも頼む。 1人の人間として、

明る＜、楽しく、生き生きと生きられるよう、導

いてくれ一ー。これが来年90歳になろうとする私

の心からの願いである。

.....一••一••一••一·,＿．．_．．＿．．_,•一••一••一· •一..一••一•,＿..＿ ••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一••一•'9
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国際ロークリ ーのテーマ
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”みんなて楽しむこの一年

みんなが尽くそうこの一年”

京都東R.C．会長のテーマ

平 成 元 年 を 迎 えて

バストガバナー

昭和天皇の崩御により、年号が平成と変ったが、

私はこの新しい年号が大好きである。その文字も

よく、密きもよく、あかるくて、しかも軟らかい。

しかし、年号の真の評価はそんなことによってき

まるものではなく、その時代の実綬によってきま

るもので、具体的には、国民の象徴なる天皇と、

政治的主権をまかされている国民の努力によるも

ので、今こそわれわれは覚悟を新たにせねばなら

ぬ。

何としても忘れてはならぬことは、時代と共に

平 澤 興

世界の動きが次第に変ることである。私は明治を

最後の12年、大正・昭和は完全に之を経験し、今

新しく平成時代を迎えたわけだが、それぞれの時

代にはそれぞれの姿があり、色々と時代による変

化があったが、しかし、今迄の国政の主流は、 日

本国中心というところにあり、それはそれでよか

ったと思う。しかし、第二次大戦以後は、国内政

治もその国だけを考えるのでは不充分で、国内政

治にも世界的動向が次第にその重さを増し、今後

の日本の政治は国際的考慮なくしては不可能にな



ってきた。幸いこうした考え方は国民の間にも次

第にひろがりつつあるが、特にここで注意せねば

ならぬことは、こういうことはただ理知的理解だ

けではだめで、これには身体にとけた日常生活で

の国際感覚とか、人類愛が必要だということであ

る。こうした国際愛が真に日常生活の心の中にと

けこむと、もはや国際的などという言葉も不必要

になってくる。残念ながら、私自身もまだ、そこ

までは達していないが、外国などにおける今迄の

経験から、その筋道は確信を以て断言できる。こ

れが日常生活の感情にまで成長するには、どうも

家族の一人だけではまだだめのようで、できれば

一家全体がそうなることが望ましく、それには長

いこの国の習慣や、社会の在り方なども変えてゆ

かねばならぬ。

私は27歳から29歳まで欧米、特にスイス国に留

学したが、ここで私は解剖学の研究以上の大きな

ものを体得した。それは特にスイス人の中にとけ

こんでいる湿かい国際愛であった。スイスで私は、

それまで日本でもまだ経験しなかった程の、うち

とけた心からの愛情をうけた。やがて90に近い私

だが、今も私はそれに涙が出る程惑激している。

私を実の子供のように世話して下されたのは、貿

易商のリットマイヤ一家と、薬剤師のフィッシャ

一家だが、この 2家族では私に「お前言葉」で話

して下され、始めて訪れた時には歓迎門をつくっ

たり、また旅行などをすると、その先々までホー

ムメードの菓子を送ったりして下さった。 私が

いたのはスイス北部でドイツ語地区であったが、

「お前言葉」の独逸語は動詞の慟きが、普通の

「あなた言葉」とは違い、始めはむつかしかった

が、私もすぐそれには慣れて、スイスでの日曜日

は殆んどこの両家でおくった。両家とも、その家

の一番よい部屋を鍵などは一切かけず、私に貸し

て下され、朝なども私の早起きをとめてコーヒー

はペッドで飲めと言われて困ったことや、旅行中

送って下さった菓子が途中でくさって勿体ないと

思ったことなど、思い出はつきない。考えて見る

と、こうしたことは、若い私の人間づくりに予想

以上の大きな影響があったと思う。

去る 1月27日のクラプアッセソプリーで、いわ

ゆるファイアサイド・ミーティングの苦労話しが

出て、世話された方々の並々ならぬお骨折に心か

ら感激した。しかし、ファイアサイド・ミーティ

ングは、本来ストープにあたりながら、一杯のみ

ながら、思うがままに話し合い、思うがままに楽

しみ合う会で、あまり気苦労のいるような状態で

は、とても本来のファイアサイド・ミーティング

ではなく、何とかもっとザックバランに話したり、

飲んだりする、楽しい会が持てないものかと思っ

た。そしてその時も言った如く、深く考えると、

これはただ京都東ロークリークラプだけの小さな

問題ではなく、平成時代の日本を今後いかに国際

的に成長させるかという大きな問題の一つで、た

だ理知的に考えるだけではだめだということ、せ

めてもの分かりのよいわが京都東ロークリークラ

プ位では、いつでも、どこでも、気楽に真のファ

イアサイド・ミーティングが出来るようになりた

いものである。
マリテ tトノェ ッカ"'ノチ

中国の古典、大学に「身修而后家斉、家斉而后
マリ ッテ 9ィ9ナ9

国治、国治而后天下平」とあり、略して膜々「修

身斉家治国平天下」などと害くが、これは真の政

治家のあるぺき姿を杏いたもので、如何にも自然

で、その根本精神は今でも通じるように思われる。

「天下平なり」とは、当時は中国全体ぐらいのこ

とであろうが、世界を平和にすると読めば、この

言葉はそのまま今も生きているように思われる。

何としても、世界を平和にするための第一のもの

は、先ず各人が自分自身を正しく修めることで、

それによって次には家庭を、更には国を治め、遂

には世界に平和をもたらすということは、ごく自

然のことで、先ず近きより次第に遠きに及ぽすと

いうことで、心理的には遠心的な慟きである。だ

が、情報化時代の今日では、この遠心的の働きだ

けでは不十分で、どうしても逆に遠くから近くを

見る心、即ち世界から日本を見るような求心的な

心の働きも大切であり、むしろこの求心的見方が

漸次その重さを増してくる。終戦までは日本は日

本の日本であり、せいぜい東洋の日本だったが、

欲すると欲せざるとにかかわらず、今では文字通

り世界の日本へと成長しつつある。

幸いにロークリーは国際的組織で、国家、言語、

宗教、民族などを超越して、人類そのものに焦点

をあてた友惜と奉仕の組織で、これも今迄は遠心

的に近くより遠くに慟き、地域社会から国際社会

へと成長して来たが、今後は我々は逆に遠くから

近くを見て、求心的にも成長しながら、更に互い

にその親密度を加えて、ますます世界の理解と幸

福に奉仕したいものである。

ああ、人間何としても伸びられるだけ伸びよう。

人生を讃美して、これを楽しもう。表も面白く、

裏も面白い。平成元年—期は正に熟している。

日本人として、世界人として、真にあるべきロー

クリアンの姿を夢みつつ伸びよう。夢はいくら大

きくてもよい。全宇宙にまたとない尊い人間、ふ

しぎな人間だ。

天を拝み、人を拝み、己を拝んで伸びよう。

乎成元年2月1日 薄化粧の東山を眺めつつ
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乎澤興先生の

フォーラムでの発言集



発 言 集

先生の、いろいろな会合での、主

な発言を、抜き出したものです。

東R.C.月報100号記念

歴代編集者座談会
月報＃100 1965年3月号所収

平澤

く記録について〉記録と言うものは、その当

時こそ大したこともないと思うが、後になっ

て読む時、面白いですね。日本人は記録に対

して無頓着だね。例えば、大学で登山とか探

検した当時の記録、その時はそれ程のことも

ないと思うが、 10年もたってみると、その時

に使用した装具、わらじや脚絆の記録等、如

何に進歩したかと言うことがわかる大変大事

なことだそうだ。

平澤

く会報のあり方＞100号ということは大変なこ

とですね。たとえば、写真が載っとるとか、

載っとらんとか、形式も色々違うようだが、

その違うところに面白味があるので一違うと

いうことを裏から見れば、絶えず委員会が努

力して下さったと、言えると思うのです。始

めになかったことが後に出来たこと、 0から

作ったこと、これは大変ですから、この意味

で後の完全なものより、かえって値打ちがあ

るとも言えましょう。また、クラプに体臭が

あるように、会報にも夫々の委員会の体臭が

あり、否あるぺきものと言えましょう。

＜束クラプの程度が高いと言われることにつ

いて〉東クラプが程度が高いと、もし言われ

ているとすれば、それは考えもので、仮りに

本当に程度が高いとすれば、すぺての会貝が

満足出来るように、話が出来ねばならぬし、

難しい話をして、わからぬ人があるとすれば、

わからぬ人が悪いのでなく、そのスピーカー

の見当のつけ方が間違っている。何故なら、

あらゆることにクラプ全体としての、活動を

考えていかねばならぬのであって、このよう

なことでは、決して程度が高いとは言えない

のである。もしこのような評判があるとして

も、空よろこぴは出来ないのである。もし本

当に高いのであれば、それは誠に結構である

が、それをこともなげに、高い様に見せない

ための努力を、お互いにせねばならぬとも私

は思います。

あまり評判にこだわることもないが、程度

が高いと言われることは、決してほめられて

ばかり、いるのではない。これは吾々として、

反省せねばならぬことではないかとも思いま

す。そうかと言って、殊更程度を下げる必要

もないが、下げないでいて、高く見られぬよ

うにするにはどうしたらよいか。これ即ちロ
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ータリアンとして、生長あるのみであります。

会報としては、うまく出来ているというこ

とよりも、どこを見てもロータリーの精神が

あふれているということ、冗談を言っても批

評をしても、妙なセンチメンタリズムになら

ず、どの記事にもロータリーの気分があるこ

と、これこそロータリーの活きた、会貝の会

報であることが大事だと思います。

お互いは、義務で会員活動をしているので

はないのだから、楽しい、そして本当の意味

のロータリーの追究が出来れば、これにこし

たことはないと思う。会報も100号になったこ

と、これは委貝会だけの喜びではなく、クラ

プの皆の生長の賜であって、現状大いに結構。

更にこれをよくするのは、これまた会貝全部

の、今後の努力と精進にあると思う。とにか

く世界的の笑いを笑えるような、そして世界

的胃袋になるような、ロータリーとその会報

がほしいと思います。

1967,..__,68年 度国 際ロ ータ リー 第365区

地区協議会ー研究討論会

次期ガバナー平澤興

く会員増強について〉…（前略）…ロータリ

ークラプの増強に、いかに協力するか、これ

は明年度だけの問題ではありません。また、

365区だけの問題でもありません。日本のロー

タリークラプの、全体の問題でもありますし、

同時に程度は違いましても、世界のロータリ

ークラプ、全体の問題だと思います。

いわゆる外部拡大、会員の数をふやすとか、

クラプの数をふやす、ということ等々の問題

と、もうひとつは内部拡大、ロータリーの質

の上の拡大、各職業があまり一方に偏しない、

調和のとれた成長、個々の会貝から申します

と、ロータリアンとしてのあり方、そういう

ような問題があります。

いちばん願わしいのは、内部的にも、個々

の会貝がお互いに努力をして、よりよきロー

タリアンになる。そういう質的の問題。同時

に、外に向かっての増強と申しますか、会員

なり、クラプを増すこと。この二つが相携え

ていければ、それに越したことはない。この

問題は地域ごとに、まだ職業分類なんかで、

昭和42年6月24日

残っておるようなところ、ほとんど出つくし

ておるところ、それに近い状態のところなど

と、それから、またクラプの歴史があります

から、そう簡単ではないと思います。

実は、先程言い落としましたが、今度のア

センプリーや国際大会で、しみじみと思いま

したのは、日本のロータリーの成長でありま

す。日本におけるロータリーの成長は世界の

驚異であります。

そして、ごく卒直に申しますと、質という

ことになりますと、きぴしい会貝詮衡を経て

いるのでありますから、会貝がロータリーの

規約に背くような、そういう人は決していな

いのであります。しかし、世界的に考えまし

た場合、質的にも確かに、ある程度の目標に

達しておるが、今後の日本の、あるいは、 365

区のロータリー活動というものを考えますと、

質の面でも格段の努力を要する。つまり、ロ

ータリアンということで、ただいい気持にな

っておるのではなくして、いかにもロータリ

アンらしい、そういうように、努力しなくて

はならんと思います。



次期ガパナー平澤興

く会員の呼称について〉どこで会ってもヤア

ーというということ、現実とだいぶ離れてお

ることは事実ですが、せっかく、ああいう場

がありますから、そういう気持になりたいと

思います。

外国のロータリーでは、ご承知のように、

みな平澤というようには呼ばない。興です。

公式の場合は手続要廃をみますと、名前を呼

ぶようでありますが、実際は、例えば、今度

の会長はルーサー・ホッジスですが、ルーサ

ーというふうに呼びかけておる。むこうでは、

すこしも不自然では、ないのであります。興

と呼ばれても、日本で興といわれたら、誰の

ことをいっているんだろうかと、思うかもし

れませんが、むこうでは興というのは、いい

やすくもあるわけですね。すこしも不自然で

はない。

このことは、日本では国情が違うので、あ

まり頭がはげたりしていますというと、平澤

ぐらいのところが、適当らしいんですが、ク

ラプの中では、墜苦しくならないで、もっと

裸でつきあえるように、できたらと思います。

く社交性について〉私は今度アメリカ、フラ

ンスヘ行って、はじめて行ったわけではあり

ませんが、しみじみと感じましたことが、ニ

つばかりあります。ひとつは、クラプ生活と

いうようなものに対する、われわれの経験の

浅さと申しますか、社交性の乏しさといいま

すか、それは、何も会員になるとかならない

とか、そういうことではありません。

ほんとうにハラを打ち割って、裸になって

つきあうということ、そういう社交性、社交

性という言葉は多少疑問がありますが、もっ

と人間としての、自然性といったほうが、か

えっていいのかもしれません。

もうひとつ、体力の問題、短期間の頭の働

きの競争や芸術の競争ならば、日本人がいち

ばんと、いうことではありませんけれども、

どこに行っても、立派にやれるだろうと思わ

れるわけでありますが、長期間の体力を要す

る仕事にはどうもよくありません。

さて、社交性といいますと、お互いがほん

とうにその気持になってやりませんと、むず

かしいんです。むずかしいから、ますますが

んばって、お互いに信頼し合う。

いうなら、兄弟たちですから、そういうも

のはもっと気楽に、明る＜、裸でつきあえる

ようになりたい。私もその気持ですから、そ

のことは強調したいと思います。

それには、例えば今日は会長、幹事、クラ

プ会報委員の方がお集まりになっていますが、

およそ、網領の第 1にありますように、奉仕

のひとつの機会として、知合を広めるという

ことですから、この会はこのままお互いが、

名前を全部いちいちおぽえるわけには、まい

りませんでしょうけれども、せめてきょう集

まった人は、きょう以後は、そんなむずかし

いことをいわず、信頼できるというように、

これからひとつ勉強したいと思います。

次期ガバナー平澤興

＜例会運営とスビーチについて〉これには、

二つの面があるんじゃないかと思います。ひ

とつにはクラプの団体生活というようなもの

に慣れられないと言う問題。ロータリークラ

プには、ロータリークラプのあり方がありま

すから、そういうこと自体が窮屈だというの

であれば、それはクラプの生活に慣れないと

いうか、そういう組織の生活に慣れないとい

うことであって、もしそれなら、そういうこ

とを教育する必要があるんじゃないか。
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もうひとつは、実際に 1時間の会で、いろ

いろの型はあるが、その中でいかに楽しく、

有益に過ごすか。これも例えば、レークプラ

シッドでやかましい話がありました。スピー

カーを、どうも外部から頼みすぎるじゃない

かと、いう意見がありました。結局、それは

地域によって、いろいろ事情がある。

ドイツのロータリーでは、スピーチがいち

ばんうまくいっておるようだ。というのは、

ある会貝が話をする。なるべく会貝が話をす

る。そのあとで討論会がある。 ドイツ式のあ

りのままの批判がとぶ。それをドイツ人はど

うこう思わない。やりこめられたとは思わな

い。それが日本などでは、ちょっと批判が出

ると、賛成なら結構ですけれども、何か揚げ

足をとられたように思う。そこらのところも

社会的な訓練だと思います。

だからスピーチをおもしろくといっても、

ドイツの場合と日本の場合、また日本の場合

でも、地方と都会とで違ってくるわけです。

そういうところは、だんだん、お互いに成長

していくより手はない。だから一方では教育

をしながら、一方では楽しい会合。なかなか

むずかしい、相反する要素ですが、やはり国

際的な組織にまで成長させるには、緩めるこ

とのできないものと、もうひとつは、その中

で楽しむ、どうも、そういうことになるんじ

ゃないか。時間がかかると思います。

く若いロータリアンに〉若い者は、ただ求め

るだけでは、いけないのであって、若い者自

身が、自主的にやらなければならないと思い

ます。そのことで、私はフォアウェーテスト

(four-way test)のすばらしさを思うわけで

す。読んでみれば何でもないようですが、こ

れをほんとうに問題を解決する場合にあては

めてみたら、なかなかこの四つのテストに合

うようにはできません。

真実か、道理に合っているか、道理に合う

だけではだめ、フェアーか、フェアーだけで

はだめだ。結果において好意と友情に合って

いるかどうか。それから第 4に総ての人にそ

れができるかどうか。第 3、4はいかように、

こちらがしたくともその社会の高さといいま

すか、民度というようなものが問題になって

きます。

これは同時に、ロータリーの活動を考える

場合に、すぐに地域社会の、共通の高さとい

うものが問題になる。これはロータリーの中

でも、同様だと思いますが、現実の問題とし

ては、それに反するものをふまえて、指導し

ていかねばならんと思います。とくに、幹事

が若い幹事であるような場合には、正しいこ

とをやっているんだが、一方から反対が出る。

しかしそれは、やらなければならないという

ことで、大変ご苦労だと思います。

そういうような場合には、あんまり鉢巻姿

にならないで、全部の賛成をえないにしても、

大多数の人が賛成するような方向に、指導し

て頂くより、ほかないんじゃないかと思いま

す。これはひとりの人が、どれだけ努力して

も限度がありますから、クラプ全体としての

成長ということだと思います。ロータリーの

精神に通ずるということになる。

次期ガバナー平澤興

く公式訪問について〉公式訪問があるという

ことで、十分準備をして頂くことは、大変あ

りがたいのですが、いかにも、試験の準備で

もするような気持ちで、やっておいでになる

ならば、それは無駄な労力であります。そう

いうつまらん心配をしないで、もっと積極的

に内容的に、ご準備を願いたいと思います。



決して、公式訪問は、あげ足を取るとか、点

数をつけるとかいうようなものでは、ないの

であります。

皆さんとガバナーの仕事は、各クラプごと

に、いかように、そのクラプがよりよくなる

か、ということを、いっしょになって、勉強

することであります。

ただそれはガバナー 1人ではもちろんでき

ません。会長、幹事だけでも、できないので

ありまして、各クラプの会貝すべてが、そう

いう気持ちで、ガバナーのくる日は楽しい日

だ、というようなことにしていただきたいと、

お願いいたします。

く情報について〉ロータリー情報であります

が、ロータリー情報は内部拡大にしましても、

すぺてのロータリーの活動に、必要なのであ

りますが、これには、ここで、細かなことを

申すよりも、手続要覧があります。それから

ロータリー問答がございます。

また一般会貝ならば、ロータリー手帳の情

報で足りるかというとそうではありません。

あれぐらいのことは、常識であります。そし

て、その規則を文字通りに覚えるということ

よりも、規則の気持ちに通じて、これを生活

の中で生かすことが大切であります。

ロータリーは頭だけで理解したのでは、ま

だ、決してロータリーの全活動ではないので

あります。われわれの体につけ、肉につけて、

日々の生活に生かしていくことだろうと思い

ます。そういう意味では、どうしても情報と

いうものも、ロータリアンとしては必要であ

りますので、なんとか、そこを皆さんのほう

で神経質にならないで、手続要箆とかロータ

リー問答などをご覧願ったらと思います。

それを読んでもピンとこないところがあります。

たとえば、人の呼び方にしましても、実は

日本の社会生活の断面が、そこにあるのであ

ります。ただ呼び方が「君」だとか「さん」

だとか「先生」ということではなく、日本人

の精神生活の中に、そういう要素があるので

あります。これは、実は表現以上に、もっと

むずかしい、もっと考えさせられる、いろい

ろな要素があります。

それは、先ほど申しました、東洋的なやや

消極的な、西洋的な積柩的な、しかし、消極

的とか積裾的とかということも、実は表面的

な観察であります。より深く考えますと、そ

こには、われわれの歴史、東洋や西洋の歴史

がありますが、そういうものを越えていかな

くてはならぬ。これはほんとうに、なかなか

むずかしい問題であります。

今のような名前の呼び方ということは、具

体的でありますから分かりますけれども、そ

ういう具体的でない問題に、同じようなもの

が含まれておるのであります。その点はまた

公式訪問のときに、私自身が気がつかないよ

うなことを、よく教えてもらいたいと思いま

す。…（後略）…。

次期ガバナー平澤興

く情報について〉広い意味の情報というのは、

情報委貝だけの仕事ではございませんね。こ

れは理事、役員なんかはもちろんであります

が、経験の深い人は全部、情報委員であろう

とあるまいと、そのクラプのロータリアンと

しての歴史の深い人は、私は情報係だと思う

のです。そういう意味で、ご協力を願うより

ほかないのです。

これ実際、ー朝ータには自分自身でも分か

ることはできませんから、ほかの人にお願い

する場合は、口で言ったからすぐ分かると、

いうものでもありません。情報というような
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場合には、どうも、何度いってもよく分から

んなあ、なんていう話もないわけではありま

せんが、それは分かるまで、頑張るより手は

ないのであります。

情報については、個々の問題では、ロータ

リー問答とか手続要黄などに書いてあります

が、ロータリーは、これで完成したのではな

くて、やっと今は、ワールド・コミュニティ

ーというところまできた。今まではインター

ナショナル。インターナショナルは、いうま

でもなく国際でありますから、国なり国民と

いうものがありまして、そのお互い同士が、

うまくやろうというふうな、感じだと思うの

です。

ワールド・コミュニティーのほうは、そう

ではなくて、国境というようなものを考えな

いで、お互いがもっと身近なものとして考え

る。これはもちろん、考え方でありますから、

それは飛躍しているという見方もありましょ

うが、私はここには、単なる飛躍ではなくて、

62年のロータリーの歴史があると思います。

まず国というものを考えて、その中を良くす

るという丈ではなくて、もう少し身近に世界

を考えようじゃないかと言うことです。まこ

とに、現実とは離れておりますけれども、そ

の現実と離れたことを考えていくところに、

ロータリーの明日があるんじゃないかと、そ

んなふうに考えております。

そういう意味で情報は無限にありますから、

ロータリークラプのすべての人、とくに、古

い人はみな情報委貝のようなつもりになって、

ご協力を願いたいと思います。…（後略）…。

次期ガパナー平澤興

く新クラプ結成について〉新クラプ結成とい

うことについては、ざっくばらんの話を申し

ておきます。日本で私が考えておりましたの

と、レイクプラシッドの現場で世界中のノミ

ニーが集まった場で、自然に考えるのと感じ

方が少し違います。十分なる行為をしないで、

ただ増すということはどうかと。しかし、質

は先ほど申しましたように、しかるべき基準

があってやっておるのであります。

ものは、そこで止まったときには、必ず退

歩するんですね。ロータリークラプが世界の

組織として進むためには、止まってはならん

わけです。

そのことを、私は医学をやった人間ですか

ら、早く新陳代謝がなければ、どうしても前

進ということはむずかしいと思うのでありま

す。そういう意味で、質の問題は、きわめて

重要でありますが、同時に、それだけにとら

われては、いけないのであります。やはり、

前向きに数をふやすということも大事です。

大き〈、世界の組織として考えた場合に、

それは大事なことです。それは、後退をしな

いために。同時に、その場合には、質の問題

も考えねばなりません。入ってからの教育と

申しても、ロータリーは教育機関ではありま

せん。けれども、なんとなしに、ロータリー

のふん囲気の中に、大人になれるような、そ

ういうすばらしい空気を作りあげること。良

い人を入れるんだが、ロータリーヘ入れば、

ますます良くなると、そういうふうになった

らそれは大変結構です。そんな感じがいたし

ました。

外部拡大も非常に重要なんだということ、

これは、皆さんはそう思っておられるでしょ

う。私自身はこのたびとくに、そういう感じ

を現地で強くして帰りました。そういう意味

で、決してただふやせばいい、ということで

はありません。質を考えながら、しかし、外



部拡大をやらないかん。まことに、きまりき きってはおらんのであります。

ったことでありますが、私としては、きまり

1967-68年度 国 際 ロ ー タ リ ー 第365区

地区協議会一本会議

平澤次期ガバナー

くロータリーの内的外的拡大について〉われ

われは国際ロータリーの365区を明年度動か

す、中心の人間であるということを、覚悟を

新たにしてもらいたいと思います。

ロータリーは、どこの土地へ行こうとも、

ロータリアンはそういう意味では、世界人で

あります。世界的なセンスと、世界的なもの

の考え方で、会を運営して頂きたいと思いま

す。決して、規則をよく知らんから、という

ようなことで卑屈になられることは、ないの

であります。

きょうから規則の勉強をお始めになっても、

決して遅くはないのです。また、やむをえず

会長などになったというようなことは、もは

やこの段階になっては、決して言ってはなら

ないのでありまして、皆さんは、たとえどう

いうプロセスであろうとも、やはりしかるべ

く選挙をされて会長、幹事等になられたので

ありますから、皆さんは確信をもって、自信

をもって、情熱をもって、やって頂きたいと

思います。

私は、ロータリーにおける一つの大きな問

題は、ロータリーを如何ように前向きに成長

させ、内的拡大のみならず、外的にも拡大し

ていくかと、いうことであると思うのであり

ます。その面では、第 2正会貝とか、インタ

ーアクトの問題とか、あるいは、ロータリー

財団におけるところの、フェローシップ等々

いろいろな種類がありますが、これは皆さん

昭和42年6月24日

はよくご存じだと思います。

とくに、こんなことを申しますのは、私は

この間、グループ・スタディ・エクスチェン

ジの方が6人、奥村先生によって指導された

のでありますが、絹川委員長、奥村リーダー

というような方々の、ご熱意によって行なわ

れた、その学生の報告を聞きましたが、実に

すばらしい。

私は40年来大学教育に関係しておりました

が、端的に申して、わずか 2ヵ月で6人の諸

君が、あれほどすばらしく成長して帰った、

あるいは成長しつつある。たしかに、成長し

ている。それを、まのあたりに見まして、感

激を新たにしたのであります。それはなぜか、

昔の人もみな勉強し成長されました。昔も一

つの研究というようなものの成長ぶりは、た

しかに、すばらしいのでありますけれども、

部分的な成長であります。

今度のグループ・スタディ・エクスチェン

ジの学生の 2ヵ月の成長ぶりは、人間全体と

して、その土地一つまり具体的には、カリフ

ォルニアの522区へ行ったーと、そこの人間

と、そこの歴史等々を、全般的につかんでき

ております。もちろん 2ヵ月でありますから、

つかみ方は決して非常に深いとは、申しませ

んけれども、いかにも若者らしく、しかも問

題になるようなものは、しっかりと身につけ

ております。

日本人の若者の知能は非常に信頼すぺきも

ので、これは世界的に認められておりますが、
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しかし、そういうふうな社会的な訓練、人間

全体としての社会的な訓練というものにおい

て、少なくとも過去においては、不十分であ

ります。そういうことを、しみじみと感じて

いた矢先でありましたので、この 6人がわず

か2ヵ月の人間成長ぶり、やがてこの人たち

は成長します。どしどし、こういう人を送り

たいと思うのであります。これは絹川委貝長

ならびに奥村リーダーの、陰にあってのすば

らしい並々ならぬご指導があったとは思いま

すが、同時に、行った 6人の学生、たしかに、

すぱらしい人であります。

そういう意味で、来年度は今度は逆に、日

本が522区から受け入れる番であります。いず

れ皆さんにも、格別のご協力を願わねばなら

ぬと思いますが、この間のグループ・スタデ

ィの人々を見まして、これは、やり甲斐のあ

る仕事である、ロータリーのため日本のため

に、いや、人類の将来のために。もちろん、

専門的な研究も必要でありますが、今までは

なかった、人間全体としての、教育と申しま

すか成長と申しますか、そういう面において、

私は実は目を見張った。私は若者が好きであ

りまして、 40年間ずいぶん若い諸君を、見て

まいりましたが、なるほどこれは、大したも

のだということを感じました。

＜奉仕の理想について〉それから私は思うの

でありますが、われわれは、共同の、奉仕の

理想をもって、世界のために地域社会のため

に、個人としてまた家庭人、職業人として奉

仕の生活をしようという、共同体であります。

同じ目的に向かって進むところの、兄弟であ

り同志であります。

少なくとも、われわれの365区のロータリア

ンのすぺてが輪になり、すべてを讃美しなが

ら、前向きにいきたいと思います。

よく自然を征服するといいますが、征服と

いう言葉はコンカー (conquer) といいます

が、この語は実はその方面の専門家の田中秀

央先生から聞いたものでありますが、研究し

尽す、という意味だそうであります。勝つと

かなんとかという意味は第 2、第 3の意味な

んです。

そもそもは、研究し尽す、問題を解決し征

服することは、いいかげんに、ただ方法を考

えるのではなくて、研究し尽し、全力を注ぐ

ということだ、語源的にはこうだ、というこ

とを聞いて私は感心したのであります。

われわれはできるだけ研究をして、その及

ばざるところは、きょうからでも努力をし、

365区のロータリー活動が決して、世界の国際

ロータリーの、前進の方向にそむかないのみ

ならず、なんとかして、少しでも、前向きに

前進するように、いたしたいと存じます。

ただ、そこで申しますが、そのために、神

経質になってはならぬ、ということでありま

す。ホッジス会長は、真剣にやってくれ、し

かし深刻になり過ぎてはいかん、ありのまま

の善意、好意をもってやってくれと言ってお

られます。ありのままで好意をもってという

ところは、私にはできませんけれども、そう

いうことが、やがては言えるような人間にな

りたいと思います。見かけを立派にやること

では、ないのであります。皆さんが努力をし

て、それでうまくいかない時は、またその次

のロータリアンがいるわけです。問題は、い

かなることにも負けない、くじけない、ひが

まないこと、すでに示されておる、われわれ

ロータリアンとしての道を、世界ロータリア

ンとしての道を、堂々と、あくまでも前進す

ることだと思います。どうぞ、ひとつご協力

をお願いいたします。



1967,-...;68年度国際ロータリー第365区第5組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

閉会の辞

平澤ガバナー

ガバナーになりまして私自身が感じており

ますことは、頭でロータリーを理解すること

は、ある程度できるのでありますが、ほんと

うに体で理解するということになりますと、

ロータリーは国際組織でありますから、世界

各国の違った考え方とか社会の構造とか、そ

う言うものがございまして、そう簡単には、

頭で考えるようには行かないのです。尤も頭

で分かったと言うのは、実は分かったつもり

なのでして、ほんとうに分かるという事は、

頭で理解し、しかも気持の上で、現象の上で

も理解し、さらにそれを実行する実行力と意

志の力ですが、そう言うものが、みんな整わ

なければ、ほんとうに分かったと、いうこと

にならないと思います。

私どもが論じておりますいろいろな問題、

特に先ほど話がありました、インターアクト

の問題だとか、我国のサーピスの問題、ある

いはロータリーファウンデーションの問題だ

とか、フェローシップの問題だとか、ことば

だけでは説明できない面もございます。

私は私自身に向かっても、言いたいのであ

りますが、あまり末節にとらわれますと、ロ

ータリーが目ざしている、世界的なものを忘

れるか、あるいは比重が減ると申しますか、

一番大事なところが、落ちるおそれがありま

す。ロータリーは、世界的な組織である、し

たがって、世界的なセンスが何よりも大事だ

と言うことです。

私も残念ながらそう言うものが、十分に体

昭和42年10月28日

についておりません。ついていないと言うこ

とが、しみじみと分かります。それではいけ

ないのです。もちろんロータリー全体として

も、日本のロータリーも絶えず毎日進んでお

ります。コミュニティーと言うことばをみま

しても、地域社会から、今では世界社会にま

で及んでいるのであります。地域社会に対す

る感覚と、世界社会に対する感覚が、同じよ

うに私の体についておるかと申しますと、な

かなかそうは参らないものです。

ロータリーには二つの面があると思います。

非常に地域的な現実的な面、同時に世界的な

面。職業奉仕、地域社会に対する奉仕は現実

的な面であります。しかも現実的な面がある

と同時に、365地区のロータリアンであります

から、何よりもこの地区の地益を考える。個々

のクラプは更に、その中でクラプの地益を考

える。そこに職業を持ち、その土地に対する

ところの、社会的感党というのが、出発の第

ーになるわけでございます。それがそのまま、

世界社会にまで及ぶのが理想であります。こ

れはなかなか、日本人だけでなく、外国人に

とってもむずかしいと思います。

たとえば、ホッディス会長とか前のエバン

ス会長などは、ほんとうに世界人であります。

ロータリーの規則がだんだん世界的なものに

なり、今度は世界的な立場から、もう一度地

城社会を見直す、地域社会からもう一度世界

を、そう言う風な二つの、世界的なものと、

地域的なものと互いにからみ合って、個人は

同時に世界の人間に、世界の人間は同時に地

域の人間に。そう言う感覚と考え方が、ロー
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タリーの中を流れるものだと思います。

私もロータリーの規則を読みながら、文章

は分かるのでありますが、その流れておるカ

というものが、そのままには、分からん所が

たくさんあるのです。何としても、私は日本

に生まれ育ったのでありますから、ほんとう

に分かるのか、あやしいのであります。では

日本のことが、ほんとうに分かっているかと

聞かれても、私はなかなかイエスとは答えら

れませんけれども、外国のことよりも、比較

的分かっておりましょう。しかし、ロータリ

ーはその上で、世界的なものを身につけねば

ならない。それを分かる為に、ロータリーの

規則を読むことも必要でありますが、規則を

読みながら、文字にとらわれることなく、規

則の精髄をほんとうの気持を、分かるようお

互いに努力したいものだと思います。

四大奉仕部門にしましても、四大部門が目

ざしておる、本質的なものは何かと言うこと

を、私も勉強しようと思いますが、皆さんも

どうぞ地域の人であると同時に世界のロータ

リアンとして、もう一度、世界人として、地

域を考え、地域の人として世界を考え、ロー

タリーの将来にご努力願いたいと思います。

1968,..,,_,69年度国際ロータリー第365区

地区協議会ー研究討論会

ガバナー平澤興

く政治的活動について〉さきほど交通問題が

出ましたが、時と場合によっては、政治的な

活動が許されるものか、その限界についてお

考えのようです。ロータリーは政治的な問題

には関与しないのが原則です。

ただしこの場合、政治とはなにか、という

ことが問題になります。政治はどうしても、

一党ー派的な活動になります。直接に自分の

利益を考えていなくても、いつの間にか、そ

ういう方向にかたよる危険性があります。

ご承知のように、ロータリーは国際連合な

どと、かなり密接な連絡をとっていました。

しかし、いまでは連絡はあるが、まあ好意的

な第三者として、その活動をながめているて

いどだと思います。積極的に国際連合と協力

して、仕事をやるということはありません。

地域社会の望んでいるもの、それの実現の

ために便宜をはかることも、ある意味では、

政治かも知れませんが、日本の実社会でいう

昭和43年6月8日

意味での“政治的”ではないと思います。

一党ー派に偏するのではなく、自分の利益

を考えない一そういう意味での政治的な動き

なら、いいのじゃないかと思います。

ガバナー平澤興

＜陳情はどうか〉それはロータリーの規則に

直接触れることはないと思います。理事会に

おいて、あらゆる角度から検討され、悪用さ

れる恐れがあってはなりません。これは考慮

される必要があります。陳情していけないと

いうことはありません。

ガバナー平澤興

く積極的に参加する〉とくに現ガパナーとし

て感じることは、第三者のような立場で、批

判するのではなく、自分自身が積極的に参加

しよう、決意を燃やすということが、一番パ

ーティシペイトの趣旨に、そうことだと思い

ます。



個々には四つのロータリーの奉仕部門、つ

まりクラプ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際

社会奉仕にパーティシペイトを…ということ

です。

国際ロータリーの基本方針というのが、手

続要覧の第 7ページにありますが、その第 5

項に、地域社会ではよく考えて、実情にそう

ようにやれ、最善の融通性を持ってやれ、そ

う菩いてあるのですね。

ただ、なんとなしに、ロータリーのパッジ

をつけていてはだめだ。まず燃えなければな

らない。燃える場合は、クラプ・社会・職業・

国際、この四つを通じて燃えることを強調し

ているのです。ただそれからさき、どうする

かはみなさんで、考えていかねばならないと

思います。各クラプにおいて、実情にそうて、

火を燃やすということ、これは、なかなかき

びしいことですが、それがみなさんに望まれ

ているのだろうと思います。

ガバナー平澤興

く再ぴ政治について〉ロータリアンとしては、

直接政治に関連するものには、実際問題とし

て、現実に手を打つことはできないのであり

ます。 63年のロータリーの歴史を通じてそう

いえると思います。世界の組織が変った場合

は別ですが…。

結局、政治には触れない。そして一党ー派

に偏しないで、職業や人種、国境を越えて、

もっと大きな人間愛、人類の歴史を考えた場

合にそれはすばらしい。

生命は35億年の歴史があり、人間が意思を

もって 5万年。これからです。そういう意味

では、ロータリーが政治に関係しないという

ことは、賢明だろうと思います。

1974-75年 度 国 際 ロ ー タ リ ー 第365地区第3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤パストガバナー

く米山奨学生のフォローについて〉京都大学

に在職中、 ドイツのフォン・フンポルト奨学

財団の幹事と会話しているうちに、奨学生が

現在どこで何をしているか、その人が、ちゃ

んと調ぺて知っていることが分かって、感心

したことを憶いだしています。

昭和49年9月14日

奨学生の世話は在日中だけに限らず、帰国

後も将来にわたって、最後まで学生のアフタ

ー・ケアーを考えるべきです。この意味では、

国際問題であると同時に、国内問題でもある

といえるのではないでしょうか。この辺りに

人間関係としての、大事な問題がふくまれて

いると思います。

1975-76年 度 国 際 ロ ー タ リ ー 第365地区第3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

パストガバナー平澤興

＜ロータリーの閉鎖性について〉…（前略）

…日本のロータリーはご承知のように、米山

昭和50年8月30日

さんの非常な努力で、できたのであります。

このことは、たいへん有難いことではあり

ますが、日本の当時の事情としては、簡単な

123 



124 

ことばで申しますと、エリートの方々によっ

て、つくられたのであります。

ロータリーの会員は、エリートでなければ

ならないのではなくして、ロータリー活動に

喜びをもつ人、つまり働ける人、そういうこ

とだと思うのであります。

そういう点は、いろいろの社会的な習慣も

ありますから、日本人のすべての階級の、も

のの考え方が、社会的によりよく成長すると

いうことを、考えていかねばならないと思い

ます。あらゆる有意義な職業というふうに網

領では菩いてあるのであります。あれは日本

では、少し飾り文句になっている点がある、

と思うのであります。

たとえば、お百姓さんとか八百屋さんとか、

そういう人は、あまり入っておられませんが、

いま言いましたように、社会的な習慣があり

ますから、お入りになって、ご本人がお困り

になるような状態なら困るわけです。そうい

うことも、考えなければならないが、将来と

いうことを考えるならば、これからわれわれ

はもっと、広く考えるぺきだと思います。

われわれ自身は考えておりませんが、ロー

タリアンでない人から見ると、ロータリアン

的な閉鎖性がないとは、どうも言えないので

あります。

私は、皆さんがどうだと、言うわけではあ

りません。私自身がどうだと、思っているわ

けではありませんが、しかし、大きく社会か

ら、非ロータリアンから見ますと、ロータリ

アンというものの中に、どうも閉鎖的と言う

と、いいすぎですけれども、特権階級のよう

な、そういう感じは全然ないとは、残念なが

ら言えないと思うのであります。

私たちが、社会の見方、人間の見方につい

て話す場合には、十分慎重に、深い愛をもっ

て語らねばならんと思います。…（後略）…。

1978,_79年度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興パストガバナー

く職業奉仕について〉私もやがて80になりま

すが、私自身の過去を顧みても、充分の職業

奉仕はなかなかもって、むつかしいものだと

思います。皆さんは自分の職業そのものに対

する認識とか、考え方とかいうことについて

は、どなたもお触れになりませんでしたが、

自分で職業を選ぶ場合でも、あるいは世襲的

に親からの職業をつぐ場合でも、どういうふ

うにその職業をお考えかということは、自ら

の職業に対する態度、ひいては職業奉仕に直

結する問題で、大切なことかと思います。自

らの職業に対しても割り切れん点や、考えさ

昭和53年8月19日

せられる点がないとは限りますまいが、それ

では、なかなか望ましい職業奉仕にまでは行

かないと思います。自分の職業に対する、正

しい認識とか誇りを持つということは、職業

奉仕にも、また同時に社会奉仕にも、大事な

ことではないでしょうか。自分の職業に満足

して誇りを持ってやるということが、職業奉

仕には基本の問題で、ロータリアンになられ

た方々は、皆そういう方々だと思うのであり

ますが、しかし、それをさらに、より良くす

るには、どうするかということが、きょうの

問題だろうと思います。



京都東ロータリー・クラプ

クラブ奉仕部門のクラブ・フォーラム
クラプの管理について 昭和54年8月10日

平澤パストガバナー

く理事会について〉法律的だけに論じると難

しい点があるが、ロータリークラプ全体に、

大きな気持が通っておれば、そのような法律

的問題は、起らないと思います。疑問があれ

ば、議長としての会長にたずねれば理事会に

かけるか、かけないかはすぐ分かる事であり

ます。松居さん、村山さんのお話はその筋道

を示されたのでありますが、今日、世の中は

民主的であり、ましてロータリーは民主的と

いうよりも、更にのり越えた友情の会であり

ますから、理屈ぼい話をしなければ話が出来

ない、というような水呉いものではない筈で

あります。何よりもみんなが、相反する意見

を持っていても、ニコニコと話が出来るとい

う、空気を作っておく事が、実は規則以前の

問題ではないかと思います。幸い京都束R.

C.はそういう空気が出来あがっていると思

っております。

1979,..,,_,80年度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興バストガバナー

く自己教育について〉伸びようという気持ち

をもっている人間は、実に素晴らしい人であ

ります。そこで私は思いました。イギリスの

18世紀の歴史家でありますが、ローマ滅亡史

を書いたギポン (Gibbon) という人ですが、

その人が教育にはどんな人間も二つの教育を

もっている。一つは人から受ける教育である。

もう一つは、それのほうが大事だが、それは、

自分が自分に与えるところの教育である。こ

れこそは人間を決定するんだ。とにかくロー

タリーヘ入って、良いところを感心しながら、

おれもひとつ良くなろう、これは素晴らしい

ことであります。

私はそれで思い出したのでありますが、ロ

ータリーヘ入って、不満をもっている人は、

割合に少ないだろうと思います。しかし、全

昭和54年8月25日

然ないとは残念ながらいえないのじゃないか

と。

しかし喜んでいる、ただそれだけの人と、

ほんとうに喜んでいる、まずその親が喜ぴ、

奥さんが喜ぴ、全く見違えるような人間にな

りつつある人がおられる。私はその実例を知

っているのであります。

要するにロータリアンの一つの望ましいこ

とは、ただ人から聞いて、感心するだけでは

なくして、良いほうへ変わろうと努力する。

このことは容易ならんことでありますが、そ

ういう良くなろうという夢をもっているよう

な人、少々〈らいの欠点があっても、そうい

う人ならば成長されます。このことは、新会

貝を選考する場合に、大事な一つの目標にな

るんじゃないかと思います。
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1980"'81年度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興パストガバナー

く人間は生かされている〉奉仕というような

ことをロータリーでは、やかましく申します

が、これをもっと基本的に申しますと、われ

われがきょうの命を、無事に生きているとい

うことは、自分の力ではないのであります。

生まれたときに、大自然から与えられてきた、

自然の力によって、いま心臓がひとりで動い

ています。肺もりっぱに、呼吸しているわけ

でありますが、そういうふうに申しますと、

われわれが、今日ただいま生きているという

ことは、大自然の奉仕によって、生きている

のでありまして、自分の力で生きているので

はありません。これは断言できるのでありま

す。

人間は、 50兆もの小さい細胞が集まって、

きょう生きているのでありますが、この調節

もまた、大自然の奉仕による調節であります。

生きるということこそは、奉仕そのものなの

であります。

生かされているというその仕組みは、学問

的にはまだ解明できていない。しかし生まれ

たときに与えられてきた、無意識の力であり

まして、けっしてわれわれが心臓や、肺を適

当に工夫をして働かしているのではないので

昭和55年9月13日

あります。その意味では、生きるということ

は、そのまま大自然の奉仕であります。

きょういかなる人も例外なく、そして、草

も木も動物も、実はそういうふうな、大自然

の奉仕によって生かされているのであります

が、しかしこれが、大自然の奉仕だというこ

とを知ることが出来るのは、人間だけであり

ます。

私はふだん考えるのでありますが、なるほ

どロータリーは、素晴らしいことを言ってい

る。奉仕と。しかし奉仕というものは、実は

ロータリーがいう以前にわれわれ生物がすべ

て大自然の奉仕によって、命が保たれている

のでありますから、そういうようなことに気

付いて、奉仕をして生きようという、このロ

ータリーの発想に、非常に感激しているので

あります。…（中略）…。

いかように生きるかという、生きるありが

たさを身近に感じて、その一部分の感謝とし

て奉仕をしよう、私は、ですから、奉仕とい

うのは、あまりにも人間にとっては、あたり

まえすぎることではないか、と思うのであり

ますが、実は私も若いときは、そういうこと

は分かりませんでした。このごろそんなこと

を、感じているのであります。

1981""J82年度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興パストガバナー

く世界理解について〉世界理解について、た

いへん実際的な、台湾、韓国などの話が出ま

昭和56年8月29日

した。こうした、実際のことは知っておかね

ばならないのであります。

要するに、台湾の方や、韓国の方々が、本



当のロータリアンであり、本当のロータリア

ンが、あそこにもここにも、おられるという

ことではないか、と思うのであります。

世界理解というけれど、世界理解で一番大

事なことは、現実を知ることであります。日

本人の立場で、たとえば中国を見るとか、ア

フリカを見るとかということは、善意的であ

っても現実を知らなかったら、本当の理解に

はなりがたいと思うのです。

たとえば、ある人が日本では言語が一つだ

とか、 1億みな同民族だとか、いうようなこ

とをアフリカで話をされた。これは事実の話

であります。しかし、アフリカの人はどうし

ても信用しない。そんなばかな話があるか、

とにか〈一民族、一言語などということが考

えられないではないか、いいかげんなことを

言うなと、言ったという話でありました。そ

の人はよく外国を知っている人でありますが、

なかなか、善意を持ちながらも本当に理解を

するということは困難だと、いうようなこと

を言っておりました。

日本人の気持ちで中国を理解したと、近頃、

人々は簡単にそういうことを言いますけれど

も、なかなかもって、島国の日本人では、相

当深い理解力のあるような人でも、中国人の

生の姿を理解するということは、容易ならぬ

ことであると思います。

そういう意味で、もう、くどいことは申し

ませんが、要するにこちらの立場でものを考

えるのではなくして、相手の立場になって、

相手の国の現実を知るということが、世界理

解に一番大事なことであります。

ただ善意を持っておるとか、好意を持つと

いうことは、気持ちの問題であります。

先ほど、台湾の方が、現代はこうだが、将

来はそうしたくないと言われましたが、これ

はロータリアンの、非常にすばらしいところ

だと思います。

そうでありますから、世界理解というよう

なことを、簡単に、善意とか好意とか、そう

いうようなものがあれば出来るように思うこ

とが、これは現実に反すると思います。そこ

にむずかしさがある。ロータリアン的な善意

を持ちながら、さらに深く現実を知るだけの

努力がなければ、私は、世界理解はできない

と思います。しかし、そうであればこそ、実

は、いよいよ世界理解ということの努力が必

要であります。

先ほど、台湾の人が、この次の時代には、

そうでないようになるだろうし、そうしたい

と言われましたが、これがロータリアンの理

想だと思うのです。すばらしいことでありま

す。私は、そう言われた台湾のロータリアン

に、皆様と共に、敬意を表したいと思います。

ありがとうございました。

1982......,83年 度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム
昭和57年 8月28日

パストガパナー平澤興 うならば各論でありまして、私は総論的に、

くロータリアンとしての意義について〉今日 今日的ロータリアンとしての意義は、本当の

的ロータリアンとしての意義、先ほどからお 人間の中の人間らしい人間になろう、という

話になりますこと全部そうでありますが、言 ことがロータリアンの一番大きな、共通の目

127 



128 

的ではないかと思うのであります。

世界には40数億の人々がおりますし、いろ

いろと立場は違っておりますが、ただひとつ、

人間に大きな共通点は、この全宇宙の中で“も

のを考え得る＂という生物は、人間だけなの

であります。

世界の歴史はいうならば戦争の歴史である、

というようにも言われているのでありますが、

それは、実は人間には、ひとりの人間には二

つの自己があるからであります。

一つは精神的な自己であり、一つは動物的

な自己であります。動物的な自己は本能的で

あって、わがままであります。つまり、相当

能力をもった人間は、わがままになれば、結

局戦争というようなことになります。もう一

つは、わがままな動物的自己を抑えてゆく精

神的自己。

超我の理想などと申しますが、自分に超我

の理想であります、サービス・アパープ・セ

ルフとありますが、実はそのセルフは動物的

なセルフであります。

人間には普通の言葉で申しますと、小さな

我と大きな我「小我と大我」とがあると言え

ます。超我の理想というのは、小我に大我が

打ち勝って、初めて出来るのであります。今

の世界には国際連合などもありまして、世界

の平和にご尽力になっているのでありますが、

それらはしかし国を単位、民族を単位にして

おります。まだ本当に人間を、人間という立

場で、民族も国家も、あるいは言葉も宗教も、

そういうものを抜きにした、人間を中心とし

て平和な生活、そういうものを考えているの

は、ロータリーだけだといいませんけれど、

ロータリーはその中の一番古い歴史の、そし

て随分と困難を克服して今日に至ったものと

思うのであります。

要するに、ロータリアンは、そして、文化

の最後の目的は、人間は人間らしくなること

で、互いに手を握り奉仕と友情で、互いに仲

よくしながら、あらゆる人類はひとつになら

ねばならぬと思うのであります。

人種とか言語とか宗教とか、そういうもの

の違いというものは、本当の違いではない。

この大きな倫理的な夢を持つものにとっては、

違いではないと思います。パール・バックが

言っておりますが、“人間は夢をもつ生物であ

る。夢をもてないような人間は、本当の人間

の生活は出来ないのだ＂と。

ロータリーは友情・奉仕で手を結んで、人

種とかそういうものは言わないで、伸ぴてい

こうというのであります。しかも、ひとりで

はないのであります。人類の理想の中で、具

体的で、世界的で、ロータリーの理想ほど手

近であって、しかし遠い。言葉でいえば簡単

でありますが、それは生涯のロータリアンの、

夢かと思うのであります。

しかし、そういう意味で、本当に人間が人

間として、お互いに手を結んで、国とか民族

の単位ではなく、人類という単位で手を握っ

てやろう。そういうような感じがするのであ

ります。今日的ロータリアンとて、言葉が足

りませんけれども、なんとなく、私はそんな

感じがするのであります。

1983-..,84年度国際ロータリー第265地区第3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム
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平澤興パストガバナー

（ロータリーでの教育〉ロータリーは、友情

と奉仕というようなことを申しますが、その

前に、あまり理想的でない会員があるという

ことは、その人個人の問題ではなくて、会の

問題ではないかと思うのであります。一旦入

ってもらった以上は、完全な人でなくても、

欠点を持っていても、それはそれでよいと思

います。私は欠点というものは、人間の一つ

の特徴だと思っております。欠点といいまし

ても衷を返えしますと、すばらしい長所であ

ることが、しばしばあります。ですから、ロ

ータリーというような組織は、まず、なんと

言っても愛情です。その次に教育、もう一つ

大事なことは情熱。

ロータリーはボール・ハリス他、三人の人

の会から始まっておりますが、この始めの会

の構成というものを、われわれはしっかりと、

考えてみたいと思うのであります。大学を出

たのは、その四人のうちポール・ハリスだけ

であります。あとは全部、田舎からシカゴへ

出てきて、淋しくてしようがない。また正直

者で、嘘を言っては暮らせないような、くそ

其面目な人で、心の底には非常に人間的なも

のを持っている。

そういう人が、規則などというようなもの

を抜きにして、人間そのもの、全身の愛情と

熱情をもって結びついた。仲を良くして助け

合っていこう、正直に生きようじゃないかと。

これが皆さんご承知の通りのロータリーのは

じめでありますが、これはですから、友情と

申しましても、友情の中に、本当に心のこも

った愛情があります。それが教育であり、コ

ミュニケーションであります。

既成品の人ばかりを入れるよりも、むしろ

将来伸びるであろうと、いうような人を入れ

て、うんと成長して貰う方が、実際的ではな

いかと思います。

もう一つ、スケルトン会長は、これからは

ロータリーを必要とする時代だと言われたと

いうこと。私は原文を読んでいないのですが、

これはロータリー的なものが必要となると言

われたと考えないと、あまりに傲慢だと思う

のであります。例えば宗教団体なんかに言わ

せれば、キリスト教はキリスト教で、仏教は

仏教でみな自分らこそが必要だと思っていま

すが、その枠の中で窮屈になってはいかんの

であって、そういうすぺてのものを包括をし

て、民族を超越し、宗教を超越して、このロ

ータリーを作ろうと、いうのでありますが、

しかし、この基本の基本的なところまでいき

ますと、必ずしも、ロータリーだけが、世界

唯一のものではないわけです。

ボール・ハリスが言っておりますが、ロー

タリーは他の目的を同じくするような、例え

ば、ライオンズとかキワニスと手を握って、

世界を良くしようじゃないかと。

頭の中で考えるならば、ロータリーを最上

のものにするように、努力すべきであるが、

同時に同じような大きな目的を持ったものと

は、手を握って世界を良くすぺきではなかろ

うかと思います。

創立78年にして世界のロータリアンはまだ

100万に達しないのであります。40数億という

世界の人口からすると、あまりにも少ないと

思います。いったいそれは何故か。何故まだ

100万ぐらいにしかなっておらないのか。そし

てロータリーが今日隆々として進むというよ

りは、油断が出来ないといった状態は、いっ

たいどういうことなのか、このことこそは、

考えてみなくてはならないと思います。とに

かく、シェアーロータリーというような、ロ

129 
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ータリー的なものをしっかり作るには、ある ながら悠揚とつき合う、そういうことではな

いはロータリー自身を作るには、最も広い意 いかと思います。

味の教育、それは善意をもって人の長所を見

1984-..,85年度国際ロータリー第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム
昭和59年8月25日

平澤興パストガバナー なくて、口先でやかましいことを言うよりも、

く社会奉仕について）私はロータリーの中で 体につけるよう努力せねばならないのではな

社会奉仕、これは地域社会奉仕、国際奉仕等々 いか、と考えております。

広い意味の社会奉仕であると思うのです。そ

ういう意味では、日本では欧米諸国における

ような、社会観念というものがしっかりと身

についていないのではないか。そこに日本の

ロータリーの、一つの苦しいところがあるの

ではないかと思っています。

これは、歴史的に考えて見ましても、日本

では戦前までは家庭生活が中心でありますか

ら、家庭を中心とした日本人の姿は、なかな

かしっかりしていたのであります。今では残

念ながら、この点も少し怪しくなって参りま

した。それでは対社会的な感党はうんと成長

したかと申しますとそうではないようです。

われわれが対社会的な問題を見ます時には、

頭では理解しておりますが、われわれの体の

中の、対社会的な感覚というものが、大分遅

れているのではないかと思います。この問題

は、個々の問題としてよりも、日本人の対社

会的な態度なり、感党なりをどうするかであ

って、社会奉仕の基本的なものになるのでは

ないか。青少年問題なども、何でもないよう

でありますが、社会が共に考えているという

のと、考えない社会の中で、無理をやるとい

うことでは、大分違うのではないかと思って

おります。社会奉仕、その前提となる社会に

対する感覚、そういうものを、もっと頭では

平澤興パストガバナー

く四大奉仕についてのアンケート回答につい

て、まず現実を知る〉きょうのフォーラムは、

たいへんいろいろな事実を知らされて、あり

がとうございました。私は、本当の理想、も

しわれわれが、 21世紀に、よりすばらしいロ

ータリーを作ろうというなら、まず、現実を

知らねばならないのだと思います。いろいろ

予想外のことがあったにしても、それが現実

であります。こういう方法でなければ、分ら

ないような現実です。

私はきょう出た数字は、モニターの方々が

正直に回答され、さすがにロータリアンだな

あと思うのです。まず、われわれは理想をも

たねばならんが、それには、今日のロータリ

ーが見かけではなくて、実際には、どうであ

るかということを、知らねばならないと思う

のであります。

そういう意味では、今日のこのフォーラム

は、すばらしかったと思います。しかし、正

直なところ、私自身にも、予想外のものがい

ろいろありました。しかし、それが現実です

から、予想外ということは現実を知らなかっ

たからなのです。明日の理想を実行するなら、

今日の実情を知って、そしてそれを直してい



く。もちろん、夢がなければなりません。で ばって頂きたいと思います。

すから、失望以上の大きな夢をもって、がん

1985,..,,,86年 度 国 際 ロ ー タ リ ー 第265地区第 3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興パストガバナー

く規則・燃えるということについて〉広い視

野から物を見るということ、これは、ロータ

リー自身もそうであり、ロータリーの規則を

読んでいるだけでは、本当のロータリー活動

はできないだろう、と思うのであります。

いまもお話がありましたが、国際的である

ということは、ただ、他の国の真似を、ちょ

っと、平面的にできるということではなくし

て、本当に日本人であって、日本人の歴史を

知り、伝統を知る。さらに文化的なものを知

り、そういう深い理解の目で、世界を見る時

に、初めて私は正しく理解できると思うので

あります。

私は何よりも、まず、基本的にとらわれな

いでものを見るという見方、これがいちばん

大きい、と思うのであります。それから、東

京圏とか京都圏のお話もございましたが、ま

さに私は、芸術とか学問ということになれば、

京都には現在表面に出ている以上に深い、む

しろ、神経質とも言われるような、誠実さが

あると思うのであります。

その具体的な人の例は、日本ではノーペル

賞は 6人程もらっているようでありますが、

湯JII秀樹さん、朝永振一郎さん、江崎玲於奈

さん、これらの人は全部旧三高の名校長であ

り、燃える物理学者である森総之助先生の教

え子であります。世間的には有名ではないが

隠れた情熱の人、この人はただ学問を学問的

昭和60年8月24日

に、型の如く教えているのではないのです。

冗談を言いながら、しかも妙な質問をしても、

決して怒られない。湯川さんなどに対しては、

まさにそうであります。普通の先生のところ

に質問に行くと「君そんなことまで考えなく

ていいのだ。僕が講義したのでいいのだ」と

不快な態度をされますが、森総之助先生にな

りますと「偉いものだな湯川、それは実は、

現在世界の物理学界で問題になっている問題

を君は考えている。大したものだ」そう言わ

れると湯川さんは燃えるのであります。

燃えて教えられた森総之助先生、京都の三

高であります。朝永さんと江崎さんは大学は

東京大学でありますが、しかし、あのノーベ

ル賞をもらうぺき人間の元を作ったのは、京

都の三高の森総之助先生であります。

結局、先程のライラの問題にしましても、

ただ形を其似している、ということではない

のであって、我々が燃えているかどうか、そ

れと同時に、余り急いではならないと思う。

青年の問題とか、国際性の問題は、 1日や 2

日でできるものではありません。

燃えるということは、上手にやるというこ

とでは、無かろうと思います。大切なのは、

燃えるということ。しかし、急がないという

こと。限りない愛情を持つということ。愚か

さにも似た誠実さを持つということ。私はそ

ういうことではないかと思います。

131 



132 

1986"'87年度国際ロータリー第265地区第3組

インターシティ・ゼネラル・フォーラム

平澤興バストガバナー

＜奉仕について〉きょうは奉仕の精神を見直

そうということでありますから、そういう定

義的なものも必要でありますが、私はポー

ル・ハリスに聞いたら、それは時代と共に変

わってくる。場所により、環境により違って

くると答えるだろうと思います。

まず、現実をしっかり見て、家庭生活から、

いかに家庭の中で、立派な人間であるかとい

う、極めて簡単なことから始める。

それから地域社会に及ぽし、職業社会に及

ぽして、さらにその心がそのまま、世界の平

和にどうこうということはありませんが、あ

らゆる人間を賛美し、あらゆる人間を拝む、

そういう心になればと思います。定義は私も

なかなか出来ません、というのは、余りにも

面が広いですから、個人、社会、各民族、宗

教、みなそれぞれによって方法が違うと思う

のであります。しかし願わくば、ロータリー

の奉仕は、宗教によって、民族によって違う

ようなものではなく、宗教を越え、民族を越

ぇ、国境を越えた人類全体に共通な将来に向

かってのものであると、思うのであります。

人間の精神活動には科学的な知的な文化と、

もう一つは芸術とか道徳とかの本になる心の

文化があるのですが、ロータリーは、まさに、

心の文化を追究しているのであります。しか

し、人間はまだ、今日精神的には、決して最

上に来ているのではないのであります。

現在の人類は、地上に現われて、 2万年な

いし 5万年ぐらいですから、まだまだ未熟で

あります。このことは頭の文化一つ考えても

昭和61年8月30日

分かるのであります。次から次に新しい発

明•発見をしているのであります。しかし心

の文化、ロータリーが対象にしている友情と

か、奉仕とか、平和とか、これらはみんな心

の文化ですが、そういう面になりますと、日

本だけでなく、世界の文化はすこし狂ってい

るのであります。知的な頭の文化だけが進ん

でいて、心の文化が衰えているために、なか

なか、平和が出来ないのであります。

私はロータリーでは、まずもって、家庭人

として本当に家庭の人から感謝をされ、地域

社会では近所の人がニコニコして頭を下げて

いくような人間、さらにそれが職業、日本、

世界へといくぺきであると思います。

私はそういうあらゆる面を持った、奉仕と

いうことを短い言葉でいうことは出来ません。

余りにも多面的であるからです。しかし、人

類の世界は発展しつつあるのです。発展しつ

つある人類の社会に適するような、奉仕でな

ければならないわけです。まず、現実をしつ

かりと認めること、理想家であるほど現実を

認めておかねばなりません。

100万のロータリアンは、政治的に考えるな

ら、それほど強力ではないと思うのです。戦

争一つ納めることが出来ないのです。そうい

う、現実を認めなくてはならない。しかし、

現実を認めて、それに捉われては駄目です。

現実を認めて、さらに燃える情熱によって、

その時代に応じながら、いかにやるかという

ことが、ロータリーに与えられた、楽しい、

しかし、むつかしい問題ではないか、と思う

のであります。お互いに燃えましょう。



平澤興先生 へ の 頌 辞

先生 の年 譜
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追想平澤先生

ム ＝
云貝 岡林 事

正に巨木がどうと倒れた思いでした。

前日の朝、恒例となった京都東ロータリー

クラプの、次年度会長からの朝粥のご招待が

あって、都ホテルの佳水園に、平澤先生を始

め元会長たち十三名が、元気な顔を揃えまし

た。

一献のおみきと朝粥のご馳走に、ロータリ

アン特有の明るい清談がしばらく続いて、ひ

とわたり終った処で、平澤先生のご挨拶とい

うことになりました。上席、私の左側に坐っ

て居られた先生が、立ち上ろうとされたとた

ん、ヨロリと右に傾かれ、私が慌ててその右

腕を抱きかかえて、

「大丈夫ですか」と伺うと、

「なあに大丈夫、大丈夫」とおっしゃって、

ゆっ〈りとご挨拶と新会長への餞のお言葉が

ありました。言語も明瞭で、平素となんらお

変りな〈、さてお開きとなってお帰りにも、

至極お元気で、ステッキ片手に悠々と、帰途

にお就きになりました。つい前日、こんなご

様子を拝見しているだけに、先生の突然のご

訃報は、私共にとっては、まさに青天に霧整、

唯々驚〈ばかりでした。

先生の、京都東ロータリークラプヘのご入

会は、昭和三十二年四月十五日、かつての京

大医学部時代の同窓、青柳安誠・山本俊平両

元会長のご推庖で、入会に当ってのロータリ

ー教育は、たまたま私が担当致しました。当

時ロータリーの知識にも乏し〈、どのような

お話を申し上げたか、今はさだかに記憶はご

ざいませんが、一応、ロータリアンとしての

知識と使命とについてお話申し上げ、当時、

世界百三十数ヶ国が加盟する国際ロータリー

こそ、世界平和と人類の幸福に寄与・貢献す

べき衰任と機会を持つものだということを、

特に強調したことだけは記憶して居ります。

後年、先生が岡林君は私のロータリーの先生

だと、しばしばおっしゃられて、そのつど恐

縮した次第でした。

その後、先生が、学会その他世界的なご活

躍の中で、ロータリアンとして、と〈に会長、

ガパナー、或は斯界の長老としてのご活躍や、

残された数々のご功箱、後世への影碑などを

思うにつけ、かかる大器をロータリー界にお

迎え出来たことを、私どもは大きな誇りとし、

幸いであったと思わざるを得ません。

先生は解剖学、特に脳解剖学では世界に比

類のない学者と謳われましたが、選ばれて京

都大学総長としてご就任、その間、名総長の

名をほしいままにされました。所謂学園紛争

の直前でしたが、先生の明る＜、 誠意と信念

に充ちた重厚な言動は、全学は素より広く学

会、 一般社会の尊敬と信頼を集められました。

このご経験によって、先生のご人格に更に

一層の厚みと幅と深さを加え、視野を広めら

れて、ご晩年の融通無凝、円満な一種の達人

の域に達せられたと思われます。

先生が一般学生や、大学院学生の教育・指

導に当たられるや、常に人間の英知と努力と

に信頼を置かれ、その将来に期待するという

信念に荼づいたものでした。日常の学生等に

対する態度や、残された数々の文章、手紙、



訓話、挨拶、式辞等を見るにつけ、その精神

の脈々と伝わるのを知ることが出来ます。

先生はご自身、 しばしば大患によって手術

をお受けになり、その後遺症に悩まされまし

たが、変らぬご晩年の活躍振りや、老いてな

お、明晰な頭脳、精神力、 日常の活動などを

拝見するにつけ、その若々しさに感動させら

れましたが、これは先生の人生に対する考え

方、内に燃える生命の火の若々しさによるも

のと、思わざるを得ません。

先生は科学者でありながら、科学万能者で

はな〈、むしろ研究が進めば進むほど、真理

の深さに鷲嘆し、いきおい、極めて謙虚な態

度をおとりになりました。時に現代の科学の

カではどうにも解明できない問題に当面して、

頭を下げざるを得なくなり、科学は決して、

宗教や信仰と相反するのではな〈、本当の学

問をすればするほど、神・仏の道に近づ〈の

ではないかとさえ考えられました。

先生が、解剖学の研究が深〈進むにつれ、

「自然は、神こそ、しろしめし給う」とのお

考えに近づかれ、 神によらずして自然はない

との結論に達せざるを得なかったと思われま

す。解剖学を、そして近代自然科学を、神と

の切点まで進められた、稀有の学者であられ

たと申すべきであります。

先生の、ガンに就てのお話の中に、今では

ガンは遺伝ではなく、どんな人でも或る条件

の下では、ガンは出来るということは解った

が、健康な細胞が、ガン細胞に変わるのはな

ぜかと云うことが未だ解らない。細胞そのも

のの構造・機能やその生存の条件が解れば、

自らガン細胞の発生や繁殖の原因も或るてい

ど解り、その治療法も考えられるが、一ミリ

の何十分の一という、小さい細胞でも、広大

な宇宙の如〈複雑で、吾々はまだそれらを共

に明らかにしていないと、珍しく悲観的なお

話でした。

都ホテルのロビーで、開会を待つ間の先生

との雑談の中で「先生、何時になればガンの

問題は解明されますか」との問に対し「十年

待ち給え。もう十年。きっと解明されるだろ

う」とのお答えでした。

十年は疾〈に過ぎました。いま一度、伺お

うと思っている矢先の、先生のご不幸でした。

私共の失望は、色々な意味で申す迄もありま

せんが、世界人類のためにも、大きな期待は

づれ、大きな不幸、落胆であります。

短饂、五分刈り の大きなおつむ、太いお首、

刈りそろえられた短いお髭、いつもニコニコ

と微笑を絶やさぬ童顔、部厚〈温いお手に、

お心の真実がジワジワと伝わって来る握手で

した。

景仰平澤興先生

会員 松居久左衛門 且
私が京都東ロータリークラプに入会させて したが、当時、先生は公務ご多忙で、例会で

いただいたのは、平澤興先生が入会された お目にか、る機会も少なかったように記憶し

1957年 4月（昭和32)に3ヶ月遅れでありま ておりますが、あの優しい話しかけ、温かい
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握手は、新入りの私にとっては大変嬉しい思

いでありました。

先生は1964-65年度のクラプ会長でしたが、

例会での会長挨拶は、まことに心が籠もって

いて、聴く人にしみじみとした感慨を催させ

るものでありまして、他クラプの友人達にも

ぜひ聴いてもらいたいとて、メーキャップに

来るようにと誘い掛けたものでした。

先生がガバナーをお引受けになった時に、

私に事務局をお手伝いするようにとおっしゃ

ったのは、おそらく先生ご本人の発意ではな

く、どなたかのご推薦かと思います。まこと

に重大な役目をおヽせつかったもの、これも

何かの御緑だと思い、及ばず乍ら身魂を傾け

て取り組むことを、決心した次第でした。し

かし、事前、期中、事後を通じまして、こと

ごとく自分の非力を知るのみに終ったような

気がいたします。そればかりか、先生には大

変ご迷惑をかけているのではないかと、恐縮

することが多い当時でありました。たゞ、奥

村忠君と事務局の西村真紀さんのお二方の、

ひたすらに誠意溢れる奉仕のおかげで、どう

にか大任を果し得たのでありました。

先生から教えて頂いたことは、数えきれぬ

ほど多くあります。その一つに、先生が常に

ロにされた『ロータリーの奉仕について、こ

れは、 Heprofits most who serves bestと

いう西洋流の表現を以て、サービスというも

のが讃えられているが、論語の「恕一己の欲

せざるところは人に施すこと勿れ」という束

洋流の表現も、積匿消糎の差、また表現の違

いはあるけれども、思想的には全く規を一に

したものである。奉仕というものは、ひと言

で言えばその事ではないか』このことについ

ては、ガパナーズレターに詳しく申されてい

ます。

先生の偉大さは、確固卓抜たる実践哲学を

お持ちになって、ロータリーの奉仕を徹底的

に理解をされ、全力をもって実行に励まれ、

まことに、先生はロータリーを身につけてお

られた第一人者ではないかということを、更

に強く感じているこの頃であります。

先生のガバナーズレターを拝見しますと、

あれだけのアドレス、また毎月の挨拶その他

に於きましても、あのように内容のある、し

かも心の底から、体の中からほとばしり出る

気慨を込めて、あのような長い文を香かれた

ガバナーは、珍しいのではないかと存じます。

先生はガバナー公式訪問のとき、随行の人

も連れず、一人で重い鞄を引きづって、一泊

の旅を続けられ、疲れて宿に着かれても、公

式訪問所見のメモを誌されました。

公式訪問は、その当時には、未だ旧陸軍の

部隊が、師団長の検閲を受けるような、一種

の畏怖にも似た感党を抱いて、事前に入念な

準備をして形を整えるクラプもありました。

また、ガパナーを困らせようと意図する、意

地悪で瑣末なことについての質問をして、

得々としているロータリアンもいました。

平澤ガバナーは、訪問先のクラプに落いて、

先ず会長・幹事から、クラプのありのままの

実情を出させ、悩みごとがあれば、ガバナー

自身の悩みと受け止めて、適切な指導をされ

たと聞きます。クラプ・アッセンプリーにお

いては、そのクラプの長所を更に伸し高め、

積極的な奉仕活動を促進させるように助言さ

れました。殊に、他のクラプがこうだから、

わがクラプも……というような猿真似は駄目

で、それぞれのクラプのもつ特質を生かして

活動することを強調されたと言うことです。

例会でのガバナー・スピーチも、格調が高

く、そして世界的視野に立った内容でありま



して、その上に、前日のクラプ及び会貝から

受けたインスピレーションを加味した、スピ

ーチを心がけられたのであります。

このように、公式訪問におきましても、そ

の他の機会におけるスピーチにいたしまして

も、聴きいる人に非常な感銘を与え、感動を

与えて、本当のロータリーとは、こんなもの

なんだ、こういうことなんだと教えられ、迷

いを断ったロータリアンも少なくはなかった

と思います。そして少し大げさに言えば、こ

ういう方が現われられたことへの感銘、ある

いは、出現を待望しておったという、そうい

う感じを抱くほど、先生に対してロータリア

ン達は、深い感謝と、期待をもったのではな

いかと思います。

はからずも、私の文庫の中から、 20年余り

前の先生のR.I．へのファイナル・レボート、

これはガバナーが年度の総括を R.I．に報告

される最後の重大任務でありますが、その先

生自筆（和文）の原稿が出て参りました。こ

れは私すぺきものでないと思いクラプに保存

して頂くようにお願いしたいと思っておりま

す。

そのレポートの中の一節（本誌第54頁参照）

「常にガパナーとしての私を苦しめたのは、

私自身のロータリアンとしての姿である。ロ

に言うロータリーはやさしいが、これを100%

生活の中で活かすことは容易なことではなく、

私は人に求める前に、私自身に要求した。」

私は、あの先生にしてこのお言葉、己にき

ぴしく他人に寛大である、束洋流に言えば、

徳を積むというその神髄を常に心がけ、これ

を生涯の訓戒とされたということに、強い感

動の念を禁じ得ないのであります。

平澤先生の思い出

はじめて先生にお会いさせて頂いたのは、

大学卒業を間近かに控えた1967年 2月のこと

です。ガパナー事務所に於ける先生の、個人

秘書という仕事の面接でした。ロータリーの

ことはもちろん、世の中のことも右も左も分

らない、卒業ホヤホヤの私を、以来約一年半

秘害というよりは、孫娘のようにして見守っ

て下され、忍耐強く導いて下さいました。

次期ガパナーまたガバナーとしての先生は、

レークプラシッドに於ける、次期ガパナー会

議へのご出席をはじめとして、第365区内のク

ラプの公式訪問、 R.I．への各種レボート、ガ

バナーズレターの原稿ご執筆、ロータリー大

会に関する各種準備と出席、 R.I．代表の方の

マキ・ボカヴァニット
（旧姓西村真紀）

ご接待、ホームクラプ関連の仕事などと多忙

を極めるスケジュールでしたが、どんなにお

疲れになられても、そのひとつでもおろそか

に、人まかせにされず、その上、ご自分のこ

とよりは、周囲の人たちのことに、まず、お

心を配られ、秘奢の私にまでお気を使われる

という、ロータリー精神SERVICEABOVE 

SELFの文字通りの毎日でした。

お疲れになっても、ニコニコとされている

超人的な先生を、少しでも見習わせて頂きた

いと、私も一生懸命努力をいたしました。

事務所の開設後 2• 3ヶ月目のことだった

と思うのですが、レボートやら、翻訳やらロ

ータリー大会の準備やらで、先生はじめガバ
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ナー事務所補佐の方々も、みなクタクタにな

っておりました。私もいささか疲れて肩が下

がっていたのでしょうか、ある日、事務所で

珍しく先生と二人きりとなり、先生は原稿の

手直しをされ、私は先生に背中をむけて、コ

ピーをとっておりました。

その時、先生が静かな優しいお声で「まき

君こちらへいらっしゃい」とお呼びになられ

たので、ソファーの方へ参りました。立ち上

がられた先生は、暖い柔らかい両手で私の手

を包むようにされ「まき子さん。ほんとうに

ありがとう。いつも一生懸命やって下さって、

ほんとうにありがとう」とじっと私の目をご

冤になられました。

涙が溢れそうになった私は「いいえ、とん

でもございません」と言い「先生もお疲れで

しょう。お茶をお入れしましょう」泣き顔を

お見せするのは恥ずかしいのでございました。

そこで私は、急いで、まだ、お湯が口まで入

っているポットを持って、お湯を沸しにゆく

ふりをして、階下にある湯沸し場へ行き、そ

こで涙をふいて、また事務所に戻り、お茶を

さし上げたものでした。

私の後姿に｀つかれ＂を感じとられたので

しょう。後姿にも心を配らなくては、先生に

余分な心配をおかけすると、その時つくづく

な先生には、たぶん私のこうした努力はすぺ

て＂お見透し“だったことでしょう。あの時

にして頂いた握手は、その後もして頂いた数

多い握手の中でも、今もってぬくもりが忘れ

られない、私にとっては心の宝となった握手

でした。

レボートの英訳の仕事では、緻密な科学者

的ロジックの裏づけのある、先生の英文知識

の前では、私の簡単な英会話がやっとという

程度の厚みのない英文では、いくら頭をしぽ

っても不充分で、今もあの当時の英文を思う

と、冷汗がにじんで来るのですが、先生はが

まん強くどんなにお忙しくても、 R.I．へのレ

ポートの原稿・ガパナーズレターの原稿等を

ご自分でたんねんに書かれた後、英文に翻訳

したものにも全て目を通され、一字一句おろ

そかにせず添削して下さいました。

1978年にお会いさせて頂いたのが、私にと

って先生とは最後のこととなりましたが、そ

の時に戴いた小冊子「心の鏡」の中で「いず

れ天国では子どもにかえって、ゆっくり母に

甘えてみたい。」と書いていらっしゃるので

す。大きな優しい透き通った目をキラキラと

輝かせて、若い情熱をいつも燃やしつづけて

いらっしゃった先生。きっと今は天国でゆっ

くりと、お母さまに甘えていらっしゃること

思ったことでした。その後、疲れをみせない でしょう。

ようにと努力をいたしましたが、お心の敏感 (1990年 3月 パンコックにて）

西村其紀さんは、ノートルダム女子大学を

出て、平澤ガパナー事務所へ秘書兼事務貝と

して入られました。彼女は、英語に堪能で、

公式訪問のガパナー所見やR.I．への各種の

レポートを整理・翻訳したり、 R.I.など外人

の訪問者の通訳等に加えて種々の事務があり、

ずいぶん多忙且つ氣苦労されたことと思いま

す。西村さんは、その後、アメリカに留学、

その時知りあったのが、タイ人の公認会計士

で今の御主人です。この度、特にお願いして

執筆して頂きました。

（松居久左術門誌す）



ロータリアンの鑑

昭和37年、もう 28年前のことである。乎澤

先生は、第16代京大総長として東奔西走の、

お忙しい生活をされていた頃の話である。私

はその時ロンドンで開催の国際食品科学工学

会譲で研究発表すぺく、又この機会に約 3ヶ

月、欧米の教育、研究機関を視察するため家

内同伴で海外出張をするため上京した。

当時は東京も現在のよ うな立派なホテルも

な〈、大学関係者は新橋の第一ホテルによ〈

宿泊したものである。今と違って、海外では

お寿司は中々食べられない時代であったので、

ホテルの寿司屋で夕食をとることにした。偶

然、平澤先生が京大本部事務局の方々と盃を

交わしておられるところに行き会い、御ー同

と合流して楽しいーときを過ごしたが、「翌朝

出国が早いので、お先きに失礼します」と挨

拶したところ、「日本のために、しっかり国際

会談で活躍してくるよう」と激励して頂いた。

ここまでは記述するほどの内容ではない。こ

れからが平澤先生の御立派なー場面である。

翌朝、荷物を整えて、チエックアウトして

ホテルを出発しようとしたところ、午前 5時

という早朝に、黒い服に襟を正し、ホテルの

玄関口に乎澤先生が立っておられるのである。

若い教授夫妻が海外に出発するに当って京

大総長がお自ら見送って下さり、「十分、体に

注意するように」と励ましの握手を私に、そ

して家内にもされたのである。その温かい手

のぬ〈もりは、今も忘れることができない。

おそら〈前夜は遅くまで、事務局員の労を

ねぎらっておられたに違いない。本当に勿体

会員 満田久輝

ない話である。100日余の旅程をすぺてこなし

て帰国後、乎澤先生に国際会議の成功を報告

したところ、大へんな御機嫌であった。

私事で申訳ないが、私の父は京大医学部の

明治41年の卒業だったので、平澤先生はよ〈、

大先甜だと申され、また兄が医学部卒業後、
じつこん

神経医を専門にしていたので、脳の緑で暁懇

にして頂いていたような次第で、私はロータ

リーク ラプに入会する前から先生とは席を同

じくすることが多かった。

京都束R.C．のメンパーになってからは毎

週例会で、大学とは違うロータ リアンとして

の無言の教育を受けた。昭和44年前後の学園

紛争中は大学関係者にとっては例会への出席

は中々至難であった。毎日団交の連続でメー

クアップも不可能な状態に陥って、遂に 1回

だけ欠席しなければならなかったが、私は職

業奉仕の点で連続皆出席でないことを、むし

ろ誇りに思っている。 平澤先生は奥田東総長

にパトンタ ッチされたあとであったが、大学

の激しい実状を案じられ、現役の私たちを励

まして下さった。京都東R.C．には大学関係者

が多いので互に理解し合えて心丈夫であった。

昭和53年、私が41年間奉職した京大を去り、

名巻教授になる半年程前、平澤先生から「お

願いしたいことがあるので、是非お会いした

い」と極めて鄭重な御連絡があった。その頃、

先生は手術をされて体調を崩しておられたの

で、先生が所長をされていた環境科学総合研

究所を、引き継いでほしいというお話であっ

たが、当時、私は国立大学と私学とニヶ所か
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ら、学長就任を要望され贅沢な悩みの最中で

あったところへこのお話で、三つ巴になり決

断に困惑した。平澤先生の御健康を静かに考

えると、私が先生の希望を受けて環研の世話

をし、先生の精神的負担を軽くして療養に専

念して頂くぺきだと考えた。国立大学の管理

職では兼職はできないので、熟感の結果、国

立大学長はお断りして、研究所との兼務を条

件に、男女共学の四年制の私学の学長に就任

し、一方、環研の充実に務めた。昭和56年に

は環境庁所管の財団法人の認可を受け、平澤

名巻所長の庇護の下、理事長・所長として甚

礎研究の指導に没頭した。スポンサーの御厚

意による潤沢な研究費、優秀な人材、充実し

た施設に恵まれ、ユニークな成果を上げ、国

の内外で高い評価を受けるようになった。

平澤先生の学問的業績は日本学士院賞を受

賞され、日本学士院会貝に選定されているの

で、その評価について補足する必要はない。

実に輝しいものである。ただ、京大では管理

職が長く、教授としての直系の門下生は新潟

大学教授時代の方が多かったので、あるいは

京都では、その面ではお淋しい点もあったか

と思うが、京都東R.C．の全貝は先生を大黒柱

として纏まり、立派に長期間パスト・ガバナ

ーの模範を示されたと確信している。

先生は糖尿病、直腸の疾患、白内障その他

色々の病気をおもちであったが、闘病などと

気負わずに、常に病気を可愛がって、病とと

もに生き続けられた。一病息災という次元で

はなく、淡々と88歳 9ヶ月の天寿を全うされ

たのである。昨年 6月、度重なる入・退院で

体力も劣えられて上京も段々困難な状態であ

ったが、どうしても平成元年度の日本学士院

賞の授賞式には出席したいと申され、東京上

野の式場に来られた。私はお隣りの席で見守

っていたが、緊張されてか、急に顔色が悪く

なり、私の屑にもたれて来られたときは冷汗

が出た。私の手を握り乍ら徐々に落着いて来

られたときは、やれやれと安堵した。やがて、

国歌君が代が静かに流れる中、今上陛下が

入場され、すぺての行事が無事終了したとき

はほっとした。そのとき先生から最高の感謝

の言葉を頂いた。翌13日も先生は学士院の分

科会、部会に出席され、最前列で私の研究発

表も、熱心に聴取される精勤振りで、正に職

業奉仕の範を示された。その週の16日（金）は

日比野丈夫次年度会長を励ます恒例の、歴代

会長の朝食会が都ホテルの佳水園で開催され

たが、先生は御挨拶のあと、乾杯の発声も元

気なお声でされた。終了後、例会まで相当時

間もあり、畳の上に正座しておられたのでお

疲れと思い、先生にお宅へお帰りになっては

と申し上げたが、いや例会には出席したいと

云われ、浄土寺のお宅の方角の景色を眺めら

れて一服され、何時ものように例会を済ませ、

帰宅された。その夜、急に不調を訴えられ京

大病院に入院、翌朝大往生されたのである。

突然の悲報をうけ、お宅に馳けつけ、御親戚

の意向を尊重しつつ、松居、加地両会貝と三

人で葬儀の大網を確認、直ちに日本学士院に

連絡の上、京大に直行した。当日は京大創立

記念式が挙行され、平澤先生も御出席の予定

であったので、急な訃報を西島安則京大総長

に伝え、式辞の最後に総長は平澤先生の突然

の御他界を述べられ、一同で黙藤して先生の

御遺徳を偲んだのである。

「生きるとは燃えること」の名句を好んで

色紙に書かれたが、最後の最後までロータリ

アンの範を示しつつ、燃え盛くされたのであ

る。正に京都東R.C．の誇りである。 合掌



平澤興先生年譜

年 号 西暦 事 項

明治33 1900 • 10月5日，新潟県西蒲原郡味方村大字山王町新田96番地にて，

父平太郎・母チノの六男として生れる

大正 6 1917 . 3月京都府立第二中学校卒業

. 7月第四高等学校（金沢）入学， 1920 . 3月第四高等学校卒業

. 6月京都帝国大学医学部入学

13 1924 . 6月京都帝国大学医学部卒業

14 1925 ・ 10月京都帝国大学医学部助教授となる

15 1926 • 5月新潟医科大学助教授となる

昭和 3 1928 ・スイス， ドイツヘ留学

5 1930 • 3月帰国

. 5月新潟医科大学教授となる

10 1935 • 6月MorphologischesJ ahrbuch Bd. 75にて錐体外路系の 5

亜系分類発表

21 1946 • 7月京都帝国大学教授となり，解剖学第一講座担当

26 1951 • 5月錐体外路系の研究により日本学士院賞受賞

28 1953 • 11月錐体外路系の研究により武田医学裳受賞

32 1957 • 12月京都大学総長となる

38 1963 • 12月京都大学総長を退く

42 1967 ・11月日本学士院会貝となる

45 1970 ・ 11月煎ー等瑞宝章受章

50 1975 . 4月第19回日本医学会総会会頭となる

55 1980 • 10月財団法人高松宮妃癌研究基金審査委貝長となる

56 1981 • 9月「平澤興博士論文集」（全七巻7782頁）刊行

63 1988 • 8月京都大学創立90周年記念委貝会名巻委貝長となる

乎成元 1989 • 6月17日午前4時急性心不全のため要去

天皇陛下より哀悼の御言葉を頂く（侍従より伝達），正三位

に叙せられる

50~ 1975頃？ •ノーペル賞（医学・生理学）の候補者推薦者を歴任（先生の遣品

平成元 -1989 中より書類を発見，但し初任はいつ頃かは分らない）
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西暦

1957 

1958-59 

1959-60 

1960-61 

1964-65 

1966-67 

1967-68 

1968-69 

1969-70 

1970-71 

平澤興先生のロータリー年譜

年号 事 項

r----•-------------------------• 
i クラプヘの奉仕 i 
¥..-------------------------・-----' 

昭和 32 I • 4月15日入会

33~34 •一般情報委員長

34-35 I ・クラプ理事

35-36 I ・クラプ理事

39-40 ・クラプ会長

41-42 ・クラプ理事

r----------------------------------→ 

i R. I.・地区への奉仕 i 
し----------------------------------」

昭和42 •第365地区ガバナー

~43 

43~44 • 68年10月第359地区年次大会（ホスト甲府南R.C.）にR.I．会長

代理として出席

・ロータリ財団委貝会委員長

・日本ロータリー連絡委員会委貝

• R. V. A.（ロータリー海外奉仕篤志家計画）委貝会委員長

・ 68年 9月I.G. F.（ホスト武生R.C.)ゼネラル・リーダー

・同11月I.G.F.（ホスト富田林R.C.)ゼネラル・リーダー

・ 68年10月地区年次大会会長・幹事懇談会リーダー

44~45 |．諮問委員会委員（国際奉仕部門委員長）

・ガバナー指名委員会委員

•世界社会奉仕及び組合せ地区クラプ委貝会委貝長

・ 69年 6月地区協議会国際奉仕班リーダー

45-46 I • R. I．諮問委員会文献委員

•71 年 5 月レーク・ブラシッドに於ける国際協議会日本グルー

プ討議リーダー

．諮問委員会委員（クラプ奉仕部門）

・ガバナー指名委員会委貝

・米山記念奨学会理事



西 暦 年号 事 項

・ 70年8月I.G. F.（ホスト舞鶴R.C.）ゼネラル・リーダー

1971-72 昭和46 1 ・ 71年10月第370地区（＊スト八幡R.C.）年次大会にR.I．会長代

-47 理として出席

．諮問委員会委貝（国際奉仕部門）

・ガパナー指名委貝会委貝

・ 71年 6月地区協議会ロータリー財団説明リーダー

・ 71年11月I.G.F.（ホスト橿原R.C.）ゼネラル・リーダー

・ 71年10月地区年次大会パネル討論会討論リーダー

1972-73 47-48 I．諮問委員会委貝（ロータリー財団部門）

• 72年11月I.G.F.（ホスト山科R.C.）ゼネラル・リーダー

1973-74 48-49 I．諮問委員会委貝（エキステンション部門）

1974-75 49-50 I．諮問委員会委員（社会奉仕部門）

・ガバナー指名委貝会委員

・ 74年6月地区協議会国際奉仕説明リーダー

1975-76 I 50-51 I．諮問委貝会委貝（国際奉仕部門・ロータリー財団部門）

・ガパナー指名委貝会委員

• 75年9月I.G. F.（ホスト大津東R.C.）ゼネラル・リーダー

・ 75年 6月地区協議会国際奉仕説明リーダー

1976-77 51-52 ・諮問委貝会委員（ロータリー財団部門）

• 76年 6月地区協議会国際奉仕部門説明リーダー

1977-78 52-53 I．諮問委貝会委員（エキステンション部門）

・ 78年3月ロータリー財団功労表彰状を受ける

• 77年6月地区協議会職業奉仕説明リーダー

1978-79 53-54 I．諮問委員会委貝（エキステンション部門）

・ 78年6月地区協議会広報説明リーダー

1979-80 54-55 I・諮問委員会委員（担当部門なし）

・ 79年 6月地区協眠会クラプ奉仕説明リーダー

1980-89 I 55～平元 1 ・諮問委貝会委貝（担当部門なし）を歴任
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跛文一巨人の生涯

平澤興先生は、平成元年六月十七日午前四時急逝された。この巨人の生涯は、大き〈四

つの時代に分けることが出来よう。

第一の時代、新潟県味方村で周りのすぺての人々の愛情に育くまれた幼年期から、京都

二中の中山校長をはじめ、多くの人生の教師に恵まれ、さらに漢籍、古典に親しんだ少年

期。東西の先人の伝記に心を打たれ、そして自らの将来を正に見据えんとされた、その青

年期へと続いて行く。この青年期には、自らを鞭打たれること余りに厳しく、 1奥悩と煩悶

の荒野をさ迷われたこともあると聞〈。ベートーベンの幻の声を聴かれたのもこの頃のこ

とである。

第二の時代は、ヨーロッパ留学と新潟医大での謂わば研究の時代である。ただひたすら

研究に打ちこまれたこの時代が、基礎医学者としての先生を創りあげ、その成果はあの錐

体外路系の研究として内外に輝いたのである。

第三の時代、京都大学の教養部長、医学部長そして衆望を荷って、京大総長に就任され

た先生は、その寛い心と何人からも敬愛される類いまれな、誠実な人柄によって、教育者

としても大きな業績をあげられたのである。

総長退任の後は、広く一般社会に大きな影響を与えられた、第四の時代に入って行かれ

た。正にこの時代こそが、ロータリーに於ける先生のお姿と重なるのである。

一九六四年に京都東ロータリークラプの会長、次いで一九六七年にR.I．第三六五地区

ガパナーにつかれた先生は、生来の勉強熱心さを発揮され、徹底したロータリーの研究に

よって、ロータリーの本質に迫ろうと努力されたのである。この研究と、古今東西に亘る

先生の深い教養とが、見事に調和して、われわれロータリアンに対する語りかけとなって

現われたのである。

あの巨人をしてその晩年、機会あるごとに熱っぼく語らしめたロータリーとは、そも何

ぞや。いま静かに改めて考えて見たいものである。 奥村忠 識

編集後記

故平澤興先生追悼記念誌の編集に与ら

せて頂くことになり、光栄の感と共に畏

怖の念も禁じえぬ我々でありましたが、

ともかく懸命に微力を盛しました。本誌

を手にとられた方々には、幾多の御不満

もあろうかとは存じますが、どうか御寛

恕の程お願い申し上げます

編集委員

満田久輝 村田侑三 奥 村 忠

木下収 奥西保（委貝長）

平澤興先生追悼記念誌

発行日平成 2年(1990年） 6月17日

発行所京都東ロータリークラプ

〒605京都市束山区祇園町北側275ABL4F 

TEL 075-561-2020 

印刷所河北印刷株式会社



再版あとがき

平澤典先生を信奉なさる方は多い。

新井正明 住友生命保険相互会社名脊会長•関西師友協会会長や医療法人 敬成会 白根

緑ヶ丘病院理事長・国際ロータリー第2560地区パストガバナーの佐野孝博士、とりわけこの

「平澤典先生追悼記念誌」の編集委員長をなさった奥西保会員は、ご自身の職業分類・教育

図書出版である株式会社新学社・代表取締役会長として1985年に入会され、先生の秘苦兼介

護役的姿勢を終始貰かれたように拝見していた私である。

詩人であり文士でもあった佐藤春夫を新学社の初代総裁に仰ぎ、逝かれたあと先生は総裁

を引き受けられたc 奥西さんとの仲は19歳の年齢差はあっても京二中の同窓生であり、あの

有名な中山校長のご薫陶よろしきをえてその交わりも我々が想像する以上のものがあったろ

う。

僅か百字余りの奥西編集委員長による編集後記だが、そこには先生へ寄せる心情がひしひ

しと伝わってくるc

この種の‘あとがき、というものは、余程のことがないかぎり、その字面からしてみても

再版には不要なものであると考えもした。

だが、しかしである。今回この任に当り久方振りにこの記念誌を播いてみて、編集委員と

して四半世紀前に名を連ね、今となっては唯一の会員として、そしてまた、 60周年の記念誌

部会の一員として、この記念誌は先生が第九代のクラプ会長をなさった時の幹事・奥村忠会

員による祓文とガバナー月信担当だった親父の七光でその資料とともに関わった不肖私以外、

その全てが奥西編集委貝長の独壇場であったことを明言し、おそまきながら生意気にも奥西

保会員の顕彰をこの機会にさせていただく。

なお、今回の再版にあたり、遺稿集を腺重し、内容・体裁とも、可能な限り初版のままと

させていただいた。
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発行所 京都東ロータリークラプ

〒604-8005京都市中京区姉小路通河原町東入ル ABSピル3F
TEL 075-256-1991 

印刷所 河北印刷株式会社

（木下記）




